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※赤字は、削除。青字は、追加。
緑字は事務局からの意見。

訓練
時間

教科の細目
訓練
時間

教科の細目
基礎研究会における
変更・改正の理由

1 機械工学概論 35

機械工学の概要、機械の構成、機
械材料、機械要素、機構及び運動、
機械の種類、用途及び特性、塗装、
表面処理、溶接

1 機械工学概論 35

機械工学の概要、機械の構成、機械
材料、機械要素、機構及び運動、機械
の種類、用途及び特性、塗装、表面処
理、溶接

2 原動機工学概論 35 内燃機関、蒸気タービン、電動機 2 原動機工学概論 35 内燃機関、蒸気タービン、電動機

3 電気・電子工学概論 35

電気理論、電気電子工学発展史、
電気現象の基礎、センサ工学概
説、メカトロニクス、ホームエレクトロ
ニクス、直流回路、交流回路、過渡

3 電気・電子工学概論 35

電気理論、電気電子工学発展史、電
気現象の基礎、センサ工学概説、メカ
トロニクス、ホームエレクトロニクス、直
流回路、交流回路、過渡現象

4 情報工学概論 35

コンピュータの歴史、基本構成、周
辺機器、応用システム、プログラム
と言語、コンピュータハード・ソフトの
基礎、情報理論の基礎

4 情報工学概論 35

コンピュータの歴史、基本構成、周辺
機器、応用システム、プログラムと言
語、コンピュータハード・ソフトの基礎、
情報理論の基礎

5 材料工学 35

結晶構造、状態図、物理的性質、
機械的性質、炭素鋼の性質、金属
材料、高分子材料、電気電子材
料、セラミックス

5 材料工学 35

結晶構造、状態図、物理的性質、機械
的性質、炭素鋼の性質、金属材料、高
分子材料、電気電子材料、セラミック
ス

6 応用力学 35

ベクトルの演算、鋼体に作用する力
（力のモーメント）、摩擦、仕事とエ
ネルギー、工業動力学（円運動と慣
性モーメント）、振動の基礎、応力と
ひずみ、工業材料の機械的性質
（引張り、圧縮、クリープ、疲労、許
容応力）、断面二次モーメント、はり
の曲げ（曲げモーメントとせん断力、
曲げ応力とたわみ）流体の性質、流
体静力学、完全流体の流れの諸定
理、粘性流体と管摩擦、熱平衡、熱
力学の第一法則、熱力学の第二法

6 応用力学 35

ベクトルの演算、鋼体に作用する力
（力のモーメント）、摩擦、仕事とエネル
ギー、工業動力学（円運動と慣性モー
メント）、振動の基礎、応力とひずみ、
工業材料の機械的性質（引張り、圧
縮、クリープ、疲労、許容応力）、断面
二次モーメント、はりの曲げ（曲げモー
メントとせん断力、曲げ応力とたわみ）
流体の性質、流体静力学、完全流体
の流れの諸定理、粘性流体と管摩
擦、熱平衡、熱力学の第一法則、熱力
学の第二法則、理想気体の状態変化

7 生産工学 35
生産計画、工程管理、品質管理、
標準作業、原価管理、工業法規・規
格、信頼性理論

7 生産工学 35
生産計画、工程管理、品質管理、標準
作業、原価管理、工業法規・規格、信
頼性理論

8 安全衛生工学 35

安全規則、労働災害解析・防止、安
全基準、衛生管理、労働環境、災
害事例、災害防止対策、標準作
業、安全点検、保護具、危険予知

8 安全衛生工学 35

安全規則、労働災害解析・防止、安全
基準、衛生管理、労働環境、災害事
例、災害防止対策、標準作業、安全点
検、保護具、危険予知

9 関係法規 35
航空法、サーキュラー集、航空機及
び装備品の安全性を確保するため
の技術上の基準

9 関係法規 35
航空法、サーキュラー集、航空機及び
装備品の安全性を確保するための技
術上の基準

315 315

1 機械工学実験 40

材料力学実験、機械力学実験、流
体力学実験、熱力学実験、工業材
料実験、手仕上げ、板金、溶接、工
業機械の取扱い、旋盤、フライス盤
作業、研削盤作業、工具研削、プレ
ス、射出成形

1 機械工学実験 40

材料力学実験、機械力学実験、流体
力学実験、熱力学実験、工業材料実
験、手仕上げ、板金、溶接、工業機械
の取扱い、旋盤、フライス盤作業、研
削盤作業、工具研削、プレス、射出成
形

現状に準拠するため。

2 情報処理実習 65
ＢＡＳＩＣ言語演習、図形処理演習、
数値計算演習、電子計算機の基礎
的な構成、動作原理

2 情報処理実習 65
ＢＡＳＩＣ言語演習、図形処理演習、数
値計算演習、電子計算機の基礎的な
構成、動作原理

設計・製造と異なる航空機整備に
は、プログラム言語の習得は重
要ではなく、よって、ＢＡＳＩＣ言語
演習の必要を認めず。

3 安全衛生作業法 35
安全作業、危険箇所の点検、応急
処置、救急処置

3 安全衛生作業法 35
安全作業、危険箇所の点検、応急処
置、救急処置

140 140

1 機構学 35
リンク機構、カム装置、歯車伝動機
構、巻掛け伝動機構

1 機構学 35
リンク機構、カム装置、歯車伝動機
構、巻掛け伝動機構

2 航空機材料学 35 金属材料、非金属材料、基本部品 2 航空機材料学 35 金属材料、非金属材料、基本部品
3 航空力学 70 空力特性、性能、飛行性 3 航空力学 70 空力特性、性能、飛行性
4 機体学 70 力学、構造、油圧及び空圧系統 4 機体学 70 力学、構造、油圧及び空圧系統

5 発動機学 150
航空用ピストンエンジン、航空用
ジェットエンジン、プロペラ

5 発動機学 150
航空用ピストンエンジン、航空用ジェッ
トエンジン、プロペラ

6 航空装備学 70
電気一般、装備一般、電気装備、
計器、電子装備

6 航空装備学 70
電気一般、装備一般、電気装備、計
器、電子装備

430 430

1 航空機基礎整備実習 130

締結法・ケーブルリンキング、ホー
ス・チューブ・ケーブル、航空機板
金、溶接作業、塗装作業、ベンチ作
業、機械測定法、電気測定法、非

1 航空機基礎整備実習 130

締結法・ケーブルリンキング、ホース・
チューブ・ケーブル、航空機板金、溶
接作業、塗装作業、ベンチ作業、機械
測定法、電気測定法、非破壊検査法

2 機体整備実習 350
機体構造整備、燃料装置の整備、
降着及び制動装置の整備、操縦装
置の整備、各系統整備

2 機体整備実習 350
機体構造整備、燃料装置の整備、降
着及び制動装置の整備、操縦装置の
整備、各系統整備

3 発動機整備実習 280
エンジン本体の整備、各系統及び
補機の整備、性能試験、故障探
究、プロペラの整備

3 発動機整備実習 280
エンジン本体の整備、各系統及び補
機の整備、性能試験、故障探究、プロ
ペラの整備

4 電気装備実習 70
電源装置の整備、電気装備品の整
備、照明系統の整備、故障探究

4 電気装備実習 70
電源装置の整備、電気装備品の整
備、照明系統の整備、故障探究

5 計器装備実習 70
電気計器装備品、機械計器装備
品、故障探究

5 計器装備実習 70
電気計器装備品、機械計器装備品、
故障探究

6 電子装備実習 70
無線装備品の操作法、無線装備品
の点検法、放電装置の点検法

6 電子装備実習 70
無線装備品の操作法、無線装備品の
点検法、放電装置の点検法

7 航空機取扱実習 240
地上取扱、点検整備、地上試運転
及び故障探究、整備組織及び整備

7 航空機取扱実習 240
地上取扱、点検整備、地上試運転及
び故障探究、整備組織及び整備規程

1210 1210

輸送機械整備技術系航空機整備科（改定案）訓練課

教科の科目

系基礎学科合計

系基礎実技合計

系
基
礎
学
科

系
基
礎
実
技

専攻学科合計

訓練課 輸送機械整備技術系航空機整備科（元）

教科の科目

系
基
礎
学
科

系基礎学科合計

※教科名と各区分の合計時間数については、将来的に変更すべきであるとの要望があった。（現地ヒアリング時より）
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系基礎実技合計
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専攻実技合計
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訓練
時間

教科の細目
訓練
時間

教科の細目
基礎研究会における
変更・改正の理由

専門調査員会におけ
る指摘事項

1 電気工学概論 35
電気回路と要素（直流・交
流回路）、電気機器と機能
（直流・交流機器）

1 電気工学概論 35
電気回路と要素（直流・交
流回路）、電気機器と機能
（直流・交流機器）

2 情報工学概論 35
コンピュータの構成、周辺
装置の基本操作、プログラ
ミング言語

2 情報工学概論 35
コンピュータの構成、周辺
装置の基本操作、プログラ
ミング言語

3 繊維原料学 35

繊維材料概説、天然繊維・
再生繊維・半合成繊維・合
成繊維・無機繊維織物の種
類、特徴

3 繊維原料学 35

繊維材料概説、天然繊維・
再生繊維・半合成繊維・合
成繊維・無機繊維織物の種
類、特徴

4 織物組織 35 織物組織の種類、特徴 4 織物組織 35 織物組織の種類、特徴

5 衣料工学 35

被服概論、人体と衣料、被
服設計、被服製造工程概
説、製造機器、工程管理、
検査、自動化技術

5 衣料工学 35

被服概論、人体と衣料、被
服設計、被服製造工程概
説、製造機器、工程管理、
検査、自動化技術

6 製品計画 150

織物分解法、織物設計法、
原価計算法、各種製品の特
徴と企画、製品製造の基礎
知識、生産工程等の企画、
マーケティングの基本原
理、マーケティングリサー
チの歴史、マーケティング
リサーチの現状、マーケ
ティングリサーチの基本手
法

6 製品計画 150

織物分解法、織物設計法、
原価計算法、各種製品の特
徴と企画、製品製造の基礎
知識、生産工程等の企画、
マーケティングの基本原
理、マーケティングリサー
チの歴史、マーケティング
リサーチの現状、マーケ
ティングリサーチの基本手
法

7 生産工学 35
生産工学総論、生産組織、
標準化と規格、品質管理

7 生産工学 35
生産工学総論、生産組織、
標準化と規格、品質管理

8 安全衛生工学 35

安全確保の科学、安全確保
の体制と自己管理、機器・
装置等の操作における安全
確保、防災の科学、安全と
環境問題の科学、安全確保
の歴史と思想、労働安全衛
生関係法規の概要、労働衛
生環境と防護の確保

8 安全衛生工学 35

安全確保の科学、安全確保
の体制と自己管理、機器・
装置等の操作における安全
確保、防災の科学、安全と
環境問題の科学、安全確保
の歴史と思想、労働安全衛
生関係法規の概要、労働衛
生環境と防護の確保

395 395

1 繊維製品試験 55
繊維鑑別法と繊維混用率試
験法繊維製品物性試験法、
染色堅牢度試験法

1 繊維製品試験 55
繊維鑑別法と繊維混用率試
験法繊維製品物性試験法、
染色堅牢度試験法

2 織物分解及び設計実習 60
特徴部分の分解設計、総合
分解設計、原価計算演習

2 織物分解及び設計実習 60
特徴部分の分解設計、総合
分解設計、原価計算演習

3 情報処理実習 65

ＢＡＳＩＣ言語演習、図形
処理演習、数値計算演習、
電子計算機の基本的な構
成、動作原理

3 情報処理実習 65

ＢＡＳＩＣ言語演習、図形
処理演習、数値計算演習、
電子計算機の基本的な構
成、動作原理

現状に合わせるた
め。

4 安全衛生作業法 35
安全作業、衛生作業、救急
処置

4 安全衛生作業法 35
安全作業、衛生作業、救急
処置

215 215

1 染織工学 110

織物及び染色の技術的概
要、染織の文化論、意匠の
変遷、製織理論と基本組
織、編成準備、編織物の性
能、製織準備法、製織法、
製織仕上法

1 染織工学 110

織物及び染色の技術的概
要、染織の文化論、意匠の
変遷、製織理論と基本組
織、編成準備、編織物の性
能、製織準備法、製織法、
製織仕上法

2 染色加工学 110

染色技術概説、繊維素材と
前処理、助剤一般、糊料、
各種染料概説、準備工程、
浸染、捺染、機械装置、熱
エネルギー、各種染色加工
演習、仕上げ加工演習

2 染色加工学 110

染色技術概説、繊維素材と
前処理、助剤一般、糊料、
各種染料概説、準備工程、
浸染、捺染、機械装置、熱
エネルギー、各種染色加工
演習、仕上げ加工演習

3 染色化学 35
染料構造、染着機構、染色
材料、染色方法、助剤の基
礎化学

3 染色化学 35
染料構造、染着機構、染色
材料、染色方法、助剤の基
礎化学

4 色彩理論 70

色の認識、色の要素、特
徴、配色理論と展開、色彩
の社会学、心理学、色の性
質、色、色覚、色の測定色
表示、測色・色差計算

4 色彩理論 70

色の認識、色の要素、特
徴、配色理論と展開、色彩
の社会学、心理学、色の性
質、色、色覚、色の測定色
表示、測色・色差計算

5 テキスタイルデザイ 70

形態の把握、面積配分、要
素の展開、テキスタイルの
特性とデザイン、設計・試
作

5 テキスタイルデザイ 70

形態の把握、面積配分、要
素の展開、テキスタイルの
特性とデザイン、設計・試
作

6 染織史 35
染色技術の変遷、各時代の
意匠的特徴、服装の変遷

6 染織史 35
染色技術の変遷、各時代の
意匠的特徴、服装の変遷

430 430
1 染織実習 70 各種染織技術の課題演習 1 染織実習 70 各種染織技術の課題演習

2 製織実習 70

整経、糸の準備、作業効率
と装置、繊維機械の要素と
運動、織物企画・設計、製
織企画・設計、製織準備機
械、力織機、コンピュータ
直織システム

2 製織実習 70

整経、糸の準備、作業効率
と装置、繊維機械の要素と
運動、織物企画・設計、製
織企画・設計、製織準備機
械、力織機、コンピュータ
直織システム

3 染色実習
各種染色加工、仕上げ加工
演習染色製品の企画、染色
準備、各種染色技法演習

3 染色実習
各種染色加工、仕上げ加工
演習染色製品の企画、染色
準備、各種染色技法演習

4 染色化学実験 140
セルロース繊維・タンパク
質繊維・半合成繊維・混紡
の染色

4 染色化学実験 140
セルロース繊維・タンパク
質繊維・半合成繊維・混紡
の染色

5 染織測定実習 110

試験機器の種類と用途、繊
維の性質に関する測定、布
の性能に関する測定、染料
の性質に関する測定、染色
物の測定に関する測定、色
表現、色再現、色の違い等
の測定、コンピュータシス
テムによる色合わせ

5 染織測定実習 110

試験機器の種類と用途、繊
維の性質に関する測定、布
の性能に関する測定、染料
の性質に関する測定、染色
物の測定に関する測定、色
表現、色再現、色の違い等
の測定、コンピュータシス
テムによる色合わせ

※赤字は、削除。青字は、追加。緑字は事務
局からの意見。

訓練科
テキスタイル技術系染織技術科

（改定案）

専
攻
学
科

専
攻
実
技

教科の科目

訓練科
テキスタイル技術系染織技術科

（元）

系基礎学科合計

系基礎実技合計

専攻学科合計

系
基
礎
学
科

系
基
礎
実
技

専
攻
実
技

教科の科目

系
基
礎
学
科

系基礎学科合計

系
基
礎
実
技

系基礎実技合計

専
攻
学
科

専攻学科合計
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6 デザイン実習 115
デッサン、クロッキ―、精
密描写、形態の把握、平面
構成、立体構成

6 デザイン実習 115
デッサン、クロッキ―、精
密描写、形態の把握、平面
構成、立体構成

7 製版実習 70
手工的方法による展開、製
版カメラによる展開、混合
技法

7 製版実習 70
手工的方法による展開、製
版カメラによる展開、混合
技法

435 435専攻実技合計 専攻実技合計

資料１
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訓練
時間

教科の細目
訓練
時間

教科の細目
基礎研究会における
変更・改正の理由

専門調査員会におけ
る

指摘事項

1 被服概論 70

被服の歴史、被服の目
的、被服の制作、被服の
着装、布地、生活と被
服、被服の機能、被服の
心理、被服と民族

1 被服概論 70

被服の歴史、被服の目
的、被服の制作、被服の
着装、布地、生活と被
服、被服の機能、被服の
心理、被服と民族

2 織物組織概論 70

織編物原料、製糸及び撚
糸法、織編物の種類、組
織及び設計・分解、製
織、仕上げ加工、被服の
材料の試験法及び鑑別
法、繊維、糸、織物、
綿、その他の材料、布の
加工

2 織物組織概論 70

織編物原料、製糸及び撚
糸法、織編物の種類、組
織及び設計・分解、製
織、仕上げ加工、被服の
材料の試験法及び鑑別
法、繊維、糸、織物、
綿、その他の材料、布の
加工

3 デザイン概論 35

デザインの概念、デザイ
ン史、造形原理、造形要
素、平面・立体・空間構
成、デザインと色彩、デ
ザイン画

3 デザイン概論 35

デザインの概念、デザイ
ン史、造形原理、造形要
素、平面・立体・空間構
成、デザインと色彩、デ
ザイン画

4 情報工学概論 35

コンピュータの歴史、基
本構成、周辺機器、応用
システム、プログラムと
言語、コンピュータハー
ド・ソフトの基礎、情報
理論の基礎

4 情報工学概論 35

コンピュータの歴史、基
本構成、周辺機器、応用
システム、プログラムと
言語、コンピュータハー
ド・ソフトの基礎、情報
理論の基礎

5 服飾美学 70
服装美、装飾美と実用
美、着装美、被服の色
彩、文様、ファッション

5 服飾美学 70
服装美、装飾美と実用
美、着装美、被服の色
彩、文様、ファッション

6 基礎製図 35

製図通則、製図法、表現
法、模写、投影図法、透
視図法の原理、曲面線
図、生活空間の製図、被
服の製図

6 基礎製図 35

製図通則、製図法、表現
法、模写、投影図法、透
視図法の原理、曲面線
図、生活空間の製図、被
服の製図

7 生産工学 35
生産計画、工程管理、品
質管理、標準作業、原価
管理、製品計画

7 生産工学 35
生産計画、工程管理、品
質管理、標準作業、原価
管理、製品計画

8 安全衛生工学 35

安全規則、労働災害解
析・防止、安全基準、衛
生管理、労働環境、災害
事例、、災害防止対策、
標準作業、安全点検、保
護具、危険予知

8 安全衛生工学 35

安全規則、労働災害解
析・防止、安全基準、衛
生管理、労働環境、災害
事例、、災害防止対策、
標準作業、安全点検、保
護具、危険予知

385 385

1 繊維製品試験 60

測定に関する一般事項、
繊維鑑別法と繊維混用率
試験法、繊維製品物性試
験法、染色堅牢度試験
法、その他の測定、品質
表示

1 繊維製品試験 60

測定に関する一般事項、
繊維鑑別法と繊維混用率
試験法、繊維製品物性試
験法、染色堅牢度試験
法、その他の測定、品質
表示

2 デザイン基礎実習 60

平面構成、製図、立体造
形、幾何学的基本形態の
鉛筆デッサン、静物モ
ティーフの鉛筆デッサ
ン、動物・植物のスケッ
チ、人物のスケッチ、ク
ロッキー、イメージやコ
ンセプトの設定、アイ
ディア・スケッチの作
成、プレゼンテーション

2 デザイン基礎実習 60

平面構成、製図、立体造
形、幾何学的基本形態の
鉛筆デッサン、静物モ
ティーフの鉛筆デッサ
ン、動物・植物のスケッ
チ、人物のスケッチ、ク
ロッキー、イメージやコ
ンセプトの設定、アイ
ディア・スケッチの作
成、プレゼンテーション

3 服飾美学実習 60
ファッションデザイン
画、被服と色彩、被服構
成実習

3 服飾美学実習 60
ファッションデザイン
画、被服と色彩、被服構
成実習

4 情報処理実習 65

ＢＡＳＩＣ言語演習、図
形処理演習、数値計算演
習、電子計算機の基本的
な構成、動作原理

4 情報処理実習 65

ＢＡＳＩＣ言語演習、図
形処理演習、数値計算演
習、電子計算機の基本的
な構成、動作原理

現状に合わせるため。

5 安全衛生作業法 35
安全作業、衛生作業、救
急処置

5 安全衛生作業法 35
安全作業、衛生作業、救
急処置

280 280

1
 アパレル製品製作
論

70

縫製概論、被服構成学、
衣料工学、被服材料、生
産システム、生産指導、
生産管理、生産技術、生
産設備、生産組織、ＰＬ
法、機械工学、電子工学

1
 アパレル製品製作
論

70

縫製概論、被服構成学、
衣料工学、被服材料、生
産システム、生産指導、
生産管理、生産技術、生
産設備、生産組織、ＰＬ
法、機械工学、電子工学

2
アパレル製品デザ
イン論

35

ファッションデザイン、
プリント（模様）・織物
のデザイン、創作デザイ
ン、流行

2
アパレル製品デザ
イン論

35

ファッションデザイン、
プリント（模様）・織物
のデザイン、創作デザイ
ン、流行

3 染色色彩論 35

染色概論、染料とその特
性、染色加工、染色技
法、ＣＧ，染み抜き、色
彩概論、色の要素、色の
性質

3 染色色彩論 35

染色概論、染料とその特
性、染色加工、染色技
法、ＣＧ，染み抜き、色
彩概論、色の要素、色の
性質

4 アパレル製品経済論 35
消費者経済、商品流通、
原材料流通、アパレル産
業、アパレル価格体系

4 アパレル製品経済論 35
消費者経済、商品流通、
原材料流通、アパレル産
業、アパレル価格体系

5 アパレル製品企画論 35

マーケッテイング、商品
企画立案、ディティール
知識、コーディネイト、
新商品の企画

5 アパレル製品企画論 35

マーケッテイング、商品
企画立案、ディティール
知識、コーディネイト、
新商品の企画

6

アパレル製品設計
及び製図

70

ＣＡＤ（ＣＡＭ）、人間
工学、被服体型学、製図
機器、採寸、パターン
メーキング、グレーディ
ング、マーキング

6

アパレル製品設計
及び製図

70

ＣＡＤ・（ＣＡＭ）、人
間工学、被服体型学、製
図機器、採寸、パターン
メーキング、グレーディ
ング、マーキング

現状に合わせるため。

訓練科

教科の科目

服飾技術系アパレル技術科
（元）

系基礎実技合計

系基礎学科合計

系
基
礎
学
科

系
基
礎
実
技

専
攻
学
科

※赤字は、削除。青字は、追加。
緑字は事務局からの意見。

系基礎学科合計

系
基
礎
実
技

系基礎実技合計

専
攻
学
科

訓練科
服飾技術系アパレル技術科

（改定案）

教科の科目

系
基
礎
学
科

調査研究報告書 No.164

− 112 −



調査研究報告書Ｎｏ．164 資料１

訓練
時間

教科の細目
訓練
時間

教科の細目
基礎研究会における
変更・改正の理由

専門調査員会におけ
る

指摘事項

1 被服概論 70

被服の歴史、被服の目
的、被服の制作、被服の
着装、布地、生活と被
服、被服の機能、被服の
心理、被服と民族

1 被服概論 70

被服の歴史、被服の目
的、被服の制作、被服の
着装、布地、生活と被
服、被服の機能、被服の
心理、被服と民族

2 織物組織概論 70

織編物原料、製糸及び撚
糸法、織編物の種類、組
織及び設計・分解、製
織、仕上げ加工、被服の
材料の試験法及び鑑別
法、繊維、糸、織物、
綿、その他の材料、布の
加工

2 織物組織概論 70

織編物原料、製糸及び撚
糸法、織編物の種類、組
織及び設計・分解、製
織、仕上げ加工、被服の
材料の試験法及び鑑別
法、繊維、糸、織物、
綿、その他の材料、布の
加工

3 デザイン概論 35

デザインの概念、デザイ
ン史、造形原理、造形要
素、平面・立体・空間構
成、デザインと色彩、デ
ザイン画

3 デザイン概論 35

デザインの概念、デザイ
ン史、造形原理、造形要
素、平面・立体・空間構
成、デザインと色彩、デ
ザイン画

4 情報工学概論 35

コンピュータの歴史、基
本構成、周辺機器、応用
システム、プログラムと
言語、コンピュータハー
ド・ソフトの基礎、情報
理論の基礎

4 情報工学概論 35

コンピュータの歴史、基
本構成、周辺機器、応用
システム、プログラムと
言語、コンピュータハー
ド・ソフトの基礎、情報
理論の基礎

5 服飾美学 70
服装美、装飾美と実用
美、着装美、被服の色
彩、文様、ファッション

5 服飾美学 70
服装美、装飾美と実用
美、着装美、被服の色
彩、文様、ファッション

6 基礎製図 35

製図通則、製図法、表現
法、模写、投影図法、透
視図法の原理、曲面線
図、生活空間の製図、被
服の製図

6 基礎製図 35

製図通則、製図法、表現
法、模写、投影図法、透
視図法の原理、曲面線
図、生活空間の製図、被
服の製図

7 生産工学 35
生産計画、工程管理、品
質管理、標準作業、原価
管理、製品計画

7 生産工学 35
生産計画、工程管理、品
質管理、標準作業、原価
管理、製品計画

8 安全衛生工学 35

安全規則、労働災害解
析・防止、安全基準、衛
生管理、労働環境、災害
事例、、災害防止対策、
標準作業、安全点検、保
護具、危険予知

8 安全衛生工学 35

安全規則、労働災害解
析・防止、安全基準、衛
生管理、労働環境、災害
事例、、災害防止対策、
標準作業、安全点検、保
護具、危険予知

385 385

1 繊維製品試験 60

測定に関する一般事項、
繊維鑑別法と繊維混用率
試験法、繊維製品物性試
験法、染色堅牢度試験
法、その他の測定、品質
表示

1 繊維製品試験 60

測定に関する一般事項、
繊維鑑別法と繊維混用率
試験法、繊維製品物性試
験法、染色堅牢度試験
法、その他の測定、品質
表示

2 デザイン基礎実習 60

平面構成、製図、立体造
形、幾何学的基本形態の
鉛筆デッサン、静物モ
ティーフの鉛筆デッサ
ン、動物・植物のスケッ
チ、人物のスケッチ、ク
ロッキー、イメージやコ
ンセプトの設定、アイ
ディア・スケッチの作
成、プレゼンテーション

2 デザイン基礎実習 60

平面構成、製図、立体造
形、幾何学的基本形態の
鉛筆デッサン、静物モ
ティーフの鉛筆デッサ
ン、動物・植物のスケッ
チ、人物のスケッチ、ク
ロッキー、イメージやコ
ンセプトの設定、アイ
ディア・スケッチの作
成、プレゼンテーション

3 服飾美学実習 60
ファッションデザイン
画、被服と色彩、被服構
成実習

3 服飾美学実習 60
ファッションデザイン
画、被服と色彩、被服構
成実習

4 情報処理実習 65

ＢＡＳＩＣ言語演習、図
形処理演習、数値計算演
習、電子計算機の基本的
な構成、動作原理

4 情報処理実習 65

ＢＡＳＩＣ言語演習、図
形処理演習、数値計算演
習、電子計算機の基本的
な構成、動作原理

現状に合わせるため。

5 安全衛生作業法 35
安全作業、衛生作業、救
急処置

5 安全衛生作業法 35
安全作業、衛生作業、救
急処置

280 280

1
 アパレル製品製作
論

70

縫製概論、被服構成学、
衣料工学、被服材料、生
産システム、生産指導、
生産管理、生産技術、生
産設備、生産組織、ＰＬ
法、機械工学、電子工学

1
 アパレル製品製作
論

70

縫製概論、被服構成学、
衣料工学、被服材料、生
産システム、生産指導、
生産管理、生産技術、生
産設備、生産組織、ＰＬ
法、機械工学、電子工学

2
アパレル製品デザ
イン論

35

ファッションデザイン、
プリント（模様）・織物
のデザイン、創作デザイ
ン、流行

2
アパレル製品デザ
イン論

35

ファッションデザイン、
プリント（模様）・織物
のデザイン、創作デザイ
ン、流行

3 染色色彩論 35

染色概論、染料とその特
性、染色加工、染色技
法、ＣＧ，染み抜き、色
彩概論、色の要素、色の
性質

3 染色色彩論 35

染色概論、染料とその特
性、染色加工、染色技
法、ＣＧ，染み抜き、色
彩概論、色の要素、色の
性質

4 アパレル製品経済論 35
消費者経済、商品流通、
原材料流通、アパレル産
業、アパレル価格体系

4 アパレル製品経済論 35
消費者経済、商品流通、
原材料流通、アパレル産
業、アパレル価格体系

5 アパレル製品企画論 35

マーケッテイング、商品
企画立案、ディティール
知識、コーディネイト、
新商品の企画

5 アパレル製品企画論 35

マーケッテイング、商品
企画立案、ディティール
知識、コーディネイト、
新商品の企画

6

アパレル製品設計
及び製図

70

ＣＡＤ（ＣＡＭ）、人間
工学、被服体型学、製図
機器、採寸、パターン
メーキング、グレーディ
ング、マーキング

6

アパレル製品設計
及び製図

70

ＣＡＤ・（ＣＡＭ）、人
間工学、被服体型学、製
図機器、採寸、パターン
メーキング、グレーディ
ング、マーキング

現状に合わせるため。

訓練科

教科の科目

服飾技術系アパレル技術科
（元）

系基礎実技合計

系基礎学科合計

系
基
礎
学
科

系
基
礎
実
技

専
攻
学
科

※赤字は、削除。青字は、追加。
緑字は事務局からの意見。

系基礎学科合計

系
基
礎
実
技

系基礎実技合計

専
攻
学
科

訓練科
服飾技術系アパレル技術科

（改定案）

教科の科目

系
基
礎
学
科
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7 販売促進企画 35

店舗管理、仕入れ知識、
商品知識、接遇、簿記及
び会計、販売計画及び製
品開発、地場産業と販売
促進計画

7 販売促進企画 35

店舗管理、仕入れ知識、
商品知識、接遇、簿記及
び会計、販売計画及び製
品開発、地場産業と販売
促進計画

315 315

1 アパレル製品製作実習150

縫製機械、裁断、部分縫
製、応用縫製、特殊縫
製、ライン縫製、検査、
仕上げ、出荷、搬送

1 アパレル製品製作実習150

縫製機械、裁断、部分縫
製、応用縫製、特殊縫
製、ライン縫製、検査、
仕上げ、出荷、搬送

2
アパレル製品デザ
イン実習

70

ファッションデザイン
画、創作デザイン、デッ
サン、イラストレーショ
ン、服飾手芸

2
アパレル製品デザ
イン実習

70

ファッションデザイン
画、創作デザイン、デッ
サン、イラストレーショ
ン、服飾手芸

3 染色色彩実習 70

染み抜き、色彩構成、配
色、ＣＧ、染色、染料実
験、プリント（模様）の
染色実験

3 染色色彩実習 70

染み抜き、色彩構成、配
色、ＣＧ、染色、染料実
験、プリント（模様）の
染色実験

4
 アパレル製品設計
及び製図実習

150

ＣＡＤ（ＣＡＭ）、採
寸、パターン、ファッ
ションディスプレイ、グ
レーディング、マーキン
グ

4
 アパレル製品設計
及び製図実習

150

ＣＡＤ（ＣＡＭ）、採
寸、パターン、ファッ
ションディスプレイ、グ
レーディング、マーキン
グ

5 販売促進企画実習 70

販売デザイン作業、ディ
スプレイデザイン作業、
ＰＯＰ広告作成作業、文
書処理、販売計画の作成
作業

5 販売促進企画実習 70

販売デザイン作業、ディ
スプレイデザイン作業、
ＰＯＰ広告作成作業、文
書処理、販売計画の作成
作業

510 510

専攻学科合計

専
攻
実
技

専攻実技合計 専攻実技合計

専攻学科合計

専
攻
実
技
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訓練
時間

教科の細目
訓練
時間

教科の細目
基礎研究会における
変更・改正の理由

専門調査員会における
指摘事項

1 被服概論 70

被服の歴史、被服の目的、
被服の制作、被服の着装、
布地、生活と被服、被服の
機能、被服の心理

1 被服概論 70

被服の歴史、被服の目
的、被服の制作、被服の
着装、布地、生活と被
服、被服の機能、被服の
心理

改正の必要性を認め
ず（以下同じ）

2 織物組織概論 70

織物原料、製糸及び撚糸
法、織物の種類、組織及び
設計・分解、製織、仕上げ
加工、被服の材料の試験法
及び鑑別法、繊維、糸、織
物、綿、その他の材料、布
の加工

2 織物組織概論 70

織物原料、製糸及び撚糸
法、織物の種類、組織及
び設計・分解、製織、仕
上げ加工、被服の材料の
試験法及び鑑別法、繊
維、糸、織物、綿、その
他の材料、布の加工

3 デザイン概論 35

デザインの概念、デザイン
史、造形原理、造形要素、
平面・立体・空間構成、デ
ザインと色彩、デザイン画

3 デザイン概論 35

デザインの概念、デザイ
ン史、造形原理、造形要
素、平面・立体・空間構
成、デザインと色彩、デ
ザイン画

4 情報工学概論 35

コンピュータの歴史、基本
構成、周辺機器、応用シス
テム、プログラムと言語、
コンピュータハード・ソフ
トの基礎、情報理論の基礎

4 情報工学概論 35

コンピュータの歴史、基
本構成、周辺機器、応用
システム、プログラムと
言語、コンピュータハー
ド・ソフトの基礎、情報
理論の基礎

5 服飾美学 70
服装美、装飾美と実用美、
着装美、被服の色彩、
ファッション

5 服飾美学 70
服装美、装飾美と実用
美、着装美、被服の色
彩、ファッション

6 基礎製図 35

製図通則、製図法、表現
法、模写、投影図法、透視
図法の原理、曲線図、生活
空間の製図

6 基礎製図 35

製図通則、製図法、表現
法、模写、投影図法、透
視図法の原理、曲線図、
生活空間の製図

7 生産工学 35
生産計画、工程管理、品質
管理、標準作業、原価管
理、製品計画

7 生産工学 35
生産計画、工程管理、品
質管理、標準作業、原価
管理、製品計画

8 安全衛生工学 35

安全規則、労働災害解析・
防止、安全基準、衛生管
理、労働環境、災害事
例、、災害防止対策、標準
作業、安全点検、保護具、
危険予知

8 安全衛生工学 35

安全規則、労働災害解
析・防止、安全基準、衛
生管理、労働環境、災害
事例、、災害防止対策、
標準作業、安全点検、保
護具、危険予知

385 385

1 繊維製品試験 60

測定に関する一般事項、繊
維識鑑別法と繊維混用率試
験法、繊維製品物性試験
法、染色堅牢度試験法、そ
の他の測定、品質表示

1 繊維製品試験 60

測定に関する一般事項、
繊維識鑑別法と繊維混用
率試験法、繊維製品物性
試験法、染色堅牢度試験
法、その他の測定、品質
表示

2 デザイン基礎実習 60

平面構成、製図、立体造
形、幾何学的基本形態の鉛
筆デッサン、静物モティー
フの鉛筆デッサン、動物・
植物のスケッチ、イメージ
コンセプトの設定、アイ
ディア・スケッチの作成、
プレゼンテーション

2 デザイン基礎実習 60

平面構成、製図、立体造
形、幾何学的基本形態の
鉛筆デッサン、静物モ
ティーフの鉛筆デッサ
ン、動物・植物のスケッ
チ、イメージコンセプト
の設定、アイディア・ス
ケッチの作成、プレゼン
テーション

3 服飾美学実習 60 スケッチ、スタイル画 3 服飾美学実習 60 スケッチ、スタイル画

4 情報処理実習 65

ＢＡＳＩＣ言語演習、図形
処理演習、数値計算演習、
電子計算機の基本的な構
成、動作原理

4 情報処理実習 65

ＢＡＳＩＣ言語演習、図
形処理演習、数値計算演
習、電子計算機の基本的
な構成、動作原理

5 安全衛生作業法 35
安全作業、衛生作業、救急
処置

5 安全衛生作業法 35
安全作業、衛生作業、救
急処置

280 280

1 和裁製作論 70
和服の種類、和服縫製法、
和服の制作、和裁機器及び
用具

1 和裁製作論 70
和服の種類、和服縫製
法、和服の制作、和裁機
器及び用具

2 和服デザイン論 35

人体形態、人体表現、和服
のなりたち、和服デザイン
のプロセス、和服ファッ
ション、スタイル画

2 和服デザイン論 35

人体形態、人体表現、和
服のなりたち、和服デザ
インのプロセス、和服
ファッション、スタイル
画

3 和装美学 35

和装美、着装美、着物の色
彩、着付け技術、生活と和
服、和服史、髪型と和服、
着物と附属品

3 和装美学 35

和装美、着装美、着物の
色彩、着付け技術、生活
と和服、和服史、髪型と
和服、着物と附属品

4 和装美容論 35
美容技術の基礎、美顔術及
び化粧術、日本髪及び日本
髪かつら、洋髪

4 和装美容論 35
美容技術の基礎、美顔術
及び化粧術、日本髪及び
日本髪かつら、洋髪

5 和装色彩論 35
染料、染色、染色補正に使
用する薬品及び染料類、染
色補正

5 和装色彩論 35
染料、染色、染色補正に
使用する薬品及び染料
類、染色補正

6 和装経済論 35

被服資源、生活と被服費、
繊維製品の消費、和服の流
通機構、原価計算、品質管
理及び市場調査、マーケ
ティング

6 和装経済論 35

被服資源、生活と被服
費、繊維製品の消費、和
服の流通機構、原価計
算、品質管理及び市場調
査、マーケティング

7 和装設計及び製図 70

和服設計の意義とデザイン
の役割、和服設計のプロセ
ス、事例研究、設計計算、
要素設計論、図面制作、寸
法書、裁断図、完成図

7 和装設計及び製図 70

和服設計の意義とデザイ
ンの役割、和服設計のプ
ロセス、事例研究、設計
計算、要素設計論、図面
制作、寸法書、裁断図、
完成図

315 315

1 和装製作実習 150
裁縫、補綴、部分縫い、基
本裁ち、布地処理、しるし
付け、縫製、仕上げ

1 和装製作実習 150
裁縫、補綴、部分縫い、
基本裁ち、布地処理、し
るし付け、縫製、仕上げ

2 和装デザイン実習 70
和服コーディネート、トー
タルファッション

2 和装デザイン実習 70
和服コーディネート、
トータルファッション

※赤字は、削除。青字は、追加。
緑字は事務局からの意見。

専
攻
学
科

系基礎学科合計

系
基
礎
実
技

系基礎実技合計

専攻学科合計

訓練科
服飾技術系和裁技術科

（改定案）

教科の科目

系
基
礎
学
科

系
基
礎
学
科

系
基
礎
実
技

訓練科

教科の科目

専
攻
学
科

服飾技術系和裁技術科（元）

専攻学科合計

系基礎実技合計

系基礎学科合計

調査研究報告書 No.164

− 114 −



3 和装実習 70 礼法、着付け 3 和装実習 70 礼法、着付け

4 和装美容実習 70
美顔術、化粧術、日本髪・
かつら装着

4 和装美容実習 70
美顔術、化粧術、日本
髪・かつら装着

5 和装染色実習 70
浸染による模様染色、しみ
抜き、染料実験

5 和装染色実習 70
浸染による模様染色、し
み抜き、染料実験

6 和装設計及び製図実習110

基本的なデザインプロセス
の把握、製品分析、アイ
ディアの資料化、アイディ
アの展開、検討、評価、レ
タリング、スタイル

6 和装設計及び製図実 110

基本的なデザインプロセ
スの把握、製品分析、ア
イディアの資料化、アイ
ディアの展開、検討、評
価、レタリング、スタイ
ル

540 540専攻実技合計

専
攻
実
技

専攻実技合計

専
攻
実
技
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調査研究報告書Ｎｏ．164 資料１

訓練
時間

教科の細目
訓練
時間

教科の細目
基礎研究会における
変更・改正の理由

専門調査員会における
指摘事項

1 経営学概論 35

経営方針、経営戦略、財
務、原価計算、仕入れ、外
食産業、マネジメント、経
営環境、食情報管理、企業
の公共性

1 経営学概論 35

経営方針、経営戦略、財
務、原価計算、仕入れ、外
食産業、マネジメント、経
営環境、食情報管理、企業
の公共性、人間力、社会性

人間力、社会性等が求
められており、新たな
教科目を立ち上げる
か、追加して対応する
ことが望ましい。

2 食品学 70

食品学概論、食品化学、食
用微生物の種類と利用、食
品加工及び保存、食糧経
済、食料の流通、食物史

2 食品学 70

食品学概論、食品化学、食
用微生物の種類と利用、食
品加工及び保存、食糧経
済、食料の流通、食物史

3 栄養学 35

栄養学概論、栄養素の機
能、栄養生理、母性栄養、
小児栄養、青少年の栄養、
老人の栄養、老人の栄養、
労働と栄養、病態と栄養

3 栄養学 35

栄養学概論、栄養素の機
能、栄養生理、母性栄養、
小児栄養、青少年の栄養、
老人の栄養、老人の栄養、
労働と栄養、病態と栄養

4 食品衛生学 35

食品衛生学概論、食中毒、
食品と寄生虫、食品添加
物、食品の異物、食品の腐
敗・変敗・変質、食品の鑑
別、食品衛生対策、食品及
び食器、調理器具の管理、
洗浄、消毒、殺菌、保管等

4 食品衛生学 35

食品衛生学概論、食中毒、
食品と寄生虫、食品添加
物、食品の異物、食品の腐
敗・変敗・変質、食品の鑑
別、食品衛生対策、食品及
び食器、調理器具の管理、
洗浄、消毒、殺菌、保管
等、食品衛生法

食品衛生法を時間数を
増やすなどの対応をし
て追加。

5 公衆衛生学 35

公衆衛生学概論、個人衛生
と公衆衛生、環境衛生、疾
病の予防、経口伝染病の種
類と予防

5 公衆衛生学 35

公衆衛生学概論、個人衛生
と公衆衛生、環境衛生、疾
病の予防、経口伝染病の種
類と予防

6 情報処理論 35

コンピュータの歴史、基本
構成周辺機器、応用システ
ム、プログラムと言語、コ
ンピュータハード・ソフト
の基礎、情報理論の基礎

6 情報処理論 35

コンピュータの歴史、基本
構成周辺機器、応用システ
ム、プログラムと言語、コ
ンピュータハード・ソフト
の基礎、情報理論の基礎

情報処理理論について
は、見直しの必要性あ
り。

7 生産工学 35

生産工学、工程管理、品質
管理、標準作業、原価管
理、工業法規・規格、信頼
性理論

7 生産工学 35

生産工学、工程管理、品質
管理、標準作業、原価管
理、工業法規・規格、信頼
性理論

8 安全衛生工学 35
労働衛生、労働安全、労働
災害防止対策、安全衛生管
理

8 安全衛生工学 35
労働衛生、労働安全、労働
災害防止対策、安全衛生管
理

9 関係法規 35

食品衛生法、製菓衛生師法
等の衛生法規、計量法、保
健所法、消防法、伝染病予
防法

9 関係法規 35

食品衛生法、製菓衛生師法
等の衛生法規、計量法、保
健所法、消防法、伝染病予
防法

350 350

1 食品化学実験 45

材料及び製品の腐敗・変
敗、変質等に関する実験、
物性及び分析実験、酵母実
験

1 食品化学実験 45

材料及び製品の腐敗・変
敗、変質等に関する実験、
物性及び分析実験、酵母実
験

2 情報処理実習 60

ワードプロセッサー及び
パーソナルコンピュータの
操作方法、１）原理、基礎
及び用途、２）操作方法

2 情報処理実習 60

ワードプロセッサー及び
パーソナルコンピュータの
操作方法、１）原理、基礎
及び用途、２）操作方法

情報処理実習の時間を
減らして、食品衛生法
の時間に振り替えると
よい。

3 安全衛生作業法 35
安全作業、衛生作業、救急
処置

3 安全衛生作業法 35
安全作業、衛生作業、救急
処置

140 140

1 発酵学 35
酵母、かび・細菌の種類、
発酵作用及びその利用

1 発酵学 35
酵母、かび・細菌の種類、
発酵作用及びその利用

2 製菓理論 35
菓子の意義、菓子の歴史、
菓子の分類、製造理論、菓
子と添加物

2 製菓理論 35
菓子の意義、菓子の歴史、
菓子の分類、製造理論、菓
子と添加物

3 製パン・製菓法 145

製品の歴史・分類・製品の
材料処理、生地調整、成形
加工、加熱冷却加工、仕上
げ、包装及び保存、検査、
製品の製造用機械・装置及
び器具の種類、構造及び機
能並びに操作法、点検及び
保守管理

3 製パン・製菓法 145

製品の歴史・分類・製品の
材料処理、生地調整、成形
加工、加熱冷却加工、仕上
げ、包装及び保存、検査、
製品の製造用機械・装置及
び器具の種類、構造及び機
能並びに操作法、点検及び
保守管理

4 材料 70

製品の主材料の性質・用
途・加工適正・保存、製品
の材料種類、自然食品、副
材料及び補助材料の性質・
用途・加工適正・保存、食
品添加物の種類

4 材料 70

製品の主材料の性質・用
途・加工適正・保存、製品
の材料種類、自然食品、副
材料及び補助材料の性質・
用途・加工適正・保存、食
品添加物の種類

5 デザイン 35

色彩及び造形、製品のデザ
イン・ディスプレイ・パッ
ケージデザイン等のビジュ
アルデザイン

5 デザイン 35

色彩及び造形、製品のデザ
イン・ディスプレイ・パッ
ケージデザイン等のビジュ
アルデザイン

6 微生物学概論 35
微生物の種類、生理及び利
用、腐敗及び防止、バイオ
テクノロジーの意義

6 微生物学概論 35
微生物の種類、生理及び利
用、腐敗及び防止、バイオ
テクノロジーの意義

7 販売促進企画論 35

店舗管理、仕入れ知識、商
品知識、接遇、簿記及び会
計、市場調査及び分析、販
売計画及び製品開発、地場
産業と販売促進計画

7 販売促進企画論 35

店舗管理、仕入れ知識、商
品知識、接遇、簿記及び会
計、市場調査及び分析、販
売計画及び製品開発、地場
産業と販売促進計画

390 390

1 パン・製菓製造実習 540
製品の材料処理、生地調
整、成形加工、仕上げ、検
査、熱加工、包装

1 パン・製菓製造実習 540
製品の材料処理、生地調
整、成形加工、仕上げ、検
査、熱加工、包装

2 食品実習 55
測定、食用微生物の実験、
食品貯蔵実験、食品添加物
の実験

2 食品実習 55
測定、食用微生物の実験、
食品貯蔵実験、食品添加物
の実験

3 製品保存実習 35
低温・冷凍・乾燥等による
主材料・副材料及び製品の
保存作業

3 製品保存実習 35
低温・冷凍・乾燥等による
主材料・副材料及び製品の
保存作業

4 販売促進企画実習 105

販売デザイン作業・ディス
プレイデザイン作業・ＰＯ
Ｐ広告作成作業、文書処
理、市場調査及び分析作
業、販売計画の作成作業、
新製品の企画作業

4 販売促進企画実習 105

販売デザイン作業・ディス
プレイデザイン作業・ＰＯ
Ｐ広告作成作業、文書処
理、市場調査及び分析作
業、販売計画の作成作業、
新製品の企画作業
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系
基
礎
実
技

系基礎実技合計

専
攻
学
科
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専
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専攻実技合計

訓練科
食品製造技術系製パン
・製菓技術科（元）
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科
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系基礎実技合計

専
攻
学
科

専攻学科合計

専
攻
実
技

専攻実技合計

※赤字は、削除。青字は、追加。
緑字は事務局からの意見。

訓練科
食品製造技術系製パン
・製菓技術科（改定案）

教科の科目

系基礎学科合計

系
基
礎
学
科
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訓練
時間

教科の細目
訓練
時間

教科の細目
基礎研究会における
変更・改正の理由

専門調査員会における
指摘事項

1 経営学概論 35

経営方針、経営戦略、財
務、原価計算、仕入れ、外
食産業、マネジメント、経
営環境、食情報管理、企業
の公共性

1 経営学概論 35

経営方針、経営戦略、財
務、原価計算、仕入れ、外
食産業、マネジメント、経
営環境、食情報管理、企業
の公共性、人間力、社会性

人間力、社会性等が求
められており、新たな
教科目を立ち上げる
か、追加して対応する
ことが望ましい。

2 食品学 70

食品学概論、食品化学、食
用微生物の種類と利用、食
品加工及び保存、食糧経
済、食料の流通、食物史

2 食品学 70

食品学概論、食品化学、食
用微生物の種類と利用、食
品加工及び保存、食糧経
済、食料の流通、食物史

3 栄養学 35

栄養学概論、栄養素の機
能、栄養生理、母性栄養、
小児栄養、青少年の栄養、
老人の栄養、老人の栄養、
労働と栄養、病態と栄養

3 栄養学 35

栄養学概論、栄養素の機
能、栄養生理、母性栄養、
小児栄養、青少年の栄養、
老人の栄養、老人の栄養、
労働と栄養、病態と栄養

4 食品衛生学 35

食品衛生学概論、食中毒、
食品と寄生虫、食品添加
物、食品の異物、食品の腐
敗・変敗・変質、食品の鑑
別、食品衛生対策、食品及
び食器、調理器具の管理、
洗浄、消毒、殺菌、保管等

4 食品衛生学 35

食品衛生学概論、食中毒、
食品と寄生虫、食品添加
物、食品の異物、食品の腐
敗・変敗・変質、食品の鑑
別、食品衛生対策、食品及
び食器、調理器具の管理、
洗浄、消毒、殺菌、保管
等、食品衛生法

食品衛生法を時間数を
増やすなどの対応をし
て追加。

5 公衆衛生学 35

公衆衛生学概論、個人衛生
と公衆衛生、環境衛生、疾
病の予防、経口伝染病の種
類と予防

5 公衆衛生学 35

公衆衛生学概論、個人衛生
と公衆衛生、環境衛生、疾
病の予防、経口伝染病の種
類と予防

6 情報処理論 35

コンピュータの歴史、基本
構成周辺機器、応用システ
ム、プログラムと言語、コ
ンピュータハード・ソフト
の基礎、情報理論の基礎

6 情報処理論 35

コンピュータの歴史、基本
構成周辺機器、応用システ
ム、プログラムと言語、コ
ンピュータハード・ソフト
の基礎、情報理論の基礎

情報処理理論について
は、見直しの必要性あ
り。

7 生産工学 35

生産工学、工程管理、品質
管理、標準作業、原価管
理、工業法規・規格、信頼
性理論

7 生産工学 35

生産工学、工程管理、品質
管理、標準作業、原価管
理、工業法規・規格、信頼
性理論

8 安全衛生工学 35
労働衛生、労働安全、労働
災害防止対策、安全衛生管
理

8 安全衛生工学 35
労働衛生、労働安全、労働
災害防止対策、安全衛生管
理

9 関係法規 35

食品衛生法、製菓衛生師法
等の衛生法規、計量法、保
健所法、消防法、伝染病予
防法

9 関係法規 35

食品衛生法、製菓衛生師法
等の衛生法規、計量法、保
健所法、消防法、伝染病予
防法

350 350

1 食品化学実験 45

材料及び製品の腐敗・変
敗、変質等に関する実験、
物性及び分析実験、酵母実
験

1 食品化学実験 45

材料及び製品の腐敗・変
敗、変質等に関する実験、
物性及び分析実験、酵母実
験

2 情報処理実習 60

ワードプロセッサー及び
パーソナルコンピュータの
操作方法、１）原理、基礎
及び用途、２）操作方法

2 情報処理実習 60

ワードプロセッサー及び
パーソナルコンピュータの
操作方法、１）原理、基礎
及び用途、２）操作方法

情報処理実習の時間を
減らして、食品衛生法
の時間に振り替えると
よい。

3 安全衛生作業法 35
安全作業、衛生作業、救急
処置

3 安全衛生作業法 35
安全作業、衛生作業、救急
処置

140 140

1 発酵学 35
酵母、かび・細菌の種類、
発酵作用及びその利用

1 発酵学 35
酵母、かび・細菌の種類、
発酵作用及びその利用

2 製菓理論 35
菓子の意義、菓子の歴史、
菓子の分類、製造理論、菓
子と添加物

2 製菓理論 35
菓子の意義、菓子の歴史、
菓子の分類、製造理論、菓
子と添加物

3 製パン・製菓法 145

製品の歴史・分類・製品の
材料処理、生地調整、成形
加工、加熱冷却加工、仕上
げ、包装及び保存、検査、
製品の製造用機械・装置及
び器具の種類、構造及び機
能並びに操作法、点検及び
保守管理

3 製パン・製菓法 145

製品の歴史・分類・製品の
材料処理、生地調整、成形
加工、加熱冷却加工、仕上
げ、包装及び保存、検査、
製品の製造用機械・装置及
び器具の種類、構造及び機
能並びに操作法、点検及び
保守管理

4 材料 70

製品の主材料の性質・用
途・加工適正・保存、製品
の材料種類、自然食品、副
材料及び補助材料の性質・
用途・加工適正・保存、食
品添加物の種類

4 材料 70

製品の主材料の性質・用
途・加工適正・保存、製品
の材料種類、自然食品、副
材料及び補助材料の性質・
用途・加工適正・保存、食
品添加物の種類

5 デザイン 35

色彩及び造形、製品のデザ
イン・ディスプレイ・パッ
ケージデザイン等のビジュ
アルデザイン

5 デザイン 35

色彩及び造形、製品のデザ
イン・ディスプレイ・パッ
ケージデザイン等のビジュ
アルデザイン

6 微生物学概論 35
微生物の種類、生理及び利
用、腐敗及び防止、バイオ
テクノロジーの意義

6 微生物学概論 35
微生物の種類、生理及び利
用、腐敗及び防止、バイオ
テクノロジーの意義

7 販売促進企画論 35

店舗管理、仕入れ知識、商
品知識、接遇、簿記及び会
計、市場調査及び分析、販
売計画及び製品開発、地場
産業と販売促進計画

7 販売促進企画論 35

店舗管理、仕入れ知識、商
品知識、接遇、簿記及び会
計、市場調査及び分析、販
売計画及び製品開発、地場
産業と販売促進計画

390 390

1 パン・製菓製造実習 540
製品の材料処理、生地調
整、成形加工、仕上げ、検
査、熱加工、包装

1 パン・製菓製造実習 540
製品の材料処理、生地調
整、成形加工、仕上げ、検
査、熱加工、包装

2 食品実習 55
測定、食用微生物の実験、
食品貯蔵実験、食品添加物
の実験

2 食品実習 55
測定、食用微生物の実験、
食品貯蔵実験、食品添加物
の実験

3 製品保存実習 35
低温・冷凍・乾燥等による
主材料・副材料及び製品の
保存作業

3 製品保存実習 35
低温・冷凍・乾燥等による
主材料・副材料及び製品の
保存作業

4 販売促進企画実習 105

販売デザイン作業・ディス
プレイデザイン作業・ＰＯ
Ｐ広告作成作業、文書処
理、市場調査及び分析作
業、販売計画の作成作業、
新製品の企画作業

4 販売促進企画実習 105

販売デザイン作業・ディス
プレイデザイン作業・ＰＯ
Ｐ広告作成作業、文書処
理、市場調査及び分析作
業、販売計画の作成作業、
新製品の企画作業
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訓練科
食品製造技術系製パン
・製菓技術科（改定案）

教科の科目

系基礎学科合計

系
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科
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訓練
時間

教科の細目
訓練
時間

教科の細目
基礎研究会における
変更・改正の理由

専門調査員会における
指摘事項

1 物理化学 35

原子構造と化学結合、気
体・液体・個体、溶液、多
相平衡、熱化学、電解質溶
液、電池の起電力、化学反
応速度、コロイド・高分
子、熱力学、化学平衡

1 物理化学 35

原子構造と化学結合、気
体・液体・個体、溶液、多
相平衡、熱化学、電解質溶
液、電池の起電力、化学反
応速度、コロイド・高分
子、熱力学、化学平衡

2 無機化学 35

原子の構造と周期律、化学
結合水素・不活性ガス、ハ
ロゲン、酸素・窒素族、炭
素・ケイ素・ホウ素、アル
カリ・アルカリ土類金属、
亜鉛・カドミウム・水銀、
遷移元素の通性、原子核化
学

2 無機化学 35

原子の構造と周期律、化学
結合水素・不活性ガス、ハ
ロゲン、酸素・窒素族、炭
素・ケイ素・ホウ素、アル
カリ・アルカリ土類金属、
亜鉛・カドミウム・水銀、
遷移元素の通性、原子核化
学

3 有機化学 35

有機化学の基礎概念、脂肪
族炭化水素、芳香族炭化水
素、立体化学、官能基の化
学、天然物有機化学

3 有機化学 35

有機化学の基礎概念、脂肪
族炭化水素、芳香族炭化水
素、立体化学、官能基の化
学、天然物有機化学

4 分析化学 70
定性分析、重量分析、容量
分析、電気化学的分析

4 分析化学 70
定性分析、重量分析、容量
分析、電気化学的分析

5 工業化学 110

化学工学の基礎、流動、伝
熱、蒸発、蒸留、酸・アル
カリ工業、人造肥料工業、
工業電気化学、金属工業化
学、無機材料化学、化学と
技術、エネルギーと資源、
有機工業化学各論、高分子
工業化学各論

5 工業化学 110

化学工学の基礎、流動、伝
熱、蒸発、蒸留、酸・アル
カリ工業、人造肥料工業、
化学肥料工業、工業電気化
学、金属工業化学、無機材
料化学、化学と技術、エネ
ルギーと資源、有機工業化
学各論、高分子工業化学各
論

理由：今日では、人造
肥料工業よりも化学肥
料工業が一般的である
ため。

6 生産工学 35
生産工学の概要、作業研
究、品質管理、工程管理、
資材管理、設備管理

6 生産工学 35
生産工学の概要、作業研
究、品質管理、工程管理、
資材管理、設備管理

7 安全衛生工学 35

安全の原則と安全工学、安
全衛生運動の歴史、産業災
害の種類と基本対策、労働
災害（労働傷害、職業病）
の原因と対策、労働環境条
件、影響と基本対策、安全
衛生法規及び規格、安全衛
生管理

7 安全衛生工学 35

安全の原則と安全工学、安
全衛生運動の歴史、産業災
害の種類と基本対策、労働
災害（労働傷害、職業病）
の原因と対策、労働環境条
件、影響と基本対策、安全
衛生法規及び規格、安全衛
生管理

8 関連法規 35

公害対策基本法、大気汚染
防止法、水質汚濁防止法、
特定工場における公害防止
組織の整備に関する法律、
計量関係法規、毒物劇物取
締法、危険物取扱法

8 関連法規 35

公害対策基本法、環境基本
法、大気汚染防止法、水質
汚濁防止法、土壌汚染対策
法、悪臭防止法、特定工場
における公害防止組織の整
備に関する法律、計量関係
法規、毒物劇物取締法、毒
物及び劇物取締法、危険物
取扱法、消防法

理由：公害対策基本法
は、1993年環境基本法
施行に伴い統合・廃止
されたため、環境基本
法を記載。化学物質関
連法規の中で公害防止
の観点から、大気汚染
防止法及び水質汚濁防
止法の他、土壌汚染対
策法と悪臭防止法は代
表的な法規である。ま
た、毒物及び劇物取締
法は正式名称で記載。
危険物取扱法とは具体
的には消防法のことを
意味するため。

390 390

1 物理化学実験 35

電導度の測定、粘度の測
定、緩衡溶液とｐＨの測
定、温度計の検定、屈折率
の測定、中和熱の測定、液
体の比重の測定、分子量の
測定、液体表面張力の測定

1 物理化学実験 35

電導度の測定、粘度の測
定、緩衡溶液とｐＨの測
定、温度計の検定、屈折率
の測定、中和熱の測定、液
体の比重の測定、分子量の
測定、液体表面張力の測定

2 無機化学実験 35

結晶の作り方、固体の溶解
度の測定、硫安の製造、炭
酸水素ナリウムの合成、金
属の腐食と局部電池起電
力、金属の不動態化、反応
速度の測定

2 無機化学実験 35

結晶の作り方、固体の溶解
度の測定、硫安、硫酸アン
モニウムの製造、炭酸水素
ナリウムの合成、金属の腐
食と局部電池起電力、金属
の不動態化、反応速度の測
定

理由：硫安を正式名称
の硫酸アンモニウムで
記載。

3 有機化学実験 35
有機化合物の分離と精製、
官能基の定性的確認法

3 有機化学実験 35
有機化合物の分離と精製、
官能基の定性的確認法、融
点測定

理由：有機化合物の確
認法として、一般的な
方法の融点測定を追
加。

4 分析化学実験 75

陽イオンの分離・検出、系
統的分離・検出、未知試料
の分析、重量分析、容量分
析

4 分析化学実験 75

陽イオンの分離・検出、系
統的分離・検出、未知試料
の分析、重量分析、容量分
析

5 基礎工学実験 35

長さの測定、ヤング率の測
定、温度の測定、音の測
定、電磁波の測定、電圧・
電流の測定、オシロスコー
プの使い方

5 基礎工学実験 35

長さの測定、ヤング率の測
定、温度の測定、音の測
定、電磁波の測定、電圧・
電流の測定、オシロスコー
プの使い方

6 情報処理実習 35

電算機の歴史、電算機ハー
ドウェア概論、電算機のソ
フトウェア概論、計算機言
語使用の概略とその特徴、
プログラミング作法、端末
機含むホスト機の利用方
法、特定の言語を用いての
プログラミング演習と言語
教育

6 情報処理実習 35

電算機の歴史、電算機ハー
ドウェア概論、電算機のソ
フトウェア概論、計算機言
語使用の概略とその特徴、
プログラミング作法、端末
機含むホスト機の利用方
法、特定の言語を用いての
プログラミング演習と言語
教育、パソコンの基本操
作、周辺機器の取扱い、
ネットワークとインター
ネットの活用法、文書作成
ソフトの操作、表計算ソフ
トの操作、プレゼンテー
ションソフトの操作、化学
描画ソフトの操作

理由：今日の情報処理
実習に対応した一般的
な表現や実情にあった
内容に修正。

7 安全衛生作業法 35
機器、装置等の安全作業、
衛生作業、廃液処理の安全
作業、応急処置

7 安全衛生作業法 35
機器、装置等の安全作業、
衛生作業、廃液処理の安全
作業、応急処置

285 285

化学システム系環境化学科
（元）

系基礎学科合計

系基礎実技合計

系
基
礎
実
技

系基礎実技合計

訓練科

系基礎学科合計

教科の科目

訓練科

系
基
礎
学
科

系
基
礎
実
技

※赤字は、削除。青字は、追加。
緑字は事務局からの意見。

化学システム系環境化学科
（改定案）

教科の科目

系
基
礎
学
科
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1 計量管理概論 70

統計的な考え方、度数分
布、確率と分布、母平均に
関する推測、母分散に関す
る推測、管理図、実験計画
法、デザインサンプリング
及び抜き取り検査

1 計量管理概論 70

統計的な考え方、度数分
布、確率と分布、母平均に
関する推測、母分散に関す
る推測、管理図、実験計画
法、デザインサンプリング
及び抜き取り検査

2 電気・電子工学概論 35
電気磁気、電気回路、電気
機械電力とその応用、電子
工学とその応用

2 電気・電子工学概論 35
電気磁気、電気回路、電気
機械電力とその応用、電子
工学とその応用

3 生物学 110

生命の起源、細胞、組織、
生物の種類、原生生物、後
生植物、後生動物、生態
学、水及び汚水中の生物、
生物学的水質判定、湖の汚
染と富栄養化、生物学的な
汚水処理の諸方法

3 生物学 110

生命の起源、細胞、組織、
生物の種類、原生生物、後
生植物、後生動物、生態
学、水及び汚水中の生物、
生物学的水質判定、湖の汚
染と富栄養化、生物学的な
汚水処理の諸方法

4 機器分析法 70

試料の前処理、クロマトグ
ラフィー、分光分析、Ｘ線
分析、赤外線吸収分析、核
磁気共鳴スペクトル分析、
質量分析等の機器分析装置
の原理、構造、操作法、適
用限界及び情報の特性等

4 機器分析法 70

試料の前処理、クロマトグ
ラフィー、分光分析、Ｘ線
分析、赤外線吸収分析、核
磁気共鳴スペクトル分析、
質量分析等の機器分析装置
の原理、構造、操作法、適
用限界及び情報の特性等

5 環境化学 110

環境汚染、公害の経過及び
現状汚染源及び汚染機構、
汚染の影響、汚染防止とそ
の対策、水質測定技術、汚
水処理技術、有害物質処理
技術、大気測定技術、燃
焼・ばい煙防止技術、大気
汚染関係有害物質処理技術

5 環境化学 110

環境汚染、公害の経過及び
現状汚染源及び汚染機構、
汚染の影響、汚染防止とそ
の対策、水質測定技術、汚
水処理技術、有害物質処理
技術、大気測定技術、燃
焼・ばい煙防止技術、大気
汚染関係有害物質処理技術

395 395

1 生物学実験 70

顕微鏡、プランクトンの採
集と観察、細菌学的試験
法、生物検定法、生物学的
水質調査、大腸菌群の検索
と分類

1 生物学実験 70

顕微鏡、プランクトンの採
集と観察、細菌学的試験
法、生物検定法、生物学的
水質調査、大腸菌群の検索
と分類

2 有機化学応用実習 35
付加反応、縮合反応、酸化
還元反応、エステル化反応

2 有機化学応用実習 35
付加反応、縮合反応、酸化
還元反応、エステル化反応

3 機器分析実習 140
電気化学的分析、可視紫外
吸光光度分析、電子吸光光
度分析、Ｘ線分析

3 機器分析実習 140
電気化学的分析、可視紫外
吸光光度分析、電子吸光光
度分析、Ｘ線分析

4 水質工学実験 110

水質測定法の基礎、採水及
び試料の採取、生活環境項
目の測定、有害物質の測
定、底質の測定、生物学的
汚水処理、重金属含有排水
の処理

4 水質工学実験 110

水質測定法の基礎、採水及
び試料の採取、生活環境項
目の測定、有害物質の測
定、底質の測定、生物学的
汚水処理、重金属含有排水
の処理

5 大気工学実験 110

排ガス分析、大気中の成分
分析、大気中の有害物質の
測定、大気汚染防止技術、
作業環境測定の概要、標準
ガス調整法、ガスサンプリ
ング法、分析法、データの
統計的処理法

5 大気工学実験 110

排ガス分析、大気中の成分
分析、大気中の有害物質の
測定、大気汚染防止技術、
作業環境測定の概要、標準
ガス調整法、ガスサンプリ
ング法、分析法、データの
統計的処理法

465 465

専
攻
実
技

専
攻
学
科

専
攻
学
科

専攻学科合計

専
攻
実
技

専攻実技合計

専攻学科合計

専攻実技合計
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1 計量管理概論 70

統計的な考え方、度数分
布、確率と分布、母平均に
関する推測、母分散に関す
る推測、管理図、実験計画
法、デザインサンプリング
及び抜き取り検査

1 計量管理概論 70

統計的な考え方、度数分
布、確率と分布、母平均に
関する推測、母分散に関す
る推測、管理図、実験計画
法、デザインサンプリング
及び抜き取り検査

2 電気・電子工学概論 35
電気磁気、電気回路、電気
機械電力とその応用、電子
工学とその応用

2 電気・電子工学概論 35
電気磁気、電気回路、電気
機械電力とその応用、電子
工学とその応用

3 生物学 110

生命の起源、細胞、組織、
生物の種類、原生生物、後
生植物、後生動物、生態
学、水及び汚水中の生物、
生物学的水質判定、湖の汚
染と富栄養化、生物学的な
汚水処理の諸方法

3 生物学 110

生命の起源、細胞、組織、
生物の種類、原生生物、後
生植物、後生動物、生態
学、水及び汚水中の生物、
生物学的水質判定、湖の汚
染と富栄養化、生物学的な
汚水処理の諸方法

4 機器分析法 70

試料の前処理、クロマトグ
ラフィー、分光分析、Ｘ線
分析、赤外線吸収分析、核
磁気共鳴スペクトル分析、
質量分析等の機器分析装置
の原理、構造、操作法、適
用限界及び情報の特性等

4 機器分析法 70

試料の前処理、クロマトグ
ラフィー、分光分析、Ｘ線
分析、赤外線吸収分析、核
磁気共鳴スペクトル分析、
質量分析等の機器分析装置
の原理、構造、操作法、適
用限界及び情報の特性等

5 環境化学 110

環境汚染、公害の経過及び
現状汚染源及び汚染機構、
汚染の影響、汚染防止とそ
の対策、水質測定技術、汚
水処理技術、有害物質処理
技術、大気測定技術、燃
焼・ばい煙防止技術、大気
汚染関係有害物質処理技術

5 環境化学 110

環境汚染、公害の経過及び
現状汚染源及び汚染機構、
汚染の影響、汚染防止とそ
の対策、水質測定技術、汚
水処理技術、有害物質処理
技術、大気測定技術、燃
焼・ばい煙防止技術、大気
汚染関係有害物質処理技術

395 395

1 生物学実験 70

顕微鏡、プランクトンの採
集と観察、細菌学的試験
法、生物検定法、生物学的
水質調査、大腸菌群の検索
と分類

1 生物学実験 70

顕微鏡、プランクトンの採
集と観察、細菌学的試験
法、生物検定法、生物学的
水質調査、大腸菌群の検索
と分類

2 有機化学応用実習 35
付加反応、縮合反応、酸化
還元反応、エステル化反応

2 有機化学応用実習 35
付加反応、縮合反応、酸化
還元反応、エステル化反応

3 機器分析実習 140
電気化学的分析、可視紫外
吸光光度分析、電子吸光光
度分析、Ｘ線分析

3 機器分析実習 140
電気化学的分析、可視紫外
吸光光度分析、電子吸光光
度分析、Ｘ線分析

4 水質工学実験 110

水質測定法の基礎、採水及
び試料の採取、生活環境項
目の測定、有害物質の測
定、底質の測定、生物学的
汚水処理、重金属含有排水
の処理

4 水質工学実験 110

水質測定法の基礎、採水及
び試料の採取、生活環境項
目の測定、有害物質の測
定、底質の測定、生物学的
汚水処理、重金属含有排水
の処理

5 大気工学実験 110

排ガス分析、大気中の成分
分析、大気中の有害物質の
測定、大気汚染防止技術、
作業環境測定の概要、標準
ガス調整法、ガスサンプリ
ング法、分析法、データの
統計的処理法

5 大気工学実験 110

排ガス分析、大気中の成分
分析、大気中の有害物質の
測定、大気汚染防止技術、
作業環境測定の概要、標準
ガス調整法、ガスサンプリ
ング法、分析法、データの
統計的処理法

465 465

専
攻
実
技

専
攻
学
科

専
攻
学
科

専攻学科合計

専
攻
実
技

専攻実技合計

専攻学科合計

専攻実技合計
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訓練
時間

教科の細目
訓練
時間

教科の細目
基礎研究会における
変更・改正の理由

専門調査員会における
指摘事項

1 物理化学 35

原子構造と化学結合、気
体・液体・個体、溶液、多
相平衡、熱化学、電解質溶
液、電池の起電力、化学反
応速度、コロイド・高分
子、熱力学、化学平衡

1 物理化学 35

原子構造と化学結合、気
体・液体・個体、溶液、多
相平衡、熱化学、電解質溶
液、電池の起電力、化学反
応速度、コロイド・高分
子、熱力学、化学平衡

2 無機化学 35

原子の構造と周期律、化学
結合水素・不活性ガス、ハ
ロゲン、酸素・窒素族、炭
素・ケイ素・ホウ素、アル
カリ・アルカリ土類金属、
亜鉛・カドミウム・水銀、
遷移元素の通性、原子核化
学

2 無機化学 35

原子の構造と周期律、化学
結合水素・不活性ガス、ハ
ロゲン、酸素・窒素族、炭
素・ケイ素・ホウ素、アル
カリ・アルカリ土類金属、
亜鉛・カドミウム・水銀、
遷移元素の通性、原子核化
学

3 有機化学 35

有機化学の基礎概念、脂肪
族炭化水素、芳香族炭化水
素、立体化学、官能基の化
学、天然物有機化学

3 有機化学 35

有機化学の基礎概念、脂肪
族炭化水素、芳香族炭化水
素、立体化学、官能基の化
学、天然物有機化学

4 分析化学 70
定性分析、重量分析、容量
分析、電気化学的分析

4 分析化学 70
定性分析、重量分析、容量
分析、電気化学的分析

5 工業化学 110

化学工学の基礎、流動、伝
熱、蒸発、蒸留、酸・アル
カリ工業、人造肥料工業、
工業電気化学、金属工業化
学、無機材料化学、化学と
技術、エネルギーと資源、
有機工業化学各論、高分子
工業化学各論

5 工業化学 110

化学工学の基礎、流動、伝
熱、蒸発、蒸留、酸・アル
カリ工業、人造肥料工業、
化学肥料工業、工業電気化
学、金属工業化学、無機材
料化学、化学と技術、エネ
ルギーと資源、有機工業化
学各論、高分子工業化学各
論

理由：今日では、人造
肥料工業よりも化学肥
料工業が一般的である
ため。

6 生産工学 35
生産工学の概要、作業研
究、品質管理、工程管理、
資材管理、設備管理

6 生産工学 35
生産工学の概要、作業研
究、品質管理、工程管理、
資材管理、設備管理

7 安全衛生工学 35

安全の原則と安全工学、安
全衛生運動の歴史、産業災
害の種類と基本対策、労働
災害（労働傷害、職業病）
の原因と対策、労働環境条
件、影響と基本対策、安全
衛生法規及び規格、安全衛
生管理

7 安全衛生工学 35

安全の原則と安全工学、安
全衛生運動の歴史、産業災
害の種類と基本対策、労働
災害（労働傷害、職業病）
の原因と対策、労働環境条
件、影響と基本対策、安全
衛生法規及び規格、安全衛
生管理

8 関連法規 35

公害対策基本法、大気汚染
防止法、水質汚濁防止法、
特定工場における公害防止
組織の整備に関する法律、
計量関係法規、毒物劇物取
締法、危険物取扱法

8 関連法規 35

公害対策基本法、環境基本
法、大気汚染防止法、水質
汚濁防止法、土壌汚染対策
法、悪臭防止法、特定工場
における公害防止組織の整
備に関する法律、計量関係
法規、毒物劇物取締法、毒
物及び劇物取締法、危険物
取扱法、消防法

理由：公害対策基本法
は、1993年環境基本法
施行に伴い統合・廃止
されたため、環境基本
法を記載。化学物質関
連法規の中で公害防止
の観点から、大気汚染
防止法及び水質汚濁防
止法の他、土壌汚染対
策法と悪臭防止法は代
表的な法規である。ま
た、毒物及び劇物取締
法は正式名称で記載。
危険物取扱法とは具体
的には消防法のことを
意味するため。

390 390

1 物理化学実験 35

電導度の測定、粘度の測
定、緩衡溶液とｐＨの測
定、温度計の検定、屈折率
の測定、中和熱の測定、液
体の比重の測定、分子量の
測定、液体表面張力の測定

1 物理化学実験 35

電導度の測定、粘度の測
定、緩衡溶液とｐＨの測
定、温度計の検定、屈折率
の測定、中和熱の測定、液
体の比重の測定、分子量の
測定、液体表面張力の測定

2 無機化学実験 35

結晶の作り方、固体の溶解
度の測定、硫安の製造、炭
酸水素ナリウムの合成、金
属の腐食と局部電池起電
力、金属の不動態化、反応
速度の測定

2 無機化学実験 35

結晶の作り方、固体の溶解
度の測定、硫安、硫酸アン
モニウムの製造、炭酸水素
ナリウムの合成、金属の腐
食と局部電池起電力、金属
の不動態化、反応速度の測
定

理由：硫安を正式名称
の硫酸アンモニウムで
記載。

3 有機化学実験 35
有機化合物の分離と精製、
官能基の定性的確認法

3 有機化学実験 35
有機化合物の分離と精製、
官能基の定性的確認法、融
点測定

理由：有機化合物の確
認法として、一般的な
方法の融点測定を追
加。

4 分析化学実験 75

陽イオンの分離・検出、系
統的分離・検出、未知試料
の分析、重量分析、容量分
析

4 分析化学実験 75

陽イオンの分離・検出、系
統的分離・検出、未知試料
の分析、重量分析、容量分
析

5 基礎工学実験 35

長さの測定、ヤング率の測
定、温度の測定、音の測
定、電磁波の測定、電圧・
電流の測定、オシロスコー
プの使い方

5 基礎工学実験 35

長さの測定、ヤング率の測
定、温度の測定、音の測
定、電磁波の測定、電圧・
電流の測定、オシロスコー
プの使い方

6 情報処理実習 35

電算機の歴史、電算機ハー
ドウェア概論、電算機のソ
フトウェア概論、計算機言
語使用の概略とその特徴、
プログラミング作法、端末
機含むホスト機の利用方
法、特定の言語を用いての
プログラミング演習と言語
教育

6 情報処理実習 35

電算機の歴史、電算機ハー
ドウェア概論、電算機のソ
フトウェア概論、計算機言
語使用の概略とその特徴、
プログラミング作法、端末
機含むホスト機の利用方
法、特定の言語を用いての
プログラミング演習と言語
教育、パソコンの基本操
作、周辺機器の取扱い、
ネットワークとインター
ネットの活用法、文書作成
ソフトの操作、表計算ソフ
トの操作、プレゼンテー
ションソフトの操作、化学
描画ソフトの操作

理由：今日の情報処理
実習に対応した一般的
な表現や実情にあった
内容に修正。

7 安全衛生作業法 35
機器、装置等の安全作業、
衛生作業、廃液処理の安全
作業、応急処置

7 安全衛生作業法 35
機器、装置等の安全作業、
衛生作業、廃液処理の安全
作業、応急処置

285 285
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※赤字は、削除。青字は、追加。
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調査研究報告書Ｎｏ．164 資料１

1 電気及び機械工学概論 35
電気回路、機械一般、半導
体、機械要素、電子回路、
工作機械、電気機器

1 電気及び機械工学概論 35
電気回路、機械一般、半導
体、機械要素、電子回路、
工作機械、電気機器

2 生物化学 70

生物学、微生物学、食品化
学、糖類、アミノ酸、有機
酸、代謝、遺伝、核酸、酵
素、バイオテクノロジー、
細胞融合遺伝子組替え

2 生物化学 70

生物学、微生物学、食品化
学、糖類、アミノ酸、有機
酸、代謝、遺伝、核酸、酵
素、バイオテクノロジー、
細胞融合遺伝子組替え

3 素材分析 35

試料の前処理、分析用試料
の作成、分光分析、Ｘ線分
析、クロマトグラフィー、
質量分析、熱分析、表面分
析、結果の評価

3 素材分析 35

試料の前処理、分析用試料
の作成、分光分析、Ｘ線分
析、クロマトグラフィー、
質量分析、熱分析、表面分
析、結果の評価

4 産業化学 150

電気化学の基礎、電解質溶
液、電極電位、電極反応、
応用電気化学、コロイドと
界面、コロイド分散系、界
面現象、薄膜、気体コロイ
ド、ゾル、ゲル、ゼリー、
界面電気現象、金属及び合
金、セラミックス、高分
子、機能性複合材料、表面
改質技術、機能評価法

4 産業化学 150

電気化学の基礎、電解質溶
液、電極電位、電極反応、
応用電気化学、コロイドと
界面、コロイド分散系、界
面現象、薄膜、気体コロイ
ド、ゾル、ゲル、ゼリー、
界面電気現象、金属及び合
金、セラミックス、高分
子、機能性複合材料、表面
改質技術、機能評価法

5 化学工学 70
流体輸送、熱交換器、精留
塔、吸収塔、物質収支、エ
ネルギー収支、移動速度

5 化学工学 70
流体輸送、熱交換器、精留
塔、吸収塔、物質収支、エ
ネルギー収支、移動速度

6 計測・制御工学 35

計測機器、センサー、計装
図、コントロールバブル、
ＰＩD制御、化学反応制
御、プロセス制御

6 計測・制御工学 35

計測機器、センサー、計装
図、コントロールバブル、
ＰＩD制御、化学反応制
御、プロセス制御

395 395

1 生物化学実験 35

アミノ酸、糖類、有機物の
ペーパー・薄膜クロマト分
析、微生物実験、一般細
菌、耐熱性菌、大腸菌群等
の測定、植物のカルス培養

1 生物化学実験 35

アミノ酸、糖類、有機物の
ペーパー・薄膜クロマト分
析、微生物実験、一般細
菌、耐熱性菌、大腸菌群等
の測定、植物のカルス培養

2 素材分析実習 70

試料の前処理、分光分析、
クロマトグラフィー、質量
分析、熱分析、Ｘ線分析、
表面分析、結果の評価

2 素材分析実習 70

試料の前処理、分光分析、
クロマトグラフィー、質量
分析、熱分析、Ｘ線分析、
表面分析、結果の評価

3 工業化学実験 110

酸・塩基、酸化・還元、電
気分解、ハロゲン、金属、
錯体、結晶析出、昇華、凝
集、吸着、抽出、有機合成
単位操作、合成実験、分
離・精製実験、有機薬品製
造実験、水の分析、油脂の
分析、食品の分析、肥料の
分析、合金の分析、医療品
の分析

3 工業化学実験 110

酸・塩基、酸化・還元、電
気分解、ハロゲン、金属、
錯体、結晶析出、昇華、凝
集、吸着、抽出、有機合成
単位操作、合成実験、分
離・精製実験、有機薬品製
造実験、水の分析、油脂の
分析、食品の分析、肥料の
分析、合金の分析、医療品
の分析

4 産業化学実験 145

ファラデーの法則、溶液の
抵抗導電率、電極電位、分
解電圧、イオンの輸率、表
面張力、粘度、粒子の表面
積ゾルの調整と精製、分散
と凝集粒子の電荷、物質の
分離、浸透圧、熱電対によ
る温度測定、溶融点の測
定、磁性材料の作製、薄膜
の形成（乾式法）、金属膜
の形成（湿式法）、七宝実
験、セラミックス、熱分
析、材料の特性試験

4 産業化学実験 145

ファラデーの法則、溶液の
抵抗導電率、電極電位、分
解電圧、イオンの輸率、表
面張力、粘度、粒子の表面
積ゾルの調整と精製、分散
と凝集粒子の電荷、物質の
分離、浸透圧、熱電対によ
る温度測定、溶融点の測
定、磁性材料の作製、薄膜
の形成（乾式法）、金属膜
の形成（湿式法）、七宝実
験、セラミックス、熱分
析、材料の特性試験

理由：釉薬の色と焼成
温度の依存性や金属イ
オンの種類と色の問題
は、化学実験分野にお
ける化学反応式と直接
的な関係ではあるが、
教科の細目に必ずしも
入れておかなくてもよ
いため。）

5 化学工学実験 70

流体実験、伝熱実験、吸着
実験、蒸留実験、熱交換器
の運転実習、反応装置の運
転実習

5 化学工学実験 70

流体実験、伝熱実験、吸着
実験、蒸留実験、熱交換器
の運転実習、反応装置の運
転実習

6 制御工学実験 35

水温の計測実験、水温のＰ
ＩＤ制御実験、コンピュー
タによる計測・制御実験、
モデルプラントのコン
ピュータ制御

6 制御工学実験 35

水温の計測実験、水温のＰ
ＩＤ制御実験、コンピュー
タによる計測・制御実験、
モデルプラントのコン
ピュータ制御

465 465
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調査研究報告書Ｎｏ．164 資料１

1 電気及び機械工学概論 35
電気回路、機械一般、半導
体、機械要素、電子回路、
工作機械、電気機器

1 電気及び機械工学概論 35
電気回路、機械一般、半導
体、機械要素、電子回路、
工作機械、電気機器

2 生物化学 70

生物学、微生物学、食品化
学、糖類、アミノ酸、有機
酸、代謝、遺伝、核酸、酵
素、バイオテクノロジー、
細胞融合遺伝子組替え

2 生物化学 70

生物学、微生物学、食品化
学、糖類、アミノ酸、有機
酸、代謝、遺伝、核酸、酵
素、バイオテクノロジー、
細胞融合遺伝子組替え

3 素材分析 35

試料の前処理、分析用試料
の作成、分光分析、Ｘ線分
析、クロマトグラフィー、
質量分析、熱分析、表面分
析、結果の評価

3 素材分析 35

試料の前処理、分析用試料
の作成、分光分析、Ｘ線分
析、クロマトグラフィー、
質量分析、熱分析、表面分
析、結果の評価

4 産業化学 150

電気化学の基礎、電解質溶
液、電極電位、電極反応、
応用電気化学、コロイドと
界面、コロイド分散系、界
面現象、薄膜、気体コロイ
ド、ゾル、ゲル、ゼリー、
界面電気現象、金属及び合
金、セラミックス、高分
子、機能性複合材料、表面
改質技術、機能評価法

4 産業化学 150

電気化学の基礎、電解質溶
液、電極電位、電極反応、
応用電気化学、コロイドと
界面、コロイド分散系、界
面現象、薄膜、気体コロイ
ド、ゾル、ゲル、ゼリー、
界面電気現象、金属及び合
金、セラミックス、高分
子、機能性複合材料、表面
改質技術、機能評価法

5 化学工学 70
流体輸送、熱交換器、精留
塔、吸収塔、物質収支、エ
ネルギー収支、移動速度

5 化学工学 70
流体輸送、熱交換器、精留
塔、吸収塔、物質収支、エ
ネルギー収支、移動速度

6 計測・制御工学 35

計測機器、センサー、計装
図、コントロールバブル、
ＰＩD制御、化学反応制
御、プロセス制御

6 計測・制御工学 35

計測機器、センサー、計装
図、コントロールバブル、
ＰＩD制御、化学反応制
御、プロセス制御

395 395

1 生物化学実験 35

アミノ酸、糖類、有機物の
ペーパー・薄膜クロマト分
析、微生物実験、一般細
菌、耐熱性菌、大腸菌群等
の測定、植物のカルス培養

1 生物化学実験 35

アミノ酸、糖類、有機物の
ペーパー・薄膜クロマト分
析、微生物実験、一般細
菌、耐熱性菌、大腸菌群等
の測定、植物のカルス培養

2 素材分析実習 70

試料の前処理、分光分析、
クロマトグラフィー、質量
分析、熱分析、Ｘ線分析、
表面分析、結果の評価

2 素材分析実習 70

試料の前処理、分光分析、
クロマトグラフィー、質量
分析、熱分析、Ｘ線分析、
表面分析、結果の評価

3 工業化学実験 110

酸・塩基、酸化・還元、電
気分解、ハロゲン、金属、
錯体、結晶析出、昇華、凝
集、吸着、抽出、有機合成
単位操作、合成実験、分
離・精製実験、有機薬品製
造実験、水の分析、油脂の
分析、食品の分析、肥料の
分析、合金の分析、医療品
の分析

3 工業化学実験 110

酸・塩基、酸化・還元、電
気分解、ハロゲン、金属、
錯体、結晶析出、昇華、凝
集、吸着、抽出、有機合成
単位操作、合成実験、分
離・精製実験、有機薬品製
造実験、水の分析、油脂の
分析、食品の分析、肥料の
分析、合金の分析、医療品
の分析

4 産業化学実験 145

ファラデーの法則、溶液の
抵抗導電率、電極電位、分
解電圧、イオンの輸率、表
面張力、粘度、粒子の表面
積ゾルの調整と精製、分散
と凝集粒子の電荷、物質の
分離、浸透圧、熱電対によ
る温度測定、溶融点の測
定、磁性材料の作製、薄膜
の形成（乾式法）、金属膜
の形成（湿式法）、七宝実
験、セラミックス、熱分
析、材料の特性試験

4 産業化学実験 145

ファラデーの法則、溶液の
抵抗導電率、電極電位、分
解電圧、イオンの輸率、表
面張力、粘度、粒子の表面
積ゾルの調整と精製、分散
と凝集粒子の電荷、物質の
分離、浸透圧、熱電対によ
る温度測定、溶融点の測
定、磁性材料の作製、薄膜
の形成（乾式法）、金属膜
の形成（湿式法）、七宝実
験、セラミックス、熱分
析、材料の特性試験

理由：釉薬の色と焼成
温度の依存性や金属イ
オンの種類と色の問題
は、化学実験分野にお
ける化学反応式と直接
的な関係ではあるが、
教科の細目に必ずしも
入れておかなくてもよ
いため。）

5 化学工学実験 70

流体実験、伝熱実験、吸着
実験、蒸留実験、熱交換器
の運転実習、反応装置の運
転実習

5 化学工学実験 70

流体実験、伝熱実験、吸着
実験、蒸留実験、熱交換器
の運転実習、反応装置の運
転実習

6 制御工学実験 35

水温の計測実験、水温のＰ
ＩＤ制御実験、コンピュー
タによる計測・制御実験、
モデルプラントのコン
ピュータ制御

6 制御工学実験 35

水温の計測実験、水温のＰ
ＩＤ制御実験、コンピュー
タによる計測・制御実験、
モデルプラントのコン
ピュータ制御

465 465

専
攻
学
科

専攻学科合計

専攻実技合計

専
攻
実
技

専
攻
学
科

専攻学科合計

専
攻
実
技

専攻実技合計
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訓練
時間

教科の細目
訓練
時間

教科の細目
基礎研究会における
変更・改正の理由

専門調査員会における
指摘事項

1 情報工学概論 35

コンピュータのハード・ソ
フトの基礎、情報理論の基
礎、情報の定量化、符号
化、伝送、コンピュータの
システム構成と入出カアー
キテクチャ、コンピュータ
のシステムの処理方法、
ファイルの種類とファイル
編成、オペレーティングシ
ステムの構成と機能

1 情報工学概論 35

コンピュータのハードウェ
ア、コンピュータの構成と
機能ハード・ソフトの基
礎、データ構造とアルゴリ
ズム、ファイルとデータ
ベース、コンピュータシス
テムの開発、ネットワー
ク、インターネット、セ
キュリティ管理情報理論の
基礎、情報の定量化、符号
化、伝送、コンピュータの
システム構成と入出カアー
キテクチャ、コンピュータ
のシステムの処理方法、
ファイルの種類とファイル
編成、オペレーティングシ
ステムの構成と機能

コンピュータシステム
の進歩に合わせて改
変、インターネット、
セキュリティを追加

2 基礎化学 70

物質の状態、溶液、化学反
応、化学結合、原子核、化
学量論、気体、化学平衡、
溶液、電解質、原子、化学
結合

2 基礎化学 70

物質の状態、溶液、化学反
応、化学結合、原子核、化
学量論、気体、化学平衡、
溶液、電解質、原子、化学
結合

「原子核」の説明は、
後の「原子」で説明さ
れる。

3 基礎物理学 110

質点の力学、質点系の力
学、剛体の力学、解析力
学、静電場、電流と磁場、
電磁誘導マックスウエルの
方程式と電磁波、古典電磁
気論と特殊相対論、粒子の
波動性と波動の粒子性、量
子力学の基礎

3 基礎物理学 110

質点の力学、質点系の力
学、剛体の力学、解析力
学、静電場、電流と磁場、
電磁誘導マックスウエルの
方程式と電磁波、古典電磁
気学と特殊相対論粒子の波
動性と波動の粒子性、相対
性理論、量子力学の基礎

一般的な相対性理論と
し位置を変えた

4 物理化学 35

熱力学の基本法則、自由エ
ネルギーと化学平衡、気体
の性質、反応速度の機構、
原子の構造、分子の構造と
化学結合

4 物理化学 35

熱力学の基本法則、自由エ
ネルギーと化学平衡、気体
の性質、反応速度の機構、
原子の構造、分子の構造と
化学結合

5 材料工学 35

原子の結合と電子のふるま
い、結晶構造と格子欠陥、
金属の変形と転位、金属の
破壊と強化機構、原子の拡
散と応用、焼重なましと回
復・再結晶、原子の析出と
時効硬化、材料開発と新案
材

5 材料工学 35

原子の結合と電子のふるま
い、結晶構造と格子欠陥、
金属の変形と・転位、・金
属の破壊と、金属材料の強
化機構、原子の拡散と応
用、焼重なましと回復・再
結晶、炭素鋼・ステンレス
鋼の組織と特性、原子の析
出と時効硬化、材料開発と
新案材

項目の整理と原子力で
特に必要な炭素鋼とス
テンレス鋼の特性を追
加

6 電子工学 35

電子素子の基礎、電子回路
の基礎、パルスとパルス整
形、放射線計測における電
子回路

6 電子工学 35

電子素子の基礎、電子回路
の基礎、パルスとパルス整
形、放射線計測における電
子回路、データ出力回路

情報網との連携が必要
なのでデータ出力を追
加

7 生産工学 35

生産工学の概要、エ程管
埋、作業研究、資材管理、
品質管理、設備管理、製品
管理、製造、検査、出荷

7 生産工学 35

生産工学の概要、エ程管
埋、作業研究、資材管理、
品質管理、設備管理、製品
管理、製造、検査、出荷

8 安全衛生工学 35
安全管埋、衛生管理、健康
管理及び環境管理

8 安全衛生工学 35
安全管埋、衛生管理、健康
管理及び環境管理

9 関係法規 35

原子力基本法、原子炉等規
制法、放射線障害防止法、
労働安全衛生法、作業環境
測定法、電離放射線障害防
止規則

9 関係法規 35

原子力基本法、原子炉等規
制法、放射線障害防止法、
労働安全衛生法、作業環境
測定法、電離放射線障害防
止規則

425 425

1 化学実験 50

化学実験の基本的留意事
項、各種試薬の調製、各族
陽イオンの定性分析、定量
分析、酸・塩素滴定、沈澱
滴定、酸化還元滴定、キ
レート滴定

1 化学実験 50

化学実験の基本的留意事
項、各種試薬の調製、各族
陽イオンの定性分析、定量
分析、酸・塩素滴定、沈澱
滴定、酸化還元滴定、キ
レート滴定

2 物理実験 65

長さ測定法、データ処理
法、シンクロスコープの使
用法、ヤング率の測定、落
体実験とアナコンによるシ
ミュレーション、電子ビー
ム偏向実験、軟Ⅹ線の実
験、光電管の実験、金属の
組識観察、金屑の電気化学
実験

2 物理実験 65

長さ測定法、データ処理
法、シンクロスコープの使
用法、ヤング率の測定、磁
束密度の測定、交流回路の
電力・力率の測定、気体・
液体の熱力学測定、振動実
験、落体実験とアナコンに
よるシミュレーション、電
子ビーム偏向実験、軟Ⅹ線
の実験、光電管の実験、金
属の組識観察、金屑の電気
化学実験

アナコンは現在使われ
ていない。原子炉関連
で必要な電力、熱力
学、振動を追加

3 情報処理実習 65

ＱＵＩＣＫ　BASICの概要と
起動、基本エディタ操作、
QUICK　ＢＡＳＩＣの文法、
グラフィックス、実用プロ
グラミング、FORTRAN文法、
FORTRAＮ応用（統計処理・
高次方程式・連立方程式・
数値積分・微分方程式・疑
似乱数の作成など）、C言語
の文法の慨要、C言語の関
数、C言語のプログラムの
型、ポインタと構造体

3 情報処理実習 65

ＱＵＩＣＫ　BASICの概要と
起動、基本エディタ操作、
QUICK　ＢＡＳＩＣの文法、
グラフィックス、実用プロ
グラミング、FORTRAN文法、
FORTRAＮ応用（統計処理・
高次方程式・連立方程式・
数値積分・微分方程式・疑
似乱数の作成など）、デー
タ処理、ファイル管理、C言
語の文法の慨要、C言語の関
数、C言語のプログラムの
型、ポインタと構造体、画
像処理、マイコンプログラ
ミング、マイコン処理、イ
ンターネット構築

現状に合わせて、変更
した。データ処理、
ファイル管理、画像処
理、マイコンプログラ
ミング、マイコン処
理、インターネット構
築を追加した

4 安全衛生作業法 35
機器、装置等の安全作彙、
衛生作業、応急処置

4 安全衛生作業法 35
安全作業、機器、装置等の
安全作彙取扱い、衛生作
業、応急処置

215 215

※赤字は、削除。青字は、追加。
緑字は事務局からの意見。

系
基
礎
実
技

訓練科

教科の細目

エネルギー技術系原子力科
（改定案）

系基礎実技合計

系基礎学科合計

系
基
礎
学
科

訓練科 エネルギー技術系原子力科（元）

教科の細目

系
基
礎
学
科

系基礎学科合計

系
基
礎
実
技

系基礎実技合計
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1 原子力工学 70

原子と原子核、原子核の崩
壊と放射性物質、放射線と
物質の相互作用、原子核反
応と原子炉、RＩと放射線の
利用、原子力発電、人体と
放射線、原子力と環境、放
射線に関する基礎、Ⅹ線の
発生とその性質、Ⅹ線の管
理、工業用Ⅹ線装置、Ⅹ線
の測定、Ⅹ線の生体に与え
る影響、関係法令、アイソ
トープの基礎、管理測定技
術、放射線障害

1 原子力工学 70

原子と原子核、原子核の崩
壊と放射性物質、放射線と
物質の相互作用、原子核反
応と原子炉、RＩと放射線の
利用、原子力発電、人体と
放射線、原子力と環境、放
射線に関する基礎、Ⅹ線の
発生とその性質、Ⅹ線の管
理、工業用Ⅹ線装置、Ⅹ線
の測定、Ⅹ線の生体に与え
る影響、関係法令、アイソ
トープの基礎、管理測定技
術、放射線障害

X線応用は原子力と言
うより工業または医療
に使われているもの、

2 原子炉工学 35

原子炉の形式と構造、中性
子の拡散と減速（原子炉理
論）、原子炉の動持性と制
御、原子炉内の熟伝達、原
子炉プラント各論

2 原子炉工学 35

原子炉の形式と構造、中性
子の拡散と減速（原子炉理
論）、原子炉の動持性と制
御、原子炉内の熟伝達熱特
性、原子炉の安全性プラン
ト各論、原子炉停止系・冷
却システム、廃炉工学

今後の原子力を考慮し
原子炉の安全性、原子
炉停止系・冷却システ
ム、廃炉工学を加えた

3 核燃料工学 35

エネルギー資原概説、ウラ
ン濃縮と軽水路燃料の製
造、燃料の照射挙動、被覆
管の照射挙動、原子炉材料
の腐食、照射損傷、核燃料
サイクルと燃料再処理、高
速炉・新型転換炉の燃料と
材料

3 核燃料工学 35

エネルギー資原概説、ウラ
ン濃縮と軽水路炉燃料の製
造、プルサーマル燃料、燃
料の照射挙動、被覆管の照
射挙動、原子炉材料の腐
食、照射損傷、核燃料サイ
クルと燃料再処理、高速
炉・新型転換炉の燃料と材
料、核燃料廃棄物処理

今後の原子力を考慮
し、プルサーマル燃
料、核燃料廃棄物処理
を追加

4 ラジオアイソトープ工 110

原子の構造、原子核の構
造、放射性元素、γ線、荷
電粒子（α、β）と物質と
の相互作用、放射性崩壊
（α、β、γ崩壊）、核反
応、核分裂、放射線の量と
単位、中性子と物質の相互
作用、放射線の単位、放射
線の性質・放射線源、線量
測定、反応機構、無機化合
物の反応、有機化合物の反
応、反応中間体、重合、高
分子照射効果、工業利用、
放射性壊変、天然の放射性
核種、人工放射性核種、放
射性核種の分離・精製、標
識化合物の合成放射能を利
用する分析法、RＩ利用の基
礎、放射線による非破壊検
査、放射線利用機器、RIの
理工学への利用、ＲⅠの医
学への利用、RＩの農業への
利用、放射線照射装置と工
業的利用技術

4 ラジオアイソトープ工110

原子の構造、原子核の構
造、放射性同位元素、γ
線、・荷電粒子（α、β）
と物質との相互作用、放射
性崩壊（α、β、γ崩
壊）、核反応、核分裂、放
射線の量と単位、中性子と
物質の相互作用、放射線の
単位、放射線の性質・放射
線源、線量測定、反応機
構、無機化合物の反応、有
機化合物の反応、反応中間
体、重合、高分子照射効
果、工業利用、放射性壊
変、天然の放射性核種、人
工放射性核種、放射性核種
の分離・精製、標識化合物
の合成放射能を利用する分
析法、RＩ利用の基礎、放射
線による非破壊検査、放射
線利用機器、RIの理工学へ
の利用、ＲⅠの医学への利
用、RＩの農業への利用、放
射線照射装置と工業的利用
技術

同じような内容がある
ので整理した

5 保健物理 70

緒論、放射線管理の基本理
念、放射線管理における線
量概念、放射線障害、放射
線誘発がんのリスク、遺伝
的影響のリスク、防護基
準、放射線生物学概論、原
子・放射線、線量とその測
定、放射線化学反応、細胞
小器官に対する作用、突然
変異の誘発、細胞に対する
作用、放射線感受性、生体
に対する作用、放射線障害
の変更、放射線の防護、放
射線による品質改良、放射
線による殺虫、放射線によ
る食品保存と殺菌、放射線
による治療

5 保健物理 70

健康管理、安全対策、機
械・電気安全対策、緒論、
放射線管理の基本理念、放
射線管理における線量概
念、放射線障害、放射線誘
発がんのリスク、遺伝的影
響のリスク、防護基準、放
射線生物学概論、原子・放
射線、線量とその測定、放
射線化学反応、細胞・小器
官に対する作用、突然変異
の誘発、細胞に対する作
用、放射線感受性、生体に
対する作用、放射線障害の
変更、放射線の防護、放射
線による品質改良、放射線
による殺虫、放射線による
食品保存と殺菌、放射線に
よる治療、

健康管理、安全対策、
機械・電気安全対策を
追加。「放射線による
品質改良、放射線によ
る殺虫、放射線による
食品保存と殺菌、放射
線による治療」は上記
の工業・医療への応用
です。放射線被ばく測
定法、放射線被ばく管
理を追加

6 原子力発電工学 35

エネルギーの需給、エネル
ギー源とエネルギー資源、
日本の原子力利用の歴史、
原子力発電の現状と将来、
原子力発電の安全性と環境
問題、原子力発電所、電原
問題と将来エネルギー

6 原子力発電工学 35

エネルギーの需給、エネル
ギー源とエネルギー資源、
日本の原子力利用の歴史、
原子力発電の現状と将来、
原子力発電の安全性と環境
問題、沸騰水型軽水炉、加
圧水型軽水炉、原子力発電
所の立地条件、電原源問題
と将来エネルギー

発電用原子炉の型式を
追加し、それぞれの機
能を理解してもらう。

7 放射線計測工学 35

放射線計測の基礎知識、放
射線検出器の原理、放射線
と放射能の測定、放射線エ
ネルギーの測定、放射線量
の測定、放射線計測技術、
放射線計測器の仕組み（構
成）データの処理法、放射
線（能）監視装置にみる放
射線計測、原子炉における
放射線計測

7 放射線計測工学 35

放射線計測の基礎知識、放
射線検出器の原理、放射線
と放射能の測定、放射線エ
ネルギーの測定、放射線量
の測定、放射線計測技術、
放射線計測器の仕組み（構
成）、データの処理法、放
射線（能）モニタリング監
視装置にみる放射線計測、
原子炉における放射線計測

同じような内容がある
ので整理した

専
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科

専
攻
学
科
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1 原子力工学 70

原子と原子核、原子核の崩
壊と放射性物質、放射線と
物質の相互作用、原子核反
応と原子炉、RＩと放射線の
利用、原子力発電、人体と
放射線、原子力と環境、放
射線に関する基礎、Ⅹ線の
発生とその性質、Ⅹ線の管
理、工業用Ⅹ線装置、Ⅹ線
の測定、Ⅹ線の生体に与え
る影響、関係法令、アイソ
トープの基礎、管理測定技
術、放射線障害

1 原子力工学 70

原子と原子核、原子核の崩
壊と放射性物質、放射線と
物質の相互作用、原子核反
応と原子炉、RＩと放射線の
利用、原子力発電、人体と
放射線、原子力と環境、放
射線に関する基礎、Ⅹ線の
発生とその性質、Ⅹ線の管
理、工業用Ⅹ線装置、Ⅹ線
の測定、Ⅹ線の生体に与え
る影響、関係法令、アイソ
トープの基礎、管理測定技
術、放射線障害

X線応用は原子力と言
うより工業または医療
に使われているもの、

2 原子炉工学 35

原子炉の形式と構造、中性
子の拡散と減速（原子炉理
論）、原子炉の動持性と制
御、原子炉内の熟伝達、原
子炉プラント各論

2 原子炉工学 35

原子炉の形式と構造、中性
子の拡散と減速（原子炉理
論）、原子炉の動持性と制
御、原子炉内の熟伝達熱特
性、原子炉の安全性プラン
ト各論、原子炉停止系・冷
却システム、廃炉工学

今後の原子力を考慮し
原子炉の安全性、原子
炉停止系・冷却システ
ム、廃炉工学を加えた

3 核燃料工学 35

エネルギー資原概説、ウラ
ン濃縮と軽水路燃料の製
造、燃料の照射挙動、被覆
管の照射挙動、原子炉材料
の腐食、照射損傷、核燃料
サイクルと燃料再処理、高
速炉・新型転換炉の燃料と
材料

3 核燃料工学 35

エネルギー資原概説、ウラ
ン濃縮と軽水路炉燃料の製
造、プルサーマル燃料、燃
料の照射挙動、被覆管の照
射挙動、原子炉材料の腐
食、照射損傷、核燃料サイ
クルと燃料再処理、高速
炉・新型転換炉の燃料と材
料、核燃料廃棄物処理

今後の原子力を考慮
し、プルサーマル燃
料、核燃料廃棄物処理
を追加

4 ラジオアイソトープ工 110

原子の構造、原子核の構
造、放射性元素、γ線、荷
電粒子（α、β）と物質と
の相互作用、放射性崩壊
（α、β、γ崩壊）、核反
応、核分裂、放射線の量と
単位、中性子と物質の相互
作用、放射線の単位、放射
線の性質・放射線源、線量
測定、反応機構、無機化合
物の反応、有機化合物の反
応、反応中間体、重合、高
分子照射効果、工業利用、
放射性壊変、天然の放射性
核種、人工放射性核種、放
射性核種の分離・精製、標
識化合物の合成放射能を利
用する分析法、RＩ利用の基
礎、放射線による非破壊検
査、放射線利用機器、RIの
理工学への利用、ＲⅠの医
学への利用、RＩの農業への
利用、放射線照射装置と工
業的利用技術

4 ラジオアイソトープ工110

原子の構造、原子核の構
造、放射性同位元素、γ
線、・荷電粒子（α、β）
と物質との相互作用、放射
性崩壊（α、β、γ崩
壊）、核反応、核分裂、放
射線の量と単位、中性子と
物質の相互作用、放射線の
単位、放射線の性質・放射
線源、線量測定、反応機
構、無機化合物の反応、有
機化合物の反応、反応中間
体、重合、高分子照射効
果、工業利用、放射性壊
変、天然の放射性核種、人
工放射性核種、放射性核種
の分離・精製、標識化合物
の合成放射能を利用する分
析法、RＩ利用の基礎、放射
線による非破壊検査、放射
線利用機器、RIの理工学へ
の利用、ＲⅠの医学への利
用、RＩの農業への利用、放
射線照射装置と工業的利用
技術

同じような内容がある
ので整理した

5 保健物理 70

緒論、放射線管理の基本理
念、放射線管理における線
量概念、放射線障害、放射
線誘発がんのリスク、遺伝
的影響のリスク、防護基
準、放射線生物学概論、原
子・放射線、線量とその測
定、放射線化学反応、細胞
小器官に対する作用、突然
変異の誘発、細胞に対する
作用、放射線感受性、生体
に対する作用、放射線障害
の変更、放射線の防護、放
射線による品質改良、放射
線による殺虫、放射線によ
る食品保存と殺菌、放射線
による治療

5 保健物理 70

健康管理、安全対策、機
械・電気安全対策、緒論、
放射線管理の基本理念、放
射線管理における線量概
念、放射線障害、放射線誘
発がんのリスク、遺伝的影
響のリスク、防護基準、放
射線生物学概論、原子・放
射線、線量とその測定、放
射線化学反応、細胞・小器
官に対する作用、突然変異
の誘発、細胞に対する作
用、放射線感受性、生体に
対する作用、放射線障害の
変更、放射線の防護、放射
線による品質改良、放射線
による殺虫、放射線による
食品保存と殺菌、放射線に
よる治療、

健康管理、安全対策、
機械・電気安全対策を
追加。「放射線による
品質改良、放射線によ
る殺虫、放射線による
食品保存と殺菌、放射
線による治療」は上記
の工業・医療への応用
です。放射線被ばく測
定法、放射線被ばく管
理を追加

6 原子力発電工学 35

エネルギーの需給、エネル
ギー源とエネルギー資源、
日本の原子力利用の歴史、
原子力発電の現状と将来、
原子力発電の安全性と環境
問題、原子力発電所、電原
問題と将来エネルギー

6 原子力発電工学 35

エネルギーの需給、エネル
ギー源とエネルギー資源、
日本の原子力利用の歴史、
原子力発電の現状と将来、
原子力発電の安全性と環境
問題、沸騰水型軽水炉、加
圧水型軽水炉、原子力発電
所の立地条件、電原源問題
と将来エネルギー

発電用原子炉の型式を
追加し、それぞれの機
能を理解してもらう。

7 放射線計測工学 35

放射線計測の基礎知識、放
射線検出器の原理、放射線
と放射能の測定、放射線エ
ネルギーの測定、放射線量
の測定、放射線計測技術、
放射線計測器の仕組み（構
成）データの処理法、放射
線（能）監視装置にみる放
射線計測、原子炉における
放射線計測

7 放射線計測工学 35

放射線計測の基礎知識、放
射線検出器の原理、放射線
と放射能の測定、放射線エ
ネルギーの測定、放射線量
の測定、放射線計測技術、
放射線計測器の仕組み（構
成）、データの処理法、放
射線（能）モニタリング監
視装置にみる放射線計測、
原子炉における放射線計測

同じような内容がある
ので整理した
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科
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8 放射線管理工学 35

序論、基礎、放射線と被
爆、放射線の管理計測、放
射線の管理、信頼性概論、
信頼度関数と故障率、故障
の分布型、故障解析、信頼
性設計、保全設計、信頼性
試験、品質保証の体系と信
頼性管理、試料の採取（サ
ンプリング）、化学分析の
種類、滴定分析法、重量分
析法、分光分析法、クロマ
トグラフィー法

8 放射線管理工学 35

序論、基礎、放射線と被
爆、放射線防護、作業環境
の放射線計測、作業環境の
放射線計測と作業時間管
理、状況に合わせた放射線
防護対策、放射線の被曝管
理計測、放射線の被曝管
理、信頼性概論、信頼度関
数と故障率、故障の分布
型、故障解析、信頼性設
計、保全設計、信頼性試
験、品質保証の体系と信頼
性管理、室内ダスト及び床
からの試料の採取（サンプ
リング）、試料の放射線測
定と放射能レベル評価、理
化学分析の種類、滴定分析
法、重量分析法、分光分析
法、クロマトグラフィー法

信頼性概論、信頼度関
数と故障率、故障の分
布型、故障解析、信頼
性設計、保全設計、信
頼性試験、品質保証の
体系と信頼性管理は不
要、現実的な放射線管
理の項目を追加した。

425 425

1 放射線計測基礎実習 70

GM計数器の特性、放射線の
吸収（α、β、γ）、崩壊
と半減期、放射性崩壊と統
計、シンチレーション検出
器の特性

1 放射線計測基礎実習 70

GM計数器の特性、サーベイ
メータによる放射線の吸収
（α、β、γ）線の計測、
崩壊と半減期の測定、放射
性崩壊と統計処理（計測時
間とばらつき）、シンチ
レーション検出器によるエ
ネルギー測定の特性

サーベイメータの特性
が向上したので、基礎
実験に加えた。他は具
体的な実験内容にし
た。

2 放射線計測実習 110

Ge検出器によるγ線のエネ
ルギー測定と定量測定、Si
検出器によるα、β線のエ
ネルギー測定、同時計数法
による崩壊率の測定、4πガ
スフロー検出器による絶対
測定、標準電離箱によるγ
線の測定、B F3計数管によ
る中性子計測

2 放射線計測実習 110

Ge検出器によるγ線のエネ
ルギー測定とによる定量測
定、放射線物質の同定、Si
検出器によるα、β線のエ
ネルギー測定、同時計数法
による崩壊率の測定、4πガ
スフロー検出器による絶対
測定、標準電離箱によるγ
線の測定、B F3計数管中性
子サーベイメータによる中
性子計測、γ線透過非破壊
検査試験

現状の機器に合わせ
た。γ線透過非破壊検
査試験が技能照査にあ
るので追加した。

3 機器分析実習 110

可視・紫外吸光光度法、蛍
光光度法、原子吸光光度
法、ガスクロマトグラ
フィー、ポーラログラ
フィー、電位差滴定

3 機器分析実習 110

可視・紫外吸光光度法、蛍
光光度法、原子吸光光度
法、ガスクロマトグラ
フィー、ポーラログラ
フィー、電位差滴定

4 放射化学実験 70

放射平衡（99Mo－99ｍTc）溶
媒抽出（131I）、固体試料の
調製と測定（35Ｓ）、イオン
交換分離（59F e）、同位体
希釈法（59F e）、液シンの
試料調製と測定法（3H、
14C）、ECDの試料調製と測定

4 放射化学実験 70

放射平衡（99Mo－99ｍTc）溶
媒抽出（131I）、固体試料の
調製と測定（35Ｓ）、イオン
交換分離（59F e）、同位体
希釈法（59F e）、液シンの
試料調製と測定法（3H、
14C）、ECDの試料調製と測定

5 原子力システム実習 70
保健物理関係、環境測定関
係、放射線計測関係、原子
力材料関係

5 原子力システム実習 70

保健物理関係、環境測定関
係、放射線計測関係、原子
力材料関係フェールセーフ
回路実習、安全保護回路実
習、ベアリング点検実習、
非破壊検査実習
（UT,MT,PT)、金属組織観
察、ＣＡＤ設計

具体的にした。

6 放射線管理機器実習 70

α線用サーベイメータの点
検校正法、β線用サーベイ
メータの点検校正法、γ線
用サーベイメータの点検校
正法、中性子線用サーベイ
メータの点検校正法、個人
被爆線量計の点検校正法

6 放射線管理機器実習 70

α線用サーベイメータの点
検校正法、β線用サーベイ
メータの点検校正法、γ線
用サーベイメータの点検校
正法、中性子線用サーベイ
メータの点検校正法、個人
被爆線量計の点検校正法、
環境放射線モニタリング
データ管理

環境放射線モニタリン
グの実習を追加した。

7 原子力安全衛生実習 35

放射性同位元素等の使用許
可・届出申請、放射性障害
予防規定の作成・届出、放
射線取扱主任者選任届、使
用の廃止届、使用の廃止に
伴う処置の報告

7 原子力安全衛生実習 35

放射線防護実習、放射能汚
染の除去作業実習、高線量
下の作業管理実習、放射性
同位元素等の使用許可・届
出申請、放射性障害予防規
定の作成・届出、放射線取
扱主任者選任届、使用の廃
止届、使用の廃止に伴う処
置の報告

放射線防護実習、放射
能汚染の除去作業実
習、高線量下の作業管
理実習を追加した。

535 535
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訓練
時間

教科の細目
訓練
時間

教科の細目
基礎研究会における
変更・改正の理由

専門調査員会における
指摘事項

1 情報工学概論 35

コンピュータの歴史、基本
構成周辺機器、応用システ
ム、プログラムと言語、コ
ンピュータハード・ソフト
の基礎、情報理論の基礎

1 情報工学概論 35

コンピュータの歴史、基本
構成周辺機器、応用システ
ム、プログラムと言語、コ
ンピュータハード・ソフト
の基礎、情報理論の基礎

変更を認めず。（以下
同じ）

2 管理工学 35

システムの概念、システム
の分析、分析運用の手法ー
OR、システム管理と人間、
管理工学の実施例

2 管理工学 35

システムの概念、システム
の分析、分析運用の手法ー
OR、システム管理と人間、
管理工学の実施例

3 物流システム論 70

物流ネットワーク、物流管
理とロジステックス、企業
の物流技術と物流戦略、ト
ランスポーテーションとウ
エアハウジング、物流シス
テムと物流政策、物流の意
義と要素、流通機能と流通
活動、流通制度と流通チャ
ネル物流システム設計、流
通政策と法規制

3 物流システム論 70

物流ネットワーク、物流管
理とロジステックス、企業
の物流技術と物流戦略、ト
ランスポーテーションとウ
エアハウジング、物流シス
テムと物流政策、物流の意
義と要素、流通機能と流通
活動、流通制度と流通チャ
ネル物流システム設計、流
通政策と法規制

4 マーケティング論 35

マーケティングの概念、企
業経営とマーケティング、
価格決定と価格政策、マー
ケティング・リサーチと情
報システム、マーケティン
グ戦略

4 マーケティング論 35

マーケティングの概念、企
業経営とマーケティング、
価格決定と価格政策、マー
ケティング・リサーチと情
報システム、マーケティン
グ戦略

5 商品開発論 35

商品の概念、サービスの意
義と特性、売買適性、商品
分類、品質・商標並びに消
費者保護行政と関連法令

5 商品開発論 35

商品の概念、サービスの意
義と特性、売買適性、商品
分類、品質・商標並びに消
費者保護行政と関連法令

6 行動科学 35
人間の欲求構造、個人の行
動、経営組織における集団
力学、集団の成果算出機能

6 行動科学 35
人間の欲求構造、個人の行
動、経営組織における集団
力学、集団の成果算出機能

7 統計学 35
資料の整理、確率、確率変
数、確率分布、母数の推
定、仮設の検定

7 統計学 35
資料の整理、確率、確率変
数、確率分布、母数の推
定、仮設の検定

8 簿記論 70

簿記の基本原理、商品売買
とその記帳、勘定科目と決
算整理、帳簿組織、株式会
社会計

8 簿記論 70

簿記の基本原理、商品売買
とその記帳、勘定科目と決
算整理、帳簿組織、株式会
社会計

9 ソフトウェア論 35

現状分析と基本設計、シス
テム設計、プログラム設計
とプログラミング、テスト
とデバッグ、プログラム保
守

9 ソフトウェア論 35

現状分析と基本設計、シス
テム設計、プログラム設計
とプログラミング、テスト
とデバッグ、プログラム保
守

10 生産工学 35

工業と管理、経営計画、需
要予測、生産管理、作業管
理、資材管理、線形計画
法、スケジューリング、待
ち合わせ理論

10 生産工学 35

工業と管理、経営計画、需
要予測、生産管理、作業管
理、資材管理、線形計画
法、スケジューリング、待
ち合わせ理論

11 安全衛生工学 35

安全の基本原則、産業災害
の種類と諸統計、労働災害
の原因、労働環境条件の影
響及び対策、公害一般、環
境有害物と安全工学

11 安全衛生工学 35

安全の基本原則、産業災害
の種類と諸統計、労働災害
の原因、労働環境条件の影
響及び対策、公害一般、環
境有害物と安全工学

455 455

1 情報処理実習 125

COBOL言語の演習、入出力
処理、コントロールブレー
ク処理、テーブルの定義と
操作、データ処理、ファィ
ルの突き合わせ処理、オン
ラインデータベース処理

1 情報処理実習 125

COBOL言語の演習、入出力
処理、コントロールブレー
ク処理、テーブルの定義と
操作、データ処理、ファィ
ルの突き合わせ処理、オン
ラインデータベース処理

2 安全衛生作業法 15
VDT作業の安全衛生、環境
衛生の保持

2 安全衛生作業法 15
VDT作業の安全衛生、環境
衛生の保持

140 140

1 経営学 180

経営情報戦略の歴史、戦略
策定のプロセス、戦略的情
報システム、マーケット・
シェアの拡大戦略、低マー
ケット・シェア企業の戦
略、ポートフォリオ戦略資
源配分、計画、管理、現代
企業の生成と発展、企業目
標と経営戦略、企業行動の
社会的影響、トップマネー
ジメントの特色、多様化す
る経営組織、人材育成、戦
略経営、産業・経済、人
事・組織、金融財務、マー
ケティング、経営時事問題

1 経営学 180

経営情報戦略の歴史、戦略
策定のプロセス、戦略的情
報システム、マーケット・
シェアの拡大戦略、低マー
ケット・シェア企業の戦
略、ポートフォリオ戦略資
源配分、計画、管理、現代
企業の生成と発展、企業目
標と経営戦略、企業行動の
社会的影響、トップマネー
ジメントの特色、多様化す
る経営組織、人材育成、戦
略経営、産業・経済、人
事・組織、金融財務、マー
ケティング、経営時事問題

2 経営システム論 110

経営活動と情報システム、
経営情報システム、経営情
報の例、経営情報の開発、
経営と環境、社会的環境、
経済的環境、技術的環境、
国際的環境、経営意思決定
論、経営情報分析、経営情
報処理、ビジネスゲーム

2 経営システム論 110

経営活動と情報システム、
経営情報システム、経営情
報の例、経営情報の開発、
経営と環境、社会的環境、
経済的環境、技術的環境、
国際的環境、経営意思決定
論、経営情報分析、経営情
報処理、ビジネスゲーム

3 会計学 70
会計学の基礎、損益計算書
会計論、貸借対照表会計
論、特殊会計論、問題演習

3 会計学 70
会計学の基礎、損益計算書
会計論、貸借対照表会計
論、特殊会計論、問題演習

4 原価計算 35

原価計算の基礎知識、個別
原価計算、総合原価計算、
直接原価計算、原価計算の
応用、問題演習

4 原価計算 35

原価計算の基礎知識、個別
原価計算、総合原価計算、
直接原価計算、原価計算の
応用、問題演習

系基礎学科合計

系基礎実技合計

系
基
礎
学
科

系基礎学科合計

系
基
礎
実
技

系基礎実技合計

訓練科

教科の科目

系
基
礎
学
科

系
基
礎
実
技

専
攻
学
科

※赤字は、削除。青字は、追加。
緑字は事務局からの意見。

専
攻
学
科

ビジネス技術系
ビジネスマネジメント科(元）

訓練科
ビジネス技術系

ビジネスマネジメント科（改定
案）

教科の科目
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訓練
時間

教科の細目
訓練
時間

教科の細目
基礎研究会における
変更・改正の理由

専門調査員会における
指摘事項

1 情報工学概論 35

コンピュータの歴史、基本
構成周辺機器、応用システ
ム、プログラムと言語、コ
ンピュータハード・ソフト
の基礎、情報理論の基礎

1 情報工学概論 35

コンピュータの歴史、基本
構成周辺機器、応用システ
ム、プログラムと言語、コ
ンピュータハード・ソフト
の基礎、情報理論の基礎

変更を認めず。（以下
同じ）

2 管理工学 35

システムの概念、システム
の分析、分析運用の手法ー
OR、システム管理と人間、
管理工学の実施例

2 管理工学 35

システムの概念、システム
の分析、分析運用の手法ー
OR、システム管理と人間、
管理工学の実施例

3 物流システム論 70

物流ネットワーク、物流管
理とロジステックス、企業
の物流技術と物流戦略、ト
ランスポーテーションとウ
エアハウジング、物流シス
テムと物流政策、物流の意
義と要素、流通機能と流通
活動、流通制度と流通チャ
ネル物流システム設計、流
通政策と法規制

3 物流システム論 70

物流ネットワーク、物流管
理とロジステックス、企業
の物流技術と物流戦略、ト
ランスポーテーションとウ
エアハウジング、物流シス
テムと物流政策、物流の意
義と要素、流通機能と流通
活動、流通制度と流通チャ
ネル物流システム設計、流
通政策と法規制

4 マーケティング論 35

マーケティングの概念、企
業経営とマーケティング、
価格決定と価格政策、マー
ケティング・リサーチと情
報システム、マーケティン
グ戦略

4 マーケティング論 35

マーケティングの概念、企
業経営とマーケティング、
価格決定と価格政策、マー
ケティング・リサーチと情
報システム、マーケティン
グ戦略

5 商品開発論 35

商品の概念、サービスの意
義と特性、売買適性、商品
分類、品質・商標並びに消
費者保護行政と関連法令

5 商品開発論 35

商品の概念、サービスの意
義と特性、売買適性、商品
分類、品質・商標並びに消
費者保護行政と関連法令

6 行動科学 35
人間の欲求構造、個人の行
動、経営組織における集団
力学、集団の成果算出機能

6 行動科学 35
人間の欲求構造、個人の行
動、経営組織における集団
力学、集団の成果算出機能

7 統計学 35
資料の整理、確率、確率変
数、確率分布、母数の推
定、仮設の検定

7 統計学 35
資料の整理、確率、確率変
数、確率分布、母数の推
定、仮設の検定

8 簿記論 70

簿記の基本原理、商品売買
とその記帳、勘定科目と決
算整理、帳簿組織、株式会
社会計

8 簿記論 70

簿記の基本原理、商品売買
とその記帳、勘定科目と決
算整理、帳簿組織、株式会
社会計

9 ソフトウェア論 35

現状分析と基本設計、シス
テム設計、プログラム設計
とプログラミング、テスト
とデバッグ、プログラム保
守

9 ソフトウェア論 35

現状分析と基本設計、シス
テム設計、プログラム設計
とプログラミング、テスト
とデバッグ、プログラム保
守

10 生産工学 35

工業と管理、経営計画、需
要予測、生産管理、作業管
理、資材管理、線形計画
法、スケジューリング、待
ち合わせ理論

10 生産工学 35

工業と管理、経営計画、需
要予測、生産管理、作業管
理、資材管理、線形計画
法、スケジューリング、待
ち合わせ理論

11 安全衛生工学 35

安全の基本原則、産業災害
の種類と諸統計、労働災害
の原因、労働環境条件の影
響及び対策、公害一般、環
境有害物と安全工学

11 安全衛生工学 35

安全の基本原則、産業災害
の種類と諸統計、労働災害
の原因、労働環境条件の影
響及び対策、公害一般、環
境有害物と安全工学

455 455

1 情報処理実習 125

COBOL言語の演習、入出力
処理、コントロールブレー
ク処理、テーブルの定義と
操作、データ処理、ファィ
ルの突き合わせ処理、オン
ラインデータベース処理

1 情報処理実習 125

COBOL言語の演習、入出力
処理、コントロールブレー
ク処理、テーブルの定義と
操作、データ処理、ファィ
ルの突き合わせ処理、オン
ラインデータベース処理

2 安全衛生作業法 15
VDT作業の安全衛生、環境
衛生の保持

2 安全衛生作業法 15
VDT作業の安全衛生、環境
衛生の保持

140 140

1 経営学 180

経営情報戦略の歴史、戦略
策定のプロセス、戦略的情
報システム、マーケット・
シェアの拡大戦略、低マー
ケット・シェア企業の戦
略、ポートフォリオ戦略資
源配分、計画、管理、現代
企業の生成と発展、企業目
標と経営戦略、企業行動の
社会的影響、トップマネー
ジメントの特色、多様化す
る経営組織、人材育成、戦
略経営、産業・経済、人
事・組織、金融財務、マー
ケティング、経営時事問題

1 経営学 180

経営情報戦略の歴史、戦略
策定のプロセス、戦略的情
報システム、マーケット・
シェアの拡大戦略、低マー
ケット・シェア企業の戦
略、ポートフォリオ戦略資
源配分、計画、管理、現代
企業の生成と発展、企業目
標と経営戦略、企業行動の
社会的影響、トップマネー
ジメントの特色、多様化す
る経営組織、人材育成、戦
略経営、産業・経済、人
事・組織、金融財務、マー
ケティング、経営時事問題

2 経営システム論 110

経営活動と情報システム、
経営情報システム、経営情
報の例、経営情報の開発、
経営と環境、社会的環境、
経済的環境、技術的環境、
国際的環境、経営意思決定
論、経営情報分析、経営情
報処理、ビジネスゲーム

2 経営システム論 110

経営活動と情報システム、
経営情報システム、経営情
報の例、経営情報の開発、
経営と環境、社会的環境、
経済的環境、技術的環境、
国際的環境、経営意思決定
論、経営情報分析、経営情
報処理、ビジネスゲーム

3 会計学 70
会計学の基礎、損益計算書
会計論、貸借対照表会計
論、特殊会計論、問題演習

3 会計学 70
会計学の基礎、損益計算書
会計論、貸借対照表会計
論、特殊会計論、問題演習

4 原価計算 35

原価計算の基礎知識、個別
原価計算、総合原価計算、
直接原価計算、原価計算の
応用、問題演習

4 原価計算 35

原価計算の基礎知識、個別
原価計算、総合原価計算、
直接原価計算、原価計算の
応用、問題演習

系基礎学科合計

系基礎実技合計

系
基
礎
学
科

系基礎学科合計

系
基
礎
実
技

系基礎実技合計

訓練科

教科の科目

系
基
礎
学
科

系
基
礎
実
技

専
攻
学
科

※赤字は、削除。青字は、追加。
緑字は事務局からの意見。

専
攻
学
科

ビジネス技術系
ビジネスマネジメント科(元）

訓練科
ビジネス技術系

ビジネスマネジメント科（改定
案）

教科の科目
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5 OAシステム論 110

オフィスワークの姿、オ
フィスワークの効率化、オ
フィスワークの活性化、オ
フィスワークの創造化、事
例、バッチシステム、タイ
ムシェアリングシステム、
オンラインシステム、集中
処理環境でのシステム構
成、分散処理でのシステム
構成、新しいオフィスコ
ミュニケーションづくり、
業務再開発活動の推進例、
企業ビジョン例、新しい組
織構造の設計例、事例演習

5 OAシステム論 110

オフィスワークの姿、オ
フィスワークの効率化、オ
フィスワークの活性化、オ
フィスワークの創造化、事
例、バッチシステム、タイ
ムシェアリングシステム、
オンラインシステム、集中
処理環境でのシステム構
成、分散処理でのシステム
構成、新しいオフィスコ
ミュニケーションづくり、
業務再開発活動の推進例、
企業ビジョン例、新しい組
織構造の設計例、事例演習

6 オフィス環境論 35

OAを取り巻く社会的背景、
オフィスコミュニケーショ
ン、オフィスレイアウトと
情報化推進オフィスネット
ワークの構築、戦略的オ
フィスワーク

6 オフィス環境論 35

OAを取り巻く社会的背景、
オフィスコミュニケーショ
ン、オフィスレイアウトと
情報化推進オフィスネット
ワークの構築、戦略的オ
フィスワーク

540 540

1 OA実習 290

商品管理、顧客管理、販売
管理、在庫管理、財務・会
計、ワープロソフトの活
用、表計算ソフトの活用、
データベースソフトの活
用、プログラミング言語の
活用、ワープロ専用機によ
るビジネス文章の起案と作
成ネットワーク環境の概
要、ネットワーク環境にお
ける資源の共有、ネット
ワーク環境におけるデータ
通信、メールの伝送と受
信、他機種とのデータ交換

1 OA実習 290

商品管理、顧客管理、販売
管理、在庫管理、財務・会
計、ワープロソフトの活
用、表計算ソフトの活用、
データベースソフトの活
用、プログラミング言語の
活用、ワープロ専用機によ
るビジネス文章の起案と作
成ネットワーク環境の概
要、ネットワーク環境にお
ける資源の共有、ネット
ワーク環境におけるデータ
通信、メールの伝送と受
信、他機種とのデータ交換

2
オフィスコン
ピュータ実習

70

システム操作とOS、対話型
プログラミング、リレー
ショナル・データベース、
通信およびデータ管理機
能、アプリケーションプロ
グラム（給与・経理システ
ム）

2
オフィスコン
ピュータ実習

70

システム操作とOS、対話型
プログラミング、リレー
ショナル・データベース、
通信およびデータ管理機
能、アプリケーションプロ
グラム（給与・経理システ
ム）

3
ビジネス文書ド
キュメンテーショ

70
情報収集、整理、情報の編
集、文書化、文書化演習

3
ビジネス文書ド
キュメンテーショ

70
情報収集、整理、情報の編
集、文書化、文書化演習

4
ビジネス文書プレ
ゼンテーション

70

レポート形式とドキュメン
トレイアウト、ビジュア
ル・ドキュメント、データ
活用と図形処理、グラ
フィックス・プレゼンテー
ション、イベントプランニ
ングとプレゼンテーション
アプローチ

4
ビジネス文書プレ
ゼンテーション

70

レポート形式とドキュメン
トレイアウト、ビジュア
ル・ドキュメント、データ
活用と図形処理、グラ
フィックス・プレゼンテー
ション、イベントプランニ
ングとプレゼンテーション
アプローチ

500 500

専攻学科合計

専
攻
実
技

専攻学科合計

専
攻
実
技

専攻実技合計専攻実技合計
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訓練
時間

教科の細目
訓練
時間

教科の細目
基礎研究会における
変更・改正の理由

専門調査員会における
指摘事項

1 物流概論 35

物流の概念、物流の歴史、
物流の要素（機能）と活
動、夕ーミナルの物流、物
流マーケット、物流の形
態、物流管理とコスト管
理、在庫管理の方法、物流
と情報のシステム化

1 物流概論 35

物流・ロジスティクスの概
念、物流の歴史、物流の要
素（機能）と活動、夕ーミ
ナルの物流、物流マーケッ
ト、物流の形態、物流管理
とコスト管理、在庫管理の
方法、物流と情報のシステ
ム化物流を構成する諸活
動、企業における物流、物
流管理の意義と方法、物流
コスト管理、在庫管理、サ
プライチェーン管理、物流
の技術革新と規制緩和

現在の実情に見合った
内容に変更した

2 物流機械概論 35

物流機械の定義、物流機械
の歴史、物流機械の分類、
物流機械の横造、物流機械
の機能及び性能、物流機械
の取扱法、物流機械の材
料、機械要素、保守・安全
管理、港湾荷役運搬機器の
概要、機械要素、大型特殊
自動車、揚貨装置及び移動
式クレーンの構造・機能及
び取扱方法、クレーン等の
種類・型式・構造・機能・
安全装置及びプレーキ機
能、フォークリフトの走
行・荷役に関する装置の構
造及び取扱方法、原動機の
種類構造・構造及び機能、
油圧装置の構造及び機能

2 物流機械概論 35

機械の要素物流機械の定
義、物流機械の歴史、物流
機械の分類、物流機械の横
造・動作原理、物流機械の
機能及び性能、物流機械の
取扱方法、物流機械の材
料、機械要素、保守・安全
管理、港湾荷役運搬機器の
概要、機械要素、大型特殊
自動車、揚貨装置及び移動
式クレーンの構造・機能及
び取扱方法、クレーン等の
種類・型式・構造・機能・
安全装置及びプレーキ機
能、フォークリフトの走
行・荷役に関する装置の構
造及び取扱方法、原動機の
種類構造・構造及び機能、
油圧装置の構造及び機能

具体的な機器名を削除
し項目を整理した

3 電気工学概論 35

電気と抵抗、電力と電力
量、磁気と概念、電気と磁
界、電磁誘導、交流、交流
回路、三相交流、電気測定
器、測定器と測定法、変圧
器、直流電動機、交流電動
機、電気材料、電気応用

3 電気工学概論 35

電流、電圧と抵抗、電力と
電力量、磁気と概念、電気
と磁気界、電磁誘導、直流
と交流、交流回路、三相交
流、電気測定器、測定器と
測定法、変圧器、直流電動
機、交流電動機、電気材
料、電気応用機器

用語を見直し項目を整
理した

4 情報工学概論 70

記号化、集合、ベクトルと
行列・行列式、順列・組合
せ、確率、統計、微分、積
分、アルゴリズム記法、パ
ソコンによる統計処理、フ
ローチャートの作製法、プ
ログラムの作成手順、プロ
グラミングシステム、ファ
イルの編成法と処置方式、
オペレーティング・システ
ム、コンピュータの基本構
造、主記憶装置の役割と動
作原理、デー夕の表現、
CPUの仕組みと働き、プロ
グラムの実行の仕組み、入
出力チャンネルと入出力制
御装置、入出力装置の機能
と役割、補助記憶装置と大
容量記憶システムの役割と
仕組み、データ通信システ
ムと端末装置

4 情報工学概論 70

記号化、集合、ベクトルと
行列・行列式、順列・組合
せ、確率、統計、微分、積
分、アルゴリズム記法、パ
ソコンによる統計処理、フ
ローチャートの作製法、プ
ログラムの作成手順、プロ
グラミングシステム、ファ
イルの編成法と処置方式、
オペレーティング・システ
ム、コンピュータの基本構
造、主記憶装置の役割と動
作原理、デー夕の表現、CPU
の仕組みと働き、プログラ
ムの実行の仕組み、入出力
チャンネルと入出力制御装
置、入出力装置の機能と役
割、補助記憶装置と大容量
記憶システムの役割と仕組
み、データ通信システムと
端末装置ハードウェア、ソ
フトウェア、コンピュータ
の種類、コンピュータの基
本構成、論理演算、メモリ
の構成、命令実行サイク
ル、周辺装置、半導体素
子、デジタルとアナログ、
OS、アプリケーションソフ
ト、ネットワーク、知的財
産権、プログラミング言語

現状に即していないた
め、現在の技術に見合
う内容に変更した

5 輸送論 70

輸送の定義、輸送の歴史、
輪送の機能、輸送の役割、
輸送の範囲、輸送のシステ
ム化、輸送の形態、陸上輸
送、自動車輪送、鉄道輸
送、陸上輸送機器、海上輸
送、船舶輸送、海上輸送機
器、航空輸送、航空輸送機
器、輸送管埋、輸送基地、
国際複合一貫輪送、宅配
便、輸送情報、輸送関係法
令、コンテナリゼーショ
ン、コンテナ、海上輸送、
陸上輸送、国際複合輪送、
コンテナターミナル、コン
テナ貨物の種類・包装・積
付、コンテナのハンドリン
グ、危険物のコンテナ輸
送、コンテナ輸送と通関・
検疫、コンテナ輸送と貿
易・金融・保険、コンテナ
リース、フレイトフォー
ワーダ、コンテナ関係の国
際条約及び国際団体

5 輸送論 70

輸送の定義・種類と機能、
鉄道輸送の歴史、輪送の機
能、輸送の役割、輸送の範
囲、輸送のシステム化、輸
送の形態、陸上輸送、自動
車輪送、鉄道輸送、陸上輸
送機器、海上輸送、船舶輸
送、海上輸送機器、航空輸
送、輸送システム、ユニッ
トロード・システム、共同
輸送・配送システム、航空
輸送機器、輸送管埋、輸送
基地、国際複合一貫輪送、
コンテナ輸送、宅配便、関
係法令、輸送情報、輸送関
係法令、コンテナリゼー
ション、コンテナ、海上輸
送、陸上輸送、国際複合輪
送、コンテナターミナル、
コンテナ貨物の種類・包
装・積付、コンテナのハン
ドリング、危険物のコンテ
ナ輸送、コンテナ輸送と通
関・検疫、コンテナ輸送と
貿易・金融・保険、コンテ
ナリース、フレイトフォー
ワーダ、コンテナ関係の国
際条約及び国際団体

項目を整理してまとめ
た

※赤字は、削除。青字は、追加。
緑字は事務局からの意見。

訓練科

教科の科目

系
基
礎
学
科

物流システム系港湾流通科
（改定案）

訓練科 物流システム系港湾流通科（元）

教科の科目

系
基
礎
学
科
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訓練
時間

教科の細目
訓練
時間

教科の細目
基礎研究会における
変更・改正の理由

専門調査員会における
指摘事項

1 物流概論 35

物流の概念、物流の歴史、
物流の要素（機能）と活
動、夕ーミナルの物流、物
流マーケット、物流の形
態、物流管理とコスト管
理、在庫管理の方法、物流
と情報のシステム化

1 物流概論 35

物流・ロジスティクスの概
念、物流の歴史、物流の要
素（機能）と活動、夕ーミ
ナルの物流、物流マーケッ
ト、物流の形態、物流管理
とコスト管理、在庫管理の
方法、物流と情報のシステ
ム化物流を構成する諸活
動、企業における物流、物
流管理の意義と方法、物流
コスト管理、在庫管理、サ
プライチェーン管理、物流
の技術革新と規制緩和

現在の実情に見合った
内容に変更した

2 物流機械概論 35

物流機械の定義、物流機械
の歴史、物流機械の分類、
物流機械の横造、物流機械
の機能及び性能、物流機械
の取扱法、物流機械の材
料、機械要素、保守・安全
管理、港湾荷役運搬機器の
概要、機械要素、大型特殊
自動車、揚貨装置及び移動
式クレーンの構造・機能及
び取扱方法、クレーン等の
種類・型式・構造・機能・
安全装置及びプレーキ機
能、フォークリフトの走
行・荷役に関する装置の構
造及び取扱方法、原動機の
種類構造・構造及び機能、
油圧装置の構造及び機能

2 物流機械概論 35

機械の要素物流機械の定
義、物流機械の歴史、物流
機械の分類、物流機械の横
造・動作原理、物流機械の
機能及び性能、物流機械の
取扱方法、物流機械の材
料、機械要素、保守・安全
管理、港湾荷役運搬機器の
概要、機械要素、大型特殊
自動車、揚貨装置及び移動
式クレーンの構造・機能及
び取扱方法、クレーン等の
種類・型式・構造・機能・
安全装置及びプレーキ機
能、フォークリフトの走
行・荷役に関する装置の構
造及び取扱方法、原動機の
種類構造・構造及び機能、
油圧装置の構造及び機能

具体的な機器名を削除
し項目を整理した

3 電気工学概論 35

電気と抵抗、電力と電力
量、磁気と概念、電気と磁
界、電磁誘導、交流、交流
回路、三相交流、電気測定
器、測定器と測定法、変圧
器、直流電動機、交流電動
機、電気材料、電気応用

3 電気工学概論 35

電流、電圧と抵抗、電力と
電力量、磁気と概念、電気
と磁気界、電磁誘導、直流
と交流、交流回路、三相交
流、電気測定器、測定器と
測定法、変圧器、直流電動
機、交流電動機、電気材
料、電気応用機器

用語を見直し項目を整
理した

4 情報工学概論 70

記号化、集合、ベクトルと
行列・行列式、順列・組合
せ、確率、統計、微分、積
分、アルゴリズム記法、パ
ソコンによる統計処理、フ
ローチャートの作製法、プ
ログラムの作成手順、プロ
グラミングシステム、ファ
イルの編成法と処置方式、
オペレーティング・システ
ム、コンピュータの基本構
造、主記憶装置の役割と動
作原理、デー夕の表現、
CPUの仕組みと働き、プロ
グラムの実行の仕組み、入
出力チャンネルと入出力制
御装置、入出力装置の機能
と役割、補助記憶装置と大
容量記憶システムの役割と
仕組み、データ通信システ
ムと端末装置

4 情報工学概論 70

記号化、集合、ベクトルと
行列・行列式、順列・組合
せ、確率、統計、微分、積
分、アルゴリズム記法、パ
ソコンによる統計処理、フ
ローチャートの作製法、プ
ログラムの作成手順、プロ
グラミングシステム、ファ
イルの編成法と処置方式、
オペレーティング・システ
ム、コンピュータの基本構
造、主記憶装置の役割と動
作原理、デー夕の表現、CPU
の仕組みと働き、プログラ
ムの実行の仕組み、入出力
チャンネルと入出力制御装
置、入出力装置の機能と役
割、補助記憶装置と大容量
記憶システムの役割と仕組
み、データ通信システムと
端末装置ハードウェア、ソ
フトウェア、コンピュータ
の種類、コンピュータの基
本構成、論理演算、メモリ
の構成、命令実行サイク
ル、周辺装置、半導体素
子、デジタルとアナログ、
OS、アプリケーションソフ
ト、ネットワーク、知的財
産権、プログラミング言語

現状に即していないた
め、現在の技術に見合
う内容に変更した

5 輸送論 70

輸送の定義、輸送の歴史、
輪送の機能、輸送の役割、
輸送の範囲、輸送のシステ
ム化、輸送の形態、陸上輸
送、自動車輪送、鉄道輸
送、陸上輸送機器、海上輸
送、船舶輸送、海上輸送機
器、航空輸送、航空輸送機
器、輸送管埋、輸送基地、
国際複合一貫輪送、宅配
便、輸送情報、輸送関係法
令、コンテナリゼーショ
ン、コンテナ、海上輸送、
陸上輸送、国際複合輪送、
コンテナターミナル、コン
テナ貨物の種類・包装・積
付、コンテナのハンドリン
グ、危険物のコンテナ輸
送、コンテナ輸送と通関・
検疫、コンテナ輸送と貿
易・金融・保険、コンテナ
リース、フレイトフォー
ワーダ、コンテナ関係の国
際条約及び国際団体

5 輸送論 70

輸送の定義・種類と機能、
鉄道輸送の歴史、輪送の機
能、輸送の役割、輸送の範
囲、輸送のシステム化、輸
送の形態、陸上輸送、自動
車輪送、鉄道輸送、陸上輸
送機器、海上輸送、船舶輸
送、海上輸送機器、航空輸
送、輸送システム、ユニッ
トロード・システム、共同
輸送・配送システム、航空
輸送機器、輸送管埋、輸送
基地、国際複合一貫輪送、
コンテナ輸送、宅配便、関
係法令、輸送情報、輸送関
係法令、コンテナリゼー
ション、コンテナ、海上輸
送、陸上輸送、国際複合輪
送、コンテナターミナル、
コンテナ貨物の種類・包
装・積付、コンテナのハン
ドリング、危険物のコンテ
ナ輸送、コンテナ輸送と通
関・検疫、コンテナ輸送と
貿易・金融・保険、コンテ
ナリース、フレイトフォー
ワーダ、コンテナ関係の国
際条約及び国際団体

項目を整理してまとめ
た

※赤字は、削除。青字は、追加。
緑字は事務局からの意見。

訓練科

教科の科目

系
基
礎
学
科

物流システム系港湾流通科
（改定案）

訓練科 物流システム系港湾流通科（元）

教科の科目

系
基
礎
学
科

6 貿易論 35

貿易の基本的特徴、国際物
流と貿易、輸出手続きと書
類、輸入手続きと書類、通
関業務、貿易代金の決済、
輸出入契約書の作成、外国
為替の基礎

6 貿易論 35

貿易の基本的特徴、国際物
流と貿易、輸出手続きと書
類、輸入手続きと書類、通
関業務、貿易代金の決済、
輸出入契約書の作成、外国
為替の基礎貿易経済知識、
貿易と環境、マーケッテイ
ング、貿易の流れ、信用状
の実務、貿易書類と手続
き、貿易法務、外国為替、
貿易保険、通関知識、貿易
とクレーム

実務に即した内容に改
めた

7 生産工学 35

生産計画、工程管理、品質
管理、標準作業、原価管
理、工業法規・規格、信頼
性理論

7 生産工学 35

生産計画、工程管理、在庫
管理、品質管理、設備管
理、標準作業、原価管理、
工業法規・規格、信頼性理
論

必要とされる項目を追
加した

8 安全衛生工学 35

安全衛生規則、労働災害解
析・防止、安全基準、衛生
管理、労働環境、災害事
例、災害防止対策、標準作
業、安全点検、保護具、危
険予知

8 安全衛生工学 35

安全衛生規則、労働災害解
析・防止安全衛生法規、安
全の原理と意義、安全基
準、標準作業、衛生管理、
労働環境、災害事例、災害
防止対策、安全点検、保護
具、危険予知、

より適切と思われる用
語に変更した

9 関連法規 35

物流行政と関連法制度、物
流二法、貨物自動車運送事
業法、貨物運送取扱事業
法、港湾運送事業法と港湾
運送、港湾労働法、倉庫業
法、国際複合輸送と関係法
規

9 関連法規 35

物流行政と関連法制度、物
流三二法、貨物自動車運送
事業法、貨物運送取扱事業
法、港湾法、港湾運送事業
法と港湾運送、港湾労働
法、倉庫業法、国際複合輸
送と関係法規労働安全衛生
法

現在の実情に見合った
内容に変更した

385 385

1 基礎工学実験 60

応用力学実験、電気基礎実
験、電子基礎実験、内燃機
関性能実験、材料実験、物
理基礎実験

1 基礎工学実験 60

応用力学実験、電気基礎実
験、電子基礎実験、内燃機
関性能実験、材料実験、物
理基礎実験

変更なし

2
通関関連文書ド
キュメンテーショ
ン

35

タイピング練習、文字入
力・漢字変換、短文作成、
長文作成、各種編集機能、
表作・グラフの作成、ワ一
プロ検定模擬体験、荷渡指
図書（D／O）、カーゴボー
トノート、鑑定証明書、船
積指示書（S/O）、サーベ
イレポート、舶荷証券（B
／L）、コンテナ（B／
L）、輸出申告書、輸入申
告書

2
通関関連文書ド
キュメンテーショ
ン

35

タイピング練習、文字入
力・漢字変換、短文作成、
長文作成、各種編集機能、
表作・グラフの作成、ワ一
プロ検定模擬体験、荷渡指
図書（D／O）、カーゴボー
トノート、鑑定証明書、船
積指示書（S/O）、サーベイ
レポート、舶荷証券（B／
L）、コンテナ（B／L）、輸
出申告書、輸入申告書文書
作成の基礎、ビジネスレ
ターの作成、貿易関連書類
の作成方法及び技法

実務に即した内容に改
めた

3 物流機械運転実習 60

フォークリフト、ショベル
ローダー、．玉掛け、移動
式クレーン、クレーン、揚
貨装置

3 物流機械運転実習 60

フォークリフト、ショベル
ローダー、．玉掛け、移動
式クレーン、クレーン、揚
貨装置物流機械の基本運転
操作、応用運転操作及び保
守点検方法、安全管理

項目が機器の名称のみ
であったが、それらを
まとめて物流機械と改
め、機器の名称ではな
く実習の内容とした

4 物流機械実習 35

工具の取扱法、計測機器の
取扱法、物流機械の原理及
び構造、物流機械の分解・
組立・調整、物流機械の性
能試験、内燃機関・油圧装
置・空圧装置・冷凍装置等
の取扱法

4 物流機械実習 35

工具の取扱法、計測機器の
取扱法、物流機械の原理及
び構造、物流機械の分解・
組立・調整、物流機械の性
能試験、物流機械の種類と
役割、内燃機関・油圧装
置・空圧装置・冷凍装置等
の取扱法、各種機器との連
携方法

機器の取扱いを主とす
る内容に改めた

5 貿易実務実習 35

貿易実務の基礎、貿易書類
の作成、輸出申告書・輸入
申告書の作成、船積・陸揚
書類の作成、保税事務作業

5 貿易実務実習 35

貿易実務の基礎、貿易書類
の作成、通関書類の作成、
輸出申告書・輸入申告書の
作成、船積・陸揚書類の作
成、保税事務作業貨物事故
とクレーム実務

項目をまとめ、さらに
必要とされる項目を追
加した

6 情報処理実習 65

BASIC言語演習、図形処理
実習、数値計算演習、電子
計算機の基本的な構成、動
作原理

6 情報処理実習 65

BASIC言語演習、図形処理実
習、数値計算演習、電子計
算機の基本的な構成、動作
原理
コンピュータの基本操作、
OSの設定やカスタマイズ、
インターネットの利用、電
子メール、文書の作成と編
集、ファイル操作、周辺機
器の利用、VDT作業と安全衛
生

現在の実情に見合った
内容に変更するととも
に、実務に即した内容
とした

7 データ処理実習 35

パソコン及び周辺装置の基
本操作、MS－DOSの基礎知
識、MS－DOSの基本操作、
MS－DOSのコマンドの使用
法、エディタの使用法、
バッチファイルとバッチ処
理、システム環境の設定

7 データ処理実習 35

パソコン及び周辺装置の基
本操作、MS－DOSの基礎知
識、MS－DOSの基本操作、MS
－DOSのコマンドの使用法、
エディタの使用法、バッチ
ファイルとバッチ処理、シ
ステム環境の設定表計算ソ
フト、データの編集、数式
の利用、表の作成、関数、
データの集計・解析

現在の実情に見合った
内容に変更するととも
に、実務に即した内容
とした

8 システム実習 35

システム設計手順、位置付
け、プロセスフローチャー
ト、コード設計実習、入出
力設計実習、ファイル設計
実習、プロセス設計実習

8 システム実習 35

システム設計手順、位置付
け、プロセスフローチャー
ト、コード設計実習、入出
力設計実習、ファイル設計
実習、プロセス設計実習
ビジネスアプリケーション
ソフトの活用技法、ネット
ワークの利用、マルチメ
ディア、複数ソフト間の連
携

実務に即した内容とし
た

9 安全衛生作業法 35
安全作業、危険箇所の点
検、衛生作業、応急処置、
救急処置

9 安全衛生作業法 35
安全作業、危険箇所の点
検、衛生作業、応急処置、
救急処置

変更なし

395 395

系
基
礎
実
技

系基礎実技合計

系基礎学科合計系基礎学科合計

系
基
礎
実
技

系基礎実技合計
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1 港湾流通概論 110

港湾の概念、経済開発と港
湾、港湾の行政と管理運
営、港湾産業と港湾労勧の
構造、港湾業務の体系、現
代港湾の諸問題、港湾経営
管理の実態と諸問題（港運
業を含む）、欧米主要港の
実情等、船舶の構造、載貨
法及びコンテナ載貨法、船
舶の堪航性、船積み・陸揚
げ作業の安全確保

1 港湾流通概論 110

港湾の概念、港湾産業の概
要、港湾運送事業の概要経
済開発と港湾、港湾の行政
と管理運営、港湾産業と港
湾労勧の構造、港湾業務の
体系、港湾労勧の構造、港
湾行政、港湾政策、港湾の
管理運営現代港湾の諸問
題、港湾経営管理の実態と
諸問題（港運業を含む）、
欧米主要港の実情等、船舶
の構造、載貨法及びコンテ
ナ載貨法、船舶の堪航性、
船積み・陸揚げ作業の安全
確保

内容を見直し項目を整
理した
港湾に関する産業、行
政、管理運営について
広く取扱う内容に改め
た

2 物流論 35

国際物流の概要、国際貿易
と物流、国際物流の当事
者、国際物流と海上輸送、
定期船海運、不定期船海
運、外航海運企業の経営、
国際複合輸送の形態、国際
複合輸送とコンテナ輸送、
航空輸送とSEA＆AIR、ラン
ドブリッジ、国際物流と
フォーワーダ、フォーワー
ダの意義と機能、フォー
ワーダとNVOCC、国際物流
における荷主と物流業、国
際物流とターミナル、国際
複合輸送と運送証券

2 物流論 35

国際物流の概要、国際貿易
と国際物流、国際物流の当
事者と海運業、国際物流と
海上輸送、定期船海運と不
定期船海運、不定期船海
運、航空貨物輸送、外航海
運企業の経営、国際複合輸
送の形態、国際複合輸送、
とコンテナ輸送、航空輸送
とSEA＆AIR、ランドブリッ
ジ、国際物流とフォーワー
ダー業務、国際物流におけ
る荷主と物流業、フォー
ワーダの意義と機能、
フォーワーダとNVOCC、国際
物流における荷主と物流
業、国際物流とターミナ
ル、国際複合輸送と運送証
券コンテナ輸送の意義と歴
史、コンテナの種類と構
造、コンテナ貨物と取扱施
設、コンテナターミナル、
コンテナ貨物と通関、国際
複合輸送システム

内容を見直し項目を整
理した

3 交通論 35
港湾輸送・物流に関連した
交通、国際交通問題、港湾
における国際交通

3 交通論 35

港湾輸送・物流に関連した
交通、国際交通問題、港湾
における国際交通船舶の歴
史、船舶と海運市場、船舶
の種類、船体の一般構造、
各種専用船の構造、船舶の
運航と荷役、船社経営と国
際規則

内容を見直し、船舶を
中心に船舶の歴史、種
類、構造、船舶の運航
と荷役に関する内容に
改めた

4 荷役論 35

荷役一般の知識、玉掛作業
の知識、はい作業の知識、
各作業主任者の管理者とし
ての知識等

4 荷役論 35

荷役一般の知識、玉掛作業
の知識、はい作業の知識、
各作業主任者の管理者とし
ての知識等荷役の概念と役
割、荷役の分類、、各種専
用船（在来船、コンテナ
船、自動車専用船、重量物
船、タンカー）の荷役管
理、荷役作業の機械化・無
人化技術、荷役作業の安全

内容を見直し、一般的
な荷役管理の内容に変
更した

5 貨物論 35

デリックの段取りの方法、
ハッチの開閉、揚荷の準
備、揚荷役、貨物固定法、
作業関係事務等、貨物分
類、荷姿、包装、特殊貨
物、重量、容積、荷印、リ
マークユニット・ロード

5 貨物論 35

デリックの段取りの方法、
ハッチの開閉、揚荷の準
備、揚荷役、貨物固定法、
作業関係事務等、貨物の概
要、貨物の分類、荷姿、包
装、特殊貨物、重量、容
積、荷印、リマークユニッ
ト・ロード貨物の種類、貨
物輸送の流れと輸送機器、
貨物の安全管理

内容を見直し適切な項
目に変更した

6 物流機械工学 70

物流機械管理の概要、物流
機械の必要性、物流機械の
概要、物流道具と物流機
械、物流システムの管理、
物流機械の経済計算、物流
機械の経済管理、物流機械
の保有管理、物流機械の計
数管理、物流機械の安全管
理、物流機械の管理上の注
意事項、オペレータの労務
管理、オペレータの教育管
理、事故防止対策、力の合
成等、重量、重心及び物の
安定、物体の運動、摩擦、
速度及び加速度、荷重、応
力、材料の強さ

6 物流機械工学 70

物流機械管理の概要、物流
機械の必要性、物流機械の
概要、物流道具と物流機械
物流設備の管理、物流シス
テムの管理、物流機械の経
済計算、物流機械の経済管
理、物流機械の保有管理、
物流分析と改善手法、物流
機械の計数管理、物流機械
の安全管理、物流機械の管
理上の注意事項、オペレー
タの労務管理、オペレータ
の教育管理、事故防止対
策、力の合成等、重量、重
心及び物の安定、物体の運
動、摩擦、速度及び加速
度、荷重、応力、材料の強
さ

内容の整理してまとめ
た

7 情報工学 35

データベースのアーキテク
チャ、データ構造及び演算
子、埋め込みSQL、事例問
い合わせ（QS E）、高次の
正規化

7 情報工学 35

情報データ管理分析、関
数、計算機能、グラフ、
データベースのアーキテク
チャ、データ構造及び演算
子、埋め込みSQL、事例問い
合わせ（QS E）、高次の正
規化、フィルタ、ピボット
テーブル、マクロ

項目が現状に即してい
ないため、現在の技術
に見合う内容に変更し
た

8 情報通信システム 35

通信回路システムサーチの
概要、通信回路の種類、電
送制御手順、誤り方式、ト
ラヒック理論、ネットワー
クシステム

8 情報通信システム 35

通信回路システムサーチの
概要、通信回路の種類、電
送制御手順、誤り方式、ト
ラヒック理論、ネットワー
クシステム
ネットワークの基本概念、
OSI参照モデル、プロトコ
ル、ルーティング、Webの仕
組み、クライアントサーバ
方式、セキュリティ、暗号
化と認証

現在の実情に見合った
内容に変更した

390 390
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1 港湾流通概論 110

港湾の概念、経済開発と港
湾、港湾の行政と管理運
営、港湾産業と港湾労勧の
構造、港湾業務の体系、現
代港湾の諸問題、港湾経営
管理の実態と諸問題（港運
業を含む）、欧米主要港の
実情等、船舶の構造、載貨
法及びコンテナ載貨法、船
舶の堪航性、船積み・陸揚
げ作業の安全確保

1 港湾流通概論 110

港湾の概念、港湾産業の概
要、港湾運送事業の概要経
済開発と港湾、港湾の行政
と管理運営、港湾産業と港
湾労勧の構造、港湾業務の
体系、港湾労勧の構造、港
湾行政、港湾政策、港湾の
管理運営現代港湾の諸問
題、港湾経営管理の実態と
諸問題（港運業を含む）、
欧米主要港の実情等、船舶
の構造、載貨法及びコンテ
ナ載貨法、船舶の堪航性、
船積み・陸揚げ作業の安全
確保

内容を見直し項目を整
理した
港湾に関する産業、行
政、管理運営について
広く取扱う内容に改め
た

2 物流論 35

国際物流の概要、国際貿易
と物流、国際物流の当事
者、国際物流と海上輸送、
定期船海運、不定期船海
運、外航海運企業の経営、
国際複合輸送の形態、国際
複合輸送とコンテナ輸送、
航空輸送とSEA＆AIR、ラン
ドブリッジ、国際物流と
フォーワーダ、フォーワー
ダの意義と機能、フォー
ワーダとNVOCC、国際物流
における荷主と物流業、国
際物流とターミナル、国際
複合輸送と運送証券

2 物流論 35

国際物流の概要、国際貿易
と国際物流、国際物流の当
事者と海運業、国際物流と
海上輸送、定期船海運と不
定期船海運、不定期船海
運、航空貨物輸送、外航海
運企業の経営、国際複合輸
送の形態、国際複合輸送、
とコンテナ輸送、航空輸送
とSEA＆AIR、ランドブリッ
ジ、国際物流とフォーワー
ダー業務、国際物流におけ
る荷主と物流業、フォー
ワーダの意義と機能、
フォーワーダとNVOCC、国際
物流における荷主と物流
業、国際物流とターミナ
ル、国際複合輸送と運送証
券コンテナ輸送の意義と歴
史、コンテナの種類と構
造、コンテナ貨物と取扱施
設、コンテナターミナル、
コンテナ貨物と通関、国際
複合輸送システム

内容を見直し項目を整
理した

3 交通論 35
港湾輸送・物流に関連した
交通、国際交通問題、港湾
における国際交通

3 交通論 35

港湾輸送・物流に関連した
交通、国際交通問題、港湾
における国際交通船舶の歴
史、船舶と海運市場、船舶
の種類、船体の一般構造、
各種専用船の構造、船舶の
運航と荷役、船社経営と国
際規則

内容を見直し、船舶を
中心に船舶の歴史、種
類、構造、船舶の運航
と荷役に関する内容に
改めた

4 荷役論 35

荷役一般の知識、玉掛作業
の知識、はい作業の知識、
各作業主任者の管理者とし
ての知識等

4 荷役論 35

荷役一般の知識、玉掛作業
の知識、はい作業の知識、
各作業主任者の管理者とし
ての知識等荷役の概念と役
割、荷役の分類、、各種専
用船（在来船、コンテナ
船、自動車専用船、重量物
船、タンカー）の荷役管
理、荷役作業の機械化・無
人化技術、荷役作業の安全

内容を見直し、一般的
な荷役管理の内容に変
更した

5 貨物論 35

デリックの段取りの方法、
ハッチの開閉、揚荷の準
備、揚荷役、貨物固定法、
作業関係事務等、貨物分
類、荷姿、包装、特殊貨
物、重量、容積、荷印、リ
マークユニット・ロード

5 貨物論 35

デリックの段取りの方法、
ハッチの開閉、揚荷の準
備、揚荷役、貨物固定法、
作業関係事務等、貨物の概
要、貨物の分類、荷姿、包
装、特殊貨物、重量、容
積、荷印、リマークユニッ
ト・ロード貨物の種類、貨
物輸送の流れと輸送機器、
貨物の安全管理

内容を見直し適切な項
目に変更した

6 物流機械工学 70

物流機械管理の概要、物流
機械の必要性、物流機械の
概要、物流道具と物流機
械、物流システムの管理、
物流機械の経済計算、物流
機械の経済管理、物流機械
の保有管理、物流機械の計
数管理、物流機械の安全管
理、物流機械の管理上の注
意事項、オペレータの労務
管理、オペレータの教育管
理、事故防止対策、力の合
成等、重量、重心及び物の
安定、物体の運動、摩擦、
速度及び加速度、荷重、応
力、材料の強さ

6 物流機械工学 70

物流機械管理の概要、物流
機械の必要性、物流機械の
概要、物流道具と物流機械
物流設備の管理、物流シス
テムの管理、物流機械の経
済計算、物流機械の経済管
理、物流機械の保有管理、
物流分析と改善手法、物流
機械の計数管理、物流機械
の安全管理、物流機械の管
理上の注意事項、オペレー
タの労務管理、オペレータ
の教育管理、事故防止対
策、力の合成等、重量、重
心及び物の安定、物体の運
動、摩擦、速度及び加速
度、荷重、応力、材料の強
さ

内容の整理してまとめ
た

7 情報工学 35

データベースのアーキテク
チャ、データ構造及び演算
子、埋め込みSQL、事例問
い合わせ（QS E）、高次の
正規化

7 情報工学 35

情報データ管理分析、関
数、計算機能、グラフ、
データベースのアーキテク
チャ、データ構造及び演算
子、埋め込みSQL、事例問い
合わせ（QS E）、高次の正
規化、フィルタ、ピボット
テーブル、マクロ

項目が現状に即してい
ないため、現在の技術
に見合う内容に変更し
た

8 情報通信システム 35

通信回路システムサーチの
概要、通信回路の種類、電
送制御手順、誤り方式、ト
ラヒック理論、ネットワー
クシステム

8 情報通信システム 35

通信回路システムサーチの
概要、通信回路の種類、電
送制御手順、誤り方式、ト
ラヒック理論、ネットワー
クシステム
ネットワークの基本概念、
OSI参照モデル、プロトコ
ル、ルーティング、Webの仕
組み、クライアントサーバ
方式、セキュリティ、暗号
化と認証

現在の実情に見合った
内容に変更した

390 390

専
攻
学
科

専攻学科合計

専
攻
学
科

専攻学科合計

1 港湾流通実務実習 145

重量目測、重心判定、用具
の選定と使用法、掛け方と
吊り方等、合図の基本、合
図の準備、各種揚重機械に
対する合図、企業の戦略、
港湾企業の戦略

1 港湾流通実務実習 145

重量目測、重心判定、用具
の選定と使用法、掛け方と
吊り方等、合図の基本、合
図の準備、各種揚重機械に
対する合図、企業の戦略、
港湾企業の戦略港湾荷役機
械の実践的な運転方法、荷
役方法、保守・安全管理、
港湾荷役システム（コンテ
ナターミナルシミュレー
ション）の運用・管理技術

内容を見直し、港湾荷
役機械の運転と荷役方
法、港湾荷役システム
の運用に関する内容に
改めた

2 通関実務実習 35

輸出入関係法令の理解、通
関書類の作成要領、輸出通
関手続きの実務的技術、輸
入通関手続きの実務的技術

2 通関実務実習 35

輸出入関係法令の理解、通
関書類の作成要領、輸出通
関手続きの実務的技術、輸
入通関手続きの実務的技術

内容を整理してまとめ
た

3 ストウェージプラン作 35

概要、舶舶の構造と各部の
名称、港湾荷役の基礎、揚
荷の荷役計画、積荷の荷役
計画、コンテナ船の積荷計
画教科

3 ストウェージプラン作 35

ストウェージプラン概要、
舶舶の構造と各部の名称、
港湾荷役の基礎、揚荷の荷
役計画、積荷の荷役計画、
コンテナ船の積荷計画教科
在来貨物船の荷役計画、コ
ンテナ船の荷役計画

内容を整理してまとめ
た

4 電気機器実習 35
シーケンス制御回路（有接
点、無接点）、ワンボード
マイコンによる制御

4 電気機器実習 35

シーケンス制御回路（有接
点、無接点）、ワンボード
マイコンによる制御数値制
御装置によるシーケンス制
御、油圧・空気圧機器制
御、産業用ロボットのプロ
グラミング、無人搬送車の
プログラミング

シーケンス制御により
実用的な機器を制御す
る内容に改めた

5 流通情報処理実習 110

数値解析の基礎、誤差、ガ
ウスジョルダン法、数値微
分、シンプソンの公式、二
重積分、ニュートンラプソ
ン法、オイラー法、ルン
ゲークッタ法、プログラミ
ング言語、プログラム関発
ツールの操作、JOB制御文
の作成、数値計算実習、図
形処理実習

5 流通情報処理実習 110

数値解析の基礎、誤差、ガ
ウスジョルダン法、数値微
分、シンプソンの公式、二
重積分、ニュートンラプソ
ン法、オイラー法、ルン
ゲークッタ法、プログラミ
ング言語、プログラム関発
ツールの操作、JOB制御文の
作成、数値計算実習、図形
処理実習
Sea-NACCS、Air-NACCS、輸
出入コンテナ貨物の流れ、
輸出入航空貨物の流れ、業
務コード、輸出入貿易書
類、航空輸出入書類

実務に即した内容に改
めた

6 データ処理システム実 70
端末操作、エディタ使用
法、COBOLプログラミング
作成

6 データ処理システム実 70

端末操作、エディタ使用
法、COBOLプログラミング作
成
データベースの概念、デー
タベースの論理設計、デー
タベースの操作、SQL、正規
化、データベースプログラ
ミング、システムの構築

現在の実情に見合った
内容に変更するととも
に、実務に即した内容
とした

7 流通システム設計 70

ソフトウェア開発管理、
データベースの論理設計、
関係属性に基づく正規化、
テストデータ設計、プログ
ラムの合成及びデバッグ

7 流通システム設計 70

ソフトウェア開発管理、
データベースの論理設計、
関係属性に基づく正規化、
テストデータ設計、プログ
ラムの合成及びデバッグ
港湾と情報システム、シス
テム計画の流れと手順、シ
ミュレーションの活用方
法、導入効果と評価

現在の実情に見合った
内容に変更するととも
に、実務に即した内容
とした

500 500

専
攻
実
技

専攻実技合計

専
攻
実
技

専攻実技合計
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訓練
時間

教科の細目
訓練
時間

教科の細目
基礎研究会における
変更・改正の理由

専門調査員会における
指摘事項

1 物流概論 35

物流の概念、物流の歴史、
物流の要素（機能）と活
動、夕ーミナルの物流、物
流マーケット、物流の形
態、物流管理とコスト管
理、在庫管理の方法、物流
と情報のシステム化

1 物流概論 35

物流・ロジスティクスの概
念、物流の歴史、物流の要
素（機能）と活動、夕ーミ
ナルの物流、物流マーケッ
ト、物流の形態、物流管理
とコスト管理、在庫管理の
方法、物流と情報のシステ
ム化物流を構成する諸活
動、企業における物流、物
流管理の意義と方法、物流
コスト管理、在庫管理、サ
プライチェーン管理、物流
の技術革新と規制緩和

現在の実情に見合った
内容に変更した

2 物流機械概論 35

物流機械の定義、物流機械
の歴史、物流機械の分類、
物流機械の横造、物流機械
の機能及び性能、物流機械
の取扱法、物流機械の材
料、機械要素、保守・安全
管理、港湾荷役運搬機器の
概要、機械要素、大型特殊
自動車、揚貨装置及び移動
式クレーンの構造・機能及
び取扱方法、クレーン等の
種類・型式・構造・機能・
安全装置及びプレーキ機
能、フォークリフトの走
行・荷役に関する装置の構
造及び取扱方法、原動機の
種類構造・構造及び機能、
油圧装置の構造及び機能

2 物流機械概論 35

機械の要素物流機械の定
義、物流機械の歴史、物流
機械の分類、物流機械の横
造・動作原理、物流機械の
機能及び性能、物流機械の
取扱方法、物流機械の材
料、機械要素、保守・安全
管理、港湾荷役運搬機器の
概要、機械要素、大型特殊
自動車、揚貨装置及び移動
式クレーンの構造・機能及
び取扱方法、クレーン等の
種類・型式・構造・機能・
安全装置及びプレーキ機
能、フォークリフトの走
行・荷役に関する装置の構
造及び取扱方法、原動機の
種類構造・構造及び機能、
油圧装置の構造及び機能

具体的な機器名を削除
し項目を整理した

3 電気工学概論 35

電気と抵抗、電力と電力
量、磁気と概念、電気と磁
界、電磁誘導、交流、交流
回路、三相交流、電気測定
器、測定器と測定法、変圧
器、直流電動機、交流電動
機、電気材料、電気応用

3 電気工学概論 35

電流、電圧と抵抗、電力と
電力量、磁気と概念、電気
と磁気界、電磁誘導、直流
と交流、交流回路、三相交
流、電気測定器、測定器と
測定法、変圧器、直流電動
機、交流電動機、電気材
料、電気応用機器

用語を見直し項目を整
理した

4 情報工学概論 70

記号化、集合、ベクトルと
行列・行列式、順列・組合
せ、確率、統計、微分、積
分、アルゴリズム記法、パ
ソコンによる統計処理、フ
ローチャートの作製法、プ
ログラムの作成手順、プロ
グラミングシステム、ファ
イルの編成法と処置方式、
オペレーティング・システ
ム、コンピュータの基本構
造、主記憶装置の役割と動
作原理、デー夕の表現、
CPUの仕組みと働き、プロ
グラムの実行の仕組み、入
出力チャンネルと入出力制
御装置、入出力装置の機能
と役割、補助記憶装置と大
容量記憶システムの役割と
仕組み、データ通信システ
ムと端末装置

4 情報工学概論 70

記号化、集合、ベクトルと
行列・行列式、順列・組合
せ、確率、統計、微分、積
分、アルゴリズム記法、パ
ソコンによる統計処理、フ
ローチャートの作製法、プ
ログラムの作成手順、プロ
グラミングシステム、ファ
イルの編成法と処置方式、
オペレーティング・システ
ム、コンピュータの基本構
造、主記憶装置の役割と動
作原理、デー夕の表現、CPU
の仕組みと働き、プログラ
ムの実行の仕組み、入出力
チャンネルと入出力制御装
置、入出力装置の機能と役
割、補助記憶装置と大容量
記憶システムの役割と仕組
み、データ通信システムと
端末装置ハードウェア、ソ
フトウェア、コンピュータ
の種類、コンピュータの基
本構成、論理演算、メモリ
の構成、命令実行サイク
ル、周辺装置、半導体素
子、デジタルとアナログ、
OS、アプリケーションソフ
ト、ネットワーク、知的財
産権、プログラミング言語

現状に即していないた
め、現在の技術に見合
う内容に変更した

5 輸送論 70

輸送の定義、輸送の歴史、
輪送の機能、輸送の役割、
輸送の範囲、輸送のシステ
ム化、輸送の形態、陸上輸
送、自動車輪送、鉄道輸
送、陸上輸送機器、海上輸
送、船舶輸送、海上輸送機
器、航空輸送、航空輸送機
器、輸送管埋、輸送基地、
国際複合一貫輪送、宅配
便、輸送情報、輸送関係法
令、コンテナリゼーショ
ン、コンテナ、海上輸送、
陸上輸送、国際複合輪送、
コンテナターミナル、コン
テナ貨物の種類・包装・積
付、コンテナのハンドリン
グ、危険物のコンテナ輸
送、コンテナ輸送と通関・
検疫、コンテナ輸送と貿
易・金融・保険、コンテナ
リース、フレイトフォー
ワーダ、コンテナ関係の国
際条約及び国際団体

5 輸送論 70

輸送の定義・種類と機能、
鉄道輸送の歴史、輪送の機
能、輸送の役割、輸送の範
囲、輸送のシステム化、輸
送の形態、陸上輸送、自動
車輪送、鉄道輸送、陸上輸
送機器、海上輸送、船舶輸
送、海上輸送機器、航空輸
送、輸送システム、ユニッ
トロード・システム、共同
輸送・配送システム、航空
輸送機器、輸送管埋、輸送
基地、国際複合一貫輪送、
コンテナ輸送、宅配便、関
係法令、輸送情報、輸送関
係法令、コンテナリゼー
ション、コンテナ、海上輸
送、陸上輸送、国際複合輪
送、コンテナターミナル、
コンテナ貨物の種類・包
装・積付、コンテナのハン
ドリング、危険物のコンテ
ナ輸送、コンテナ輸送と通
関・検疫、コンテナ輸送と
貿易・金融・保険、コンテ
ナリース、フレイトフォー
ワーダ、コンテナ関係の国
際条約及び国際団体

項目を整理してまとめ
た

※赤字は、削除。青字は、追加。
緑字は事務局からの意見。

訓練科
物流システム系物流情報科

(元）

教科の科目

系
基
礎
学
科

物流システム系物流情報科
（改定案）

教科の科目

訓練科

系
基
礎
学
科
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訓練
時間

教科の細目
訓練
時間

教科の細目
基礎研究会における
変更・改正の理由

専門調査員会における
指摘事項

1 物流概論 35

物流の概念、物流の歴史、
物流の要素（機能）と活
動、夕ーミナルの物流、物
流マーケット、物流の形
態、物流管理とコスト管
理、在庫管理の方法、物流
と情報のシステム化

1 物流概論 35

物流・ロジスティクスの概
念、物流の歴史、物流の要
素（機能）と活動、夕ーミ
ナルの物流、物流マーケッ
ト、物流の形態、物流管理
とコスト管理、在庫管理の
方法、物流と情報のシステ
ム化物流を構成する諸活
動、企業における物流、物
流管理の意義と方法、物流
コスト管理、在庫管理、サ
プライチェーン管理、物流
の技術革新と規制緩和

現在の実情に見合った
内容に変更した

2 物流機械概論 35

物流機械の定義、物流機械
の歴史、物流機械の分類、
物流機械の横造、物流機械
の機能及び性能、物流機械
の取扱法、物流機械の材
料、機械要素、保守・安全
管理、港湾荷役運搬機器の
概要、機械要素、大型特殊
自動車、揚貨装置及び移動
式クレーンの構造・機能及
び取扱方法、クレーン等の
種類・型式・構造・機能・
安全装置及びプレーキ機
能、フォークリフトの走
行・荷役に関する装置の構
造及び取扱方法、原動機の
種類構造・構造及び機能、
油圧装置の構造及び機能

2 物流機械概論 35

機械の要素物流機械の定
義、物流機械の歴史、物流
機械の分類、物流機械の横
造・動作原理、物流機械の
機能及び性能、物流機械の
取扱方法、物流機械の材
料、機械要素、保守・安全
管理、港湾荷役運搬機器の
概要、機械要素、大型特殊
自動車、揚貨装置及び移動
式クレーンの構造・機能及
び取扱方法、クレーン等の
種類・型式・構造・機能・
安全装置及びプレーキ機
能、フォークリフトの走
行・荷役に関する装置の構
造及び取扱方法、原動機の
種類構造・構造及び機能、
油圧装置の構造及び機能

具体的な機器名を削除
し項目を整理した

3 電気工学概論 35

電気と抵抗、電力と電力
量、磁気と概念、電気と磁
界、電磁誘導、交流、交流
回路、三相交流、電気測定
器、測定器と測定法、変圧
器、直流電動機、交流電動
機、電気材料、電気応用

3 電気工学概論 35

電流、電圧と抵抗、電力と
電力量、磁気と概念、電気
と磁気界、電磁誘導、直流
と交流、交流回路、三相交
流、電気測定器、測定器と
測定法、変圧器、直流電動
機、交流電動機、電気材
料、電気応用機器

用語を見直し項目を整
理した

4 情報工学概論 70

記号化、集合、ベクトルと
行列・行列式、順列・組合
せ、確率、統計、微分、積
分、アルゴリズム記法、パ
ソコンによる統計処理、フ
ローチャートの作製法、プ
ログラムの作成手順、プロ
グラミングシステム、ファ
イルの編成法と処置方式、
オペレーティング・システ
ム、コンピュータの基本構
造、主記憶装置の役割と動
作原理、デー夕の表現、
CPUの仕組みと働き、プロ
グラムの実行の仕組み、入
出力チャンネルと入出力制
御装置、入出力装置の機能
と役割、補助記憶装置と大
容量記憶システムの役割と
仕組み、データ通信システ
ムと端末装置

4 情報工学概論 70

記号化、集合、ベクトルと
行列・行列式、順列・組合
せ、確率、統計、微分、積
分、アルゴリズム記法、パ
ソコンによる統計処理、フ
ローチャートの作製法、プ
ログラムの作成手順、プロ
グラミングシステム、ファ
イルの編成法と処置方式、
オペレーティング・システ
ム、コンピュータの基本構
造、主記憶装置の役割と動
作原理、デー夕の表現、CPU
の仕組みと働き、プログラ
ムの実行の仕組み、入出力
チャンネルと入出力制御装
置、入出力装置の機能と役
割、補助記憶装置と大容量
記憶システムの役割と仕組
み、データ通信システムと
端末装置ハードウェア、ソ
フトウェア、コンピュータ
の種類、コンピュータの基
本構成、論理演算、メモリ
の構成、命令実行サイク
ル、周辺装置、半導体素
子、デジタルとアナログ、
OS、アプリケーションソフ
ト、ネットワーク、知的財
産権、プログラミング言語

現状に即していないた
め、現在の技術に見合
う内容に変更した

5 輸送論 70

輸送の定義、輸送の歴史、
輪送の機能、輸送の役割、
輸送の範囲、輸送のシステ
ム化、輸送の形態、陸上輸
送、自動車輪送、鉄道輸
送、陸上輸送機器、海上輸
送、船舶輸送、海上輸送機
器、航空輸送、航空輸送機
器、輸送管埋、輸送基地、
国際複合一貫輪送、宅配
便、輸送情報、輸送関係法
令、コンテナリゼーショ
ン、コンテナ、海上輸送、
陸上輸送、国際複合輪送、
コンテナターミナル、コン
テナ貨物の種類・包装・積
付、コンテナのハンドリン
グ、危険物のコンテナ輸
送、コンテナ輸送と通関・
検疫、コンテナ輸送と貿
易・金融・保険、コンテナ
リース、フレイトフォー
ワーダ、コンテナ関係の国
際条約及び国際団体

5 輸送論 70

輸送の定義・種類と機能、
鉄道輸送の歴史、輪送の機
能、輸送の役割、輸送の範
囲、輸送のシステム化、輸
送の形態、陸上輸送、自動
車輪送、鉄道輸送、陸上輸
送機器、海上輸送、船舶輸
送、海上輸送機器、航空輸
送、輸送システム、ユニッ
トロード・システム、共同
輸送・配送システム、航空
輸送機器、輸送管埋、輸送
基地、国際複合一貫輪送、
コンテナ輸送、宅配便、関
係法令、輸送情報、輸送関
係法令、コンテナリゼー
ション、コンテナ、海上輸
送、陸上輸送、国際複合輪
送、コンテナターミナル、
コンテナ貨物の種類・包
装・積付、コンテナのハン
ドリング、危険物のコンテ
ナ輸送、コンテナ輸送と通
関・検疫、コンテナ輸送と
貿易・金融・保険、コンテ
ナリース、フレイトフォー
ワーダ、コンテナ関係の国
際条約及び国際団体

項目を整理してまとめ
た

※赤字は、削除。青字は、追加。
緑字は事務局からの意見。

訓練科
物流システム系物流情報科

(元）

教科の科目

系
基
礎
学
科

物流システム系物流情報科
（改定案）

教科の科目

訓練科

系
基
礎
学
科
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6 貿易論 35

貿易の基本的特徴、国際物
流と貿易、輸出手続きと書
類、輸入手続きと書類、通
関業務、貿易代金の決済、
輸出入契約書の作成、外国
為替の基礎

6 貿易論 35

貿易の基本的特徴、国際物
流と貿易、輸出手続きと書
類、輸入手続きと書類、通
関業務、貿易代金の決済、
輸出入契約書の作成、外国
為替の基礎貿易経済知識、
貿易と環境、マーケッテイ
ング、貿易の流れ、信用状
の実務、貿易書類と手続
き、貿易法務、外国為替、
貿易保険、通関知識、貿易
とクレーム

実務に即した内容に改
めた

7 生産工学 35

生産計画、工程管理、品質
管理、標準作業、原価管
理、工業法規・規格、信頼
性理論

7 生産工学 35

生産計画、工程管理、在庫
管理、品質管理、設備管
理、標準作業、原価管理、
工業法規・規格、信頼性理
論

必要とされる項目を追
加した

8 安全衛生工学 35

安全衛生規則、労働災害解
析・防止、安全基準、衛生
管理、労働環境、災害事
例、災害防止対策、標準作
業、安全点検、保護具、危
険予知

8 安全衛生工学 35

安全衛生規則、労働災害解
析・防止安全衛生法規、安
全の原理と意義、安全基
準、標準作業、衛生管理、
労働環境、災害事例、災害
防止対策、安全点検、保護
具、危険予知、

より適切と思われる用
語に変更した

9 関連法規 35

物流行政と関連法制度、物
流二法、貨物自動車運送事
業法、貨物運送取扱事業
法、港湾運送事業法と港湾
運送、港湾労働法、倉庫業
法、国際複合輸送と関係法
規

9 関連法規 35

物流行政と関連法制度、物
流三二法、貨物自動車運送
事業法、貨物運送取扱事業
法、港湾法、港湾運送事業
法と港湾運送、港湾労働
法、倉庫業法、国際複合輸
送と関係法規労働安全衛生
法

現在の実情に見合った
内容に変更した

385 385

1 基礎工学実験 60

応用力学実験、電気基礎実
験、電子基礎実験、内燃機
関性能実験、材料実験、物
理基礎実験

1 基礎工学実験 60

応用力学実験、電気基礎実
験、電子基礎実験、内燃機
関性能実験、材料実験、物
理基礎実験

変更なし

2
通関関連文書ド
キュメンテーショ
ン

35

タイピング練習、文字入
力・漢字変換、短文作成、
長文作成、各種編集機能、
表作・グラフの作成、ワ一
プロ検定模擬体験、荷渡指
図書（D／O）、カーゴボー
トノート、鑑定証明書、船
積指示書（S/O）、サーベ
イレポート、舶荷証券（B
／L）、コンテナ（B／
L）、輸出申告書、輸入申
告書

2
通関関連文書ド
キュメンテーショ
ン

35

タイピング練習、文字入
力・漢字変換、短文作成、
長文作成、各種編集機能、
表作・グラフの作成、ワ一
プロ検定模擬体験、荷渡指
図書（D／O）、カーゴボー
トノート、鑑定証明書、船
積指示書（S/O）、サーベイ
レポート、舶荷証券（B／
L）、コンテナ（B／L）、輸
出申告書、輸入申告書文書
作成の基礎、ビジネスレ
ターの作成、貿易関連書類
の作成方法及び技法

実務に即した内容に改
めた

3 物流機械運転実習 60

フォークリフト、ショベル
ローダー、．玉掛け、移動
式クレーン、クレーン、揚
貨装置

3 物流機械運転実習 60

フォークリフト、ショベル
ローダー、．玉掛け、移動
式クレーン、クレーン、揚
貨装置物流機械の基本運転
操作、応用運転操作及び保
守点検方法、安全管理

項目が機器の名称のみ
であったが、それらを
まとめて物流機械と改
め、機器の名称ではな
く実習の内容とした

4 物流機械実習 35

工具の取扱法、計測機器の
取扱法、物流機械の原理及
び構造、物流機械の分解・
組立・調整、物流機械の性
能試験、内燃機関・油圧装
置・空圧装置・冷凍装置等
の取扱法

4 物流機械実習 35

工具の取扱法、計測機器の
取扱法、物流機械の原理及
び構造、物流機械の分解・
組立・調整、物流機械の性
能試験、物流機械の種類と
役割、内燃機関・油圧装
置・空圧装置・冷凍装置等
の取扱法、各種機器との連
携方法

機器の取扱いを主とす
る内容に改めた

5 貿易実務実習 35

貿易実務の基礎、貿易書類
の作成、輸出申告書・輸入
申告書の作成、船積・陸揚
書類の作成、保税事務作業

5 貿易実務実習 35

貿易実務の基礎、貿易書類
の作成、通関書類の作成、
輸出申告書・輸入申告書の
作成、船積・陸揚書類の作
成、保税事務作業貨物事故
とクレーム実務

項目をまとめ、さらに
必要とされる項目を追
加した

6 情報処理実習 65

BASIC言語演習、図形処理
実習、数値計算演習、電子
計算機の基本的な構成、動
作原理

6 情報処理実習 65

BASIC言語演習、図形処理実
習、数値計算演習、電子計
算機の基本的な構成、動作
原理
コンピュータの基本操作、
OSの設定やカスタマイズ、
インターネットの利用、電
子メール、文書の作成と編
集、ファイル操作、周辺機
器の利用、VDT作業と安全衛
生

現在の実情に見合った
内容に変更するととも
に、実務に即した内容
とした

7 データ処理実習 35

パソコン及び周辺装置の基
本操作、MS－DOSの基礎知
識、MS－DOSの基本操作、
MS－DOSのコマンドの使用
法、エディタの使用法、
バッチファイルとバッチ処
理、システム環境の設定

7 データ処理実習 35

パソコン及び周辺装置の基
本操作、MS－DOSの基礎知
識、MS－DOSの基本操作、MS
－DOSのコマンドの使用法、
エディタの使用法、バッチ
ファイルとバッチ処理、シ
ステム環境の設定表計算ソ
フト、データの編集、数式
の利用、表の作成、関数、
データの集計・解析

現在の実情に見合った
内容に変更するととも
に、実務に即した内容
とした

8 システム実習 35

システム設計手順、位置付
け、プロセスフローチャー
ト、コード設計実習、入出
力設計実習、ファイル設計
実習、プロセス設計実習

8 システム実習 35

システム設計手順、位置付
け、プロセスフローチャー
ト、コード設計実習、入出
力設計実習、ファイル設計
実習、プロセス設計実習
ビジネスアプリケーション
ソフトの活用技法、ネット
ワークの利用、マルチメ
ディア、複数ソフト間の連
携

実務に即した内容とし
た

9 安全衛生作業法 35
安全作業、危険箇所の点
検、衛生作業、応急処置、
救急処置

9 安全衛生作業法 35
安全作業、危険箇所の点
検、衛生作業、応急処置、
救急処置

変更なし

395 395

系
基
礎
実
技

系基礎実技合計

系基礎学科合計 系基礎学科合計

系
基
礎
実
技

系基礎実技合計
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1 物流システム概論 35

物流システム構築の概
要、．物流機械管理、コン
テナの知識、マン・マシ
ン・インターフェイス

1 物流システム概論 35

物流システム構築の概
要、．物流機械管理、コン
テナの知識、マン・マシ
ン・インターフェイス
物流システムの概念、物流
システム機器、物流ネット
ワーク、物流情報システ
ム、物流産業

物流システムについて
の理解が深まるように
授業の流れを考慮し項
目を変更した。

2 物流論 70

国際物流の概要、国際貿易
と物流、国際物流の当事
者、国際物流と海上輸送、
定期船海運、不定期船海
運、外航海運企業の経営、
国際複合輸送の形態、国際
複合輸送とコンテナ輸送、
航空輸送とSEA＆AIR、ラン
ドブリッジ、国際物流と
フォーワーダ、フォーワー
ダの意義と機能、フォー
ワーダとNVOCC、国際物流
におlナる荷主と物流業、
国際物流とターミナル、国
際複合輸送と運送証券、QC
とOR、時系列予測、相関に
よる予測、ガント図と優先
法、PERT、輸送問題、線形
計画法、LPの算法、在庫管
理、シュミレーション、待
ち行列、ORの実践、ORの効
用、品質管理の定義、物流
と品質管理、TQC、PERT・
CPM、PDPC（過程決定計画
図）、QC七つ道具、KJ法、
KYT、標準化、ブレーンス
トーミング

2 物流論 70

国際物流の概要、国際貿易
と物流、国際物流の当事
者、国際物流と海上輸送、
定期船海運、不定期船海
運、外航海運企業の経営、
国際複合輸送の形態、国際
複合輸送とコンテナ輸送、
航空輸送とSEA＆AIR、ラン
ドブリッジ、国際物流と
フォーワーダ、フォーワー
ダの意義と機能、フォー
ワーダとNVOCC、国際物流に
おlナる荷主と物流業、国際
物流とターミナル、国際複
合輸送と運送証券、QCと
OR、時系列予測、相関によ
る予測、ガント図と優先
法、PERT、輸送問題、線形
計画法、LPの算法、在庫管
理、シュミレーション、待
ち行列、ORの実践、ORの効
用、品質管理の定義、物流
と品質管理、TQC、PERT・
CPM、PDPC（過程決定計画
図）、QC七つ道具、KJ法、
KYT、標準化、ブレーンス
トーミング

項目を整理してまとめ
た

3 物流工学 70

物流システム工学の概要、
物流システムの構成、荷
役・運搬システム、輸送シ
ステム、包装システム、保
管システム、物流情報シス
テム、自動化技術、自動倉
庫、無人搬送車及び無人搬
送システム、オーダピッキ
ングシステム、自動仕分け
システム、輸配送システ
ム、ハンドリングロボット
システム、物流制御機器、
センサ技術、自動認識技
術、保守管理と安全管理単
位、力とモーメント、重心
とつりあい、摩擦、動力と
効率、機械機構、材料力
学、熱力学、流体力学

3 物流工学 70

物流システム工学の概要、
物流システム機器の構成、
荷役・運搬システム、輸送
システム、包装システム、
保管システム、物流情報シ
ステム、自動化技術、自動
化要素技術、自動倉庫、無
人搬送車及び無人搬送シス
テム、オーダピッキングシ
ステム、自動仕分けシステ
ム、輸配送システム、ハン
ドリングロボットシステ
ム、物流制御機器、センサ
技術、自動認識技術、保守
管理と安全管理単位、力と
モーメント、重心とつりあ
い、摩擦、動力と効率、機
械機構、材料力学、熱力
学、流体力学

項目を整理してまとめ
た

4 物流システム工学 70

物流システムの概要、物流
システムの機能、物流管理
と物流システム、物流シス
テム設計、システム開発方
法、物流システム戦略、物
流管理システム、商品管理
システム、在庫管理システ
ム、配送管理システム、作
業管理システム、コスト管
理システム、労務管理シス
テム、物流作業システム、
入庫作業システム
、出庫作業システム、配送
作菓システム、返品作業シ
ステム、物流支援情報シス
テム、マイクロコンピュー
タの構成と働き、コン
ピュータの動作、演算回
路、センサ、アクチェ一
タ、パラレルインター
フェース、A／D・D／Aコン
バータ、制御プログラムの
基礎

4 物流システム工学 70

物流システムの概要、物流
システムの機能、物流管理
と物流システム、物流シス
テム設計、システム開発方
法、物流システム戦略、物
流管理システム、商品管理
システム、在庫管理システ
ム、配送管理システム、作
業管理システム、コスト管
理システム、労務管理シス
テム、物流作業システム、
入庫作業システム
、出庫作業システム、配送
作菓システム、返品作業シ
ステム、物流支援情報シス
テム、マイクロコンピュー
タの構成と働き、コン
ピュータの動作、演算回
路、センサ、アクチェ一
タ、パラレルインター
フェース、A／D・D／Aコン
バータ、制御プログラムの
基礎

項目を整理してまとめ
た

5 制御工学 35

制御とスイッチ、検出器と
操作機器、論理回報、リ
レーの基本回路、主回路と
操作回路、優先回路、タイ
マとカウンタ、無接点論埋
回路、AND・OR回路、条件
制御、NAND回路、順序制
御、フリップフロップ、優
先制御、時間制卸

5 制御工学 35

制御とスイッチ、検出器と
操作機器、論理回報、リ
レーの基本回路、主回路と
操作回路、優先回路、タイ
マとカウンタ、無接点論埋
回路、AND・OR回路、条件制
御、NAND回路、順序制御、
フリップフロップ、優先制
御、時間制卸
物流機器の構造・機能、マ
イコン制御、シーケンス制
御、油空圧制御、インター
フェース制御、保守・安全
技術

物流機器の制御につい
て理解に必要な項目に
変更した。

6 制御システム工学 70

制御マイコンシステム、ス
テッピングモータ制御、ス
テッピングモ－夕制御の応
用、D／A変換器を用いたメ
カトロ制御、A／D変換器を
用いたメカトロ制御、ロ
ボット制御の基礎、メカト
ロ応用技術

6 制御システム工学 70

制御マイコンシステム、ス
テッピングモータ制御、ス
テッピングモ－夕制御の応
用、D／A変換器を用いたメ
カトロ制御、・A／D変換器
を用いたメカトロ制御、ロ
ボット制御の基礎、メカト
ロ応用技術
物流機器の構成、制御理
論、自動制御、自動制御シ
ステム・機器、最近の制御
システム

項目を整理してまとめ
た

専
攻
学
科

専
攻
学
科
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1 物流システム概論 35

物流システム構築の概
要、．物流機械管理、コン
テナの知識、マン・マシ
ン・インターフェイス

1 物流システム概論 35

物流システム構築の概
要、．物流機械管理、コン
テナの知識、マン・マシ
ン・インターフェイス
物流システムの概念、物流
システム機器、物流ネット
ワーク、物流情報システ
ム、物流産業

物流システムについて
の理解が深まるように
授業の流れを考慮し項
目を変更した。

2 物流論 70

国際物流の概要、国際貿易
と物流、国際物流の当事
者、国際物流と海上輸送、
定期船海運、不定期船海
運、外航海運企業の経営、
国際複合輸送の形態、国際
複合輸送とコンテナ輸送、
航空輸送とSEA＆AIR、ラン
ドブリッジ、国際物流と
フォーワーダ、フォーワー
ダの意義と機能、フォー
ワーダとNVOCC、国際物流
におlナる荷主と物流業、
国際物流とターミナル、国
際複合輸送と運送証券、QC
とOR、時系列予測、相関に
よる予測、ガント図と優先
法、PERT、輸送問題、線形
計画法、LPの算法、在庫管
理、シュミレーション、待
ち行列、ORの実践、ORの効
用、品質管理の定義、物流
と品質管理、TQC、PERT・
CPM、PDPC（過程決定計画
図）、QC七つ道具、KJ法、
KYT、標準化、ブレーンス
トーミング

2 物流論 70

国際物流の概要、国際貿易
と物流、国際物流の当事
者、国際物流と海上輸送、
定期船海運、不定期船海
運、外航海運企業の経営、
国際複合輸送の形態、国際
複合輸送とコンテナ輸送、
航空輸送とSEA＆AIR、ラン
ドブリッジ、国際物流と
フォーワーダ、フォーワー
ダの意義と機能、フォー
ワーダとNVOCC、国際物流に
おlナる荷主と物流業、国際
物流とターミナル、国際複
合輸送と運送証券、QCと
OR、時系列予測、相関によ
る予測、ガント図と優先
法、PERT、輸送問題、線形
計画法、LPの算法、在庫管
理、シュミレーション、待
ち行列、ORの実践、ORの効
用、品質管理の定義、物流
と品質管理、TQC、PERT・
CPM、PDPC（過程決定計画
図）、QC七つ道具、KJ法、
KYT、標準化、ブレーンス
トーミング

項目を整理してまとめ
た

3 物流工学 70

物流システム工学の概要、
物流システムの構成、荷
役・運搬システム、輸送シ
ステム、包装システム、保
管システム、物流情報シス
テム、自動化技術、自動倉
庫、無人搬送車及び無人搬
送システム、オーダピッキ
ングシステム、自動仕分け
システム、輸配送システ
ム、ハンドリングロボット
システム、物流制御機器、
センサ技術、自動認識技
術、保守管理と安全管理単
位、力とモーメント、重心
とつりあい、摩擦、動力と
効率、機械機構、材料力
学、熱力学、流体力学

3 物流工学 70

物流システム工学の概要、
物流システム機器の構成、
荷役・運搬システム、輸送
システム、包装システム、
保管システム、物流情報シ
ステム、自動化技術、自動
化要素技術、自動倉庫、無
人搬送車及び無人搬送シス
テム、オーダピッキングシ
ステム、自動仕分けシステ
ム、輸配送システム、ハン
ドリングロボットシステ
ム、物流制御機器、センサ
技術、自動認識技術、保守
管理と安全管理単位、力と
モーメント、重心とつりあ
い、摩擦、動力と効率、機
械機構、材料力学、熱力
学、流体力学

項目を整理してまとめ
た

4 物流システム工学 70

物流システムの概要、物流
システムの機能、物流管理
と物流システム、物流シス
テム設計、システム開発方
法、物流システム戦略、物
流管理システム、商品管理
システム、在庫管理システ
ム、配送管理システム、作
業管理システム、コスト管
理システム、労務管理シス
テム、物流作業システム、
入庫作業システム
、出庫作業システム、配送
作菓システム、返品作業シ
ステム、物流支援情報シス
テム、マイクロコンピュー
タの構成と働き、コン
ピュータの動作、演算回
路、センサ、アクチェ一
タ、パラレルインター
フェース、A／D・D／Aコン
バータ、制御プログラムの
基礎

4 物流システム工学 70

物流システムの概要、物流
システムの機能、物流管理
と物流システム、物流シス
テム設計、システム開発方
法、物流システム戦略、物
流管理システム、商品管理
システム、在庫管理システ
ム、配送管理システム、作
業管理システム、コスト管
理システム、労務管理シス
テム、物流作業システム、
入庫作業システム
、出庫作業システム、配送
作菓システム、返品作業シ
ステム、物流支援情報シス
テム、マイクロコンピュー
タの構成と働き、コン
ピュータの動作、演算回
路、センサ、アクチェ一
タ、パラレルインター
フェース、A／D・D／Aコン
バータ、制御プログラムの
基礎

項目を整理してまとめ
た

5 制御工学 35

制御とスイッチ、検出器と
操作機器、論理回報、リ
レーの基本回路、主回路と
操作回路、優先回路、タイ
マとカウンタ、無接点論埋
回路、AND・OR回路、条件
制御、NAND回路、順序制
御、フリップフロップ、優
先制御、時間制卸

5 制御工学 35

制御とスイッチ、検出器と
操作機器、論理回報、リ
レーの基本回路、主回路と
操作回路、優先回路、タイ
マとカウンタ、無接点論埋
回路、AND・OR回路、条件制
御、NAND回路、順序制御、
フリップフロップ、優先制
御、時間制卸
物流機器の構造・機能、マ
イコン制御、シーケンス制
御、油空圧制御、インター
フェース制御、保守・安全
技術

物流機器の制御につい
て理解に必要な項目に
変更した。

6 制御システム工学 70

制御マイコンシステム、ス
テッピングモータ制御、ス
テッピングモ－夕制御の応
用、D／A変換器を用いたメ
カトロ制御、A／D変換器を
用いたメカトロ制御、ロ
ボット制御の基礎、メカト
ロ応用技術

6 制御システム工学 70

制御マイコンシステム、ス
テッピングモータ制御、ス
テッピングモ－夕制御の応
用、D／A変換器を用いたメ
カトロ制御、・A／D変換器
を用いたメカトロ制御、ロ
ボット制御の基礎、メカト
ロ応用技術
物流機器の構成、制御理
論、自動制御、自動制御シ
ステム・機器、最近の制御
システム

項目を整理してまとめ
た

専
攻
学
科

専
攻
学
科
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7 物流情報工学 70

情報、情報化の動向、物流
と情報機器、プログラム、
ファイルとデータベース、
処理方式、データ通信、
VANシステム、高度情報通
信システム、ニュ－メディ
ア、物流情報システム、荷
主物流の情報システム、情
報ネットワーク、物流シス
テム設計の基本、物流情報
システムの概要、情報シス
テムエ学の役割、情報シス
テムの計画、情報システム
の設計、情報システム設計
時におけるツール・技法、
情報システムの実現化、シ
ステムの運用管理

7 物流情報工学 70

情報、情報化の動向、物流
と情報機器、プログラム、
ファイルとデータベース、
処理方式、データ通信、VAN
システム、高度情報通信シ
ステム、ニュ－メディア、
物流情報システム、荷主物
流の情報システム、情報
ネットワーク、物流システ
ム設計の基本、物流情報シ
ステムの概要、情報システ
ムエ学の役割、情報システ
ムの計画、情報システムの
設計、情報システム設計時
におけるツール・技法、情
報システムの実現化、シス
テムの運用管理
物流情報システムの概要、
物流情報システムの役
割、・機能・範囲、物流情
報システムと設計、受注・
発注システム、倉庫業務シ
ステム、輸配送システム

現在の技術に即してい
ないものを削除して項
目をまとめた

8 データ通信工学 35

通信の歴史、電気通信とコ
ンピュータ、データ通信の
発達、情報の取扱法、情報
伝達方法、データ通信の基
本構成、情報処理とデータ
通信、通信システムの構
成、物流の情報ネットワー
ク化、VAN、ISDN、EDI、移
動体通信

8 データ通信工学 35

通信の歴史、電気通信とコ
ンピュータ、データ通信の
発達、情報の取扱法、情報
伝達方法、データ通信の基
本構成、情報処理とデータ
通信、通信システムの構
成、物流の情報ネットワー
ク化、VAN、ISDN、EDI、移
動体通信インターネット
サービスネットワークを構
成する機器、ケーブルの種
類、パケットの構造、プロ
トコル階層、TCP/IP、
RFID、無線LAN、光通信

項目が現状に即してい
ないため、現在の技術
に見合う内容に変更し
た

455 455

1 物流実務実習 145

各種料金・運賃等の体系、
計算方法等、ストウェージ
プランの概要、船体構造の
表現法、輸入貨物の積付状
態、輸出貨物の積付計画、
貨物の積付の表現方法、稼
働計画法、荷役時間算定、
荷役道具・機械・作業員の
配置、コンテナ船のスト
ウェージプラン作成

1 物流実務実習 145

各種料金・運賃等の体系、
計算方法等、ストウェージ
プランの概要、船体構造の
表現法、輸入貨物の積付状
態、輸出貨物の積付計画、
貨物の積付の表現方法、稼
働計画法、荷役時間算定、
荷役道具・機械・作業員の
配置、コンテナ船のスト
ウェージプラン作成

変更なし

2 物流システム実習 35

システム設計の基礎技術、
計画工程の見直し、初期設
計作業、論理設計作業、テ
スティング作業、設計時に
必要なツール及び技法、プ
ログラムの設計方法、テー
ブル操作プログラムの設計
方法、帳票出力処理プログ
ラムの設計方法、ファイル
操作プログラムの設計、技
術計算プログラムの考え方

2 物流システム実習 35

システム設計の基礎技術、
計画工程の見直し、初期設
計作業、論理設計作業、テ
スティング作業、設計時に
必要なツール及び技法、プ
ログラムの設計方法、テー
ブル操作プログラムの設計
方法、帳票出力処理プログ
ラムの設計方法、ファイル
操作プログラムの設計、技
術計算プログラムの考え方
物流システムの最適化、荷
役・搬送システム、輸送シ
ステム、包装システム、保
管システム

物流に関するシステム
について理解を深める
内容に変更した

3 物流システム設計実習 70

マイコン制御と物流機器、
各種センサ、視覚センサと
画像処理、ロボットシステ
ム、無人搬送システム、自
動化システム

3 物流システム設計実習 70

マイコン制御と物流機器、
各種センサ、視覚センサと
画像処理、ロボットシステ
ム、無人搬送システム、自
動化システム
物流と情報システム、物流
システムの計画の流れと手
順、シミュレーションの活
用方法、導入効果と評価

物流システムを設計す
るうえで必要とされる
内容に変更した

4 制御実習 35

制御とスイッチ、検出器と
操作機器、ロジックシーケ
ンスの論理回路、自己保持
回路、限時回路、電動機始
動制御回路、自動開閉動制
御回路

4 制御実習 35

制御とスイッチ、検出器と
操作機器、ロジックシーケ
ンス制御、の論理回路、順
序制御回路、条件制御回
路、インターロック回路、
自己保持回路、限時回路、
電動機始動制御回路、自動
開閉動制御回路
物流機器の制御、マイコン
制御、シーケンス制御、油
空圧制御

物流機器の制御につい
て広く理解するために
実習内容に変更した

5 制御システム実習 70

マイコンシステムの構成と
動作、アッセンブラの言
語、プログラム開発技法、
制御用プログラムを通して
の各種機器の制御

5 制御システム実習 70

マイコンシステムの構成と
動作、アッセンブラの言
語、プログラム開発技法、
制御用プログラムを通して
の各種機器の制御
マイコン制御と物流機器、
各種センサ、視覚センサと
画像処理、ロボットシステ
ム、無人搬送システム、自
動化システム

物流機器を組み合わせ
た制御システムを取扱
う実習を行う内容に変
更した

6 物流情報処理実習 110

BASIC基本事項、プログラ
ミングの基本、実用的プロ
グラミング、入出力装置と
ファイル操作、日本語文字
の操作、グラフィックス

6 物流情報処理実習 110

BASIC基本事項、プログラミ
ングの基本、実用的プログ
ラミング、入出力装置と
ファイル操作、日本語文字
の操作、グラフィックス
物流情報システムの構成、
受注・発注システムの取扱
いと運用、倉庫業務システ
ムの取扱いと運用、輸配送
システムの取扱いと運用、
物流情報システムの保守

現在の技術に即してい
ないものを削除して項
目をまとめた

専攻学科合計

専
攻
実
技

専
攻
実
技

専攻学科合計
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7 データ通信実習 35

データ通信システム、デー
タ通信方式及び伝送方式、
データ通信回線、端末イン
ターフェース、データ交
換、伝送制御実習、光通信
実習

7 データ通信実習 35

データ通信システム、デー
タ通信方式及び伝送方式、
データ通信回線、端末イン
ターフェース、データ交
換、伝送制御実習、光通信
実習ＬＡＮ構築、無線ＬＡ
Ｎ環境の構築、パケットの
解析

項目が現状に即してい
ないため、現在の技術
に見合う内容に変更し
た

500 500専攻実技合計 専攻実技合計
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7 データ通信実習 35

データ通信システム、デー
タ通信方式及び伝送方式、
データ通信回線、端末イン
ターフェース、データ交
換、伝送制御実習、光通信
実習

7 データ通信実習 35

データ通信システム、デー
タ通信方式及び伝送方式、
データ通信回線、端末イン
ターフェース、データ交
換、伝送制御実習、光通信
実習ＬＡＮ構築、無線ＬＡ
Ｎ環境の構築、パケットの
解析

項目が現状に即してい
ないため、現在の技術
に見合う内容に変更し
た

500 500専攻実技合計 専攻実技合計
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訓練
時間

教科の細目
訓練
時間

教科の細目
基礎研究会における
変更・改正の理由

専門調査員会における
指摘事項

1 サービス企業概論 35

料飲サービス企糞の分類と
現状料飲関係の職場のマ
ナー、忘れ物及び遺失物の
取放い方

1 サービス企業概論 35

料飲サービス企糞ホスピタ
リティ産業の分類と概要、
組織現状料飲関係の職場の
マナー、忘れ物及び遺失物
の取放い方

・「サービス企業」は
一般的でない。「ホス
ピタリティ産業」の表
現により、範囲を拡大
した。
・「料飲関係の職場の
マナー、忘れ物及び遺
失物の取扱方」は範囲
を限定しすぎる。

2 経営学概論 35
料飲産業の概要、経営環境
の変化と外食産業

2 経営学概論 35

経営学の基礎、経営者の役
割、経営理念・目標・戦
略、経営資源とマネジメン
ト、料飲産業の概要、経営
環境の変化と外食産業

・料飲産業に特化せ
ず、経営学の基礎を学
ぶ内容にする。

3 接客心理学 35
心理学概論、団体心理、個
人心理

3 接客心理学 35
心理学概論、団体心理、個
人心理、サービスと顧客心
理、ホスピタリティ論

・ホスピタリティ産業
に必要な内容とする。

4 表現学 35
表現学概論、敬語の使い
方、普通ことばの使い方

4 表現学 35

コミュニケーションの基
本、表現学概論、文章表
現、会話表現、敬語の使い
方、普通ことばの使い方

・「表現学」という用
語が一般的でない。
・「普通ことば」が不
明確である。

5 流通管理学 70
計数知識、材料の流通機
構、料飲産業幹部としての
課題

5 流通管理学 70

計数知識、材料の流通の仕
組みと役割機構、料飲産業
幹部としての課題、流通の
現状と課題

・「料飲産業幹部とし
ての課題」は教科の内
容にそぐわない。
・要望：時間数が多い
ので削減してほしい。

6 公衆衛生学 35

公衆衛生学概論、個人衛生
と公衆衛生、環境衛生、疾
病の予防、経口伝染、病気
の種類と予防

6 公衆衛生学 35

公衆衛生学概論、個人衛生
と公衆衛生、環境衛生、疾
病の予防、経口伝染、 病
気の種類と予防

・削除した項目は概論
に含める。
・要望：時間数が多い
ので削減してほしい。

7 簿記及び会計学 35

一般簿記、会計薄の記入の
仕方伝票の記入とその処
理、レジの使い方と集計及
び仕分けの仕方

7 簿記及び会計学 35

一般簿記、簿記会計の基
本、会計薄の記入の仕方伝
票の記入とその処理、レジ
の使い方と集計及び仕分け
の仕方

・簿記会計の基本の表
記で、内容は網羅でき
る。
・レジは時代にそぐわ
ない。

8 情報処理論 35

コンピュータの歴史、基本
構成周辺搬器、応用システ
ム、プログラムと言語、コ
ンピュータハード・ソフト
の基礎、情報理論の基礎

8 情報処理論 35

コンピュータの歴史、基本
構成周辺搬器、応用システ
ム、プログラムと言語、コ
ンピュータハード・ソフト
の基礎、情報理論の基礎
パソコンと周辺機器、ネッ
トワーク、インターネッ
ト、アプリケーションソフ
ト、コンピュータセキュリ
ティ

・工科系の細目であ
り、ビジネス系の訓練
分野に相応しくない。
・要望：教科の名称を
「ITリテラシー」に変
更してほしい。

9 安全衛生工学 35

食器及び調理器具、調理機
械等の危険性と取扱の注
意、整理・整頓及び清潔の
保持、労働衛生安全装置、
換気装置、その他の保護具
の性能とその取扱い方、防
災に関する知識、作業場境
と職業病

9 安全衛生工学 35

食器及び調理器具、調理機
械等の危険性と取扱の注
意、整理・整頓及び清潔の
保持、労働衛生安全装置、
換気装置、その他の保護具
の性能とその取扱い方、防
災に関する知識、作業場境
と職業病　安全衛生の概
要、衛生管理、災害とその
対策、職業病とメンタルヘ
ルス

・専門的な内容は他の
教科で実施できるた
め、一般的な内容に変
更した。
・要望：時間数が多い
ので削減してほしい

10 関係法規 35
法律概論、消防法、食品衛
生法、保健所法 10 関係法規 35

法律概論、消防法、食品衛
生法、保健所法、ホスピタ
リティ産業に関係する法規

・ホスピタリティ産業
に関連する内容とす
る。

385 385

1 接客サービス実習 70

客の心理と接遇、言葉（敬
語）の使い方、接遇サービ
スの基本、サービスマ
ナー、職場のマナー、接遇
サービスのテクニック

1 接客サービス実習 70

客の心理と接遇、言葉（敬
語）の使い方、接遇サービ
スの基本、サービスマ
ナー、職場のマナー、接遇
サービスのテクニック、電
話応対

2 情報処理実習 70

ワードプロセッサー及び
パーソナルコンピュータの
操作方法
　1）原理、基本及び用途
　2）操作方法

2 情報処理実習 70

ワードプロセッサー及び
パーソナルコンピュータの
操作方法
　1）原理、基本及び用途
　2）操作方法
アプリケーションソフト
（ワープロ、表計算、プレ
ゼンテーション、ホーム
ページ作成、画像加工等）
の操作方法

・ワードプロセッサー
は存在しない

3 安全衛生作業法 70

料飲接遇サービス作業に伴
う安全衛生に関する知識に
ついて、食器及び調理器
具、調理機城等の危険性と
取扱の注意、整理・整頓及
び清潔の保持、労働衛生安
全装置、換気装置、その他
の保護具の性能とその取扱
い方、防災に関する知識、
作業浸境と職業病

3 安全衛生作業法 70

料飲接遇サービス作業に伴
うホスピタリティ産業にお
ける安全衛生に関する知識
について、食器及び調理器
具、調理機城等の危険性と
取扱の注意、整理・整頓及
び清潔の保持、労働衛生安
全装置、換気装置、その他
の保護具の性能とその取扱
い方、防災に関する知識、
作業環境と職業病、安全作
業、危険個所の点検、衛生
作業、応急処置、救急処置

・専門的な内容は他の
教科で実施できるた
め、一般的な内容に変
更した。
・調理に関するものは
調理理論または、調理
実習に含める

210 210

1 ホテル経営学 35

旅館、ホテル、レストラン
等における経営とその特
色、人事管理と教育、ホテ
ル経営環境の改善と刷新

1 ホテル経営学 35

旅館、ホテル、レストラン
等ホスピタリティ産業にお
ける経営とその特色、人事
管理と教育、ホテル経営環
境の改善と刷新 ホスピタ
リティ産業マネジメントの
現状と課題

・「ホテル経営環境の
改善と刷新」は経営者
向きの内容である
・要望：名称を「観光
経営学」に変更してほ
しい。

※赤字は、削除。青字は、追加。
緑字は事務局からの意見。

接客サービス技術系
ホテルビジネス科（改定案）

訓練科

教科の細目

系
基
礎
学
科

系基礎学科合計

系
基
礎
実
技

系基礎実技合計

訓練科
接客サービス技術系

ホテルビジネス科（元）

教科の細目

系
基
礎
学
科

系基礎学科合計

系
基
礎
実
技

系基礎実技合計
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2 サービス理論 70

旅館、ホテル、レストラン
等におけるサービス業務に
ついて、フロント業務、客
室業務、食堂業務、販売業
務

2 サービス理論 70

旅館、ホテル、レストラン
等ホスピタリティ産業にお
けるサービス業務につい
て、フロント業務、客室業
務、食堂業務、販売業務

・サービス業務につい
て、細分化せずにまと
めた

3 観光論 70
観光概論

3 観光論 70
観光概論、観光資源、観光
関連産業、観光政策と行
政、観光地理、地域と観光

・旅行者ニーズの高度
化、観光の多様化に対
応する内容とした。

4 調理理論 35

調理概論、料理の種類、調
理の基本技街、調理器具、
調理科学,調理施設・設
備、献立作成、集団調理、
特殊調理

4 調理理論 35

調理概論、料理の種類と特
徴、調理の基本技街、調理
器具、調理科学,調理施
設・設備、献立作成、集団
調理、特殊調理、メニュー
の基本、原価管理

・調理者の育成ではな
く、サービスする人材
に必要な内容に変更し
た。
・要望：時間数が多い
ので削減してほしい。

5 販売企画論 35

飲料産業における販売促進
の領域と手段、料飲の販売
促進企画販売促進計画の分
析

5 販売企画論 35

飲料産業における販売促進
の領域と手段、料飲の販売
促進企画販売促進計画の分
析
ホスピタリティ産業におけ
るマーケティングの基本、
市場分析、ターゲット、商
品開発、価格設定、販売
チャネル、セールスプロ
モーション

・マーケティングにつ
いての知識が必要なた
め。

6 食品学 35

食品学概論、食品化学、食
用微生物の種類と利用、食
品の加工及び保存、食糧経
済、食料の流通、食物史

6 食品学 35

食品学概論、食品化学、食
用微生物の種類と利用、食
品の加工及び保存、食糧経
済、食料の流通、食物史食
文化、食品表示

・削除した項目は概論
に含める。
・要望：時間数が多い
ので削減してほしい。

7 食品衛生学 35

食品衛生学概論、食品異物
の種類と異物の識別、混入
予防、食品添加物の毒性と
安全性、食中毒について、
食品の寄生虫食品の腐敗、
変改、変質について、食品
の鑑別法、食品および食
器、調理器具の管理

7 食品衛生学 35

食品衛生学概論、食品異物
の種類と異物の識別、混入
予防、　食の安全・安心に
ついて、食品と異物・害
虫、食品添加物の毒性と安
全性、食中毒について、食
品のと寄生虫、食品の腐
敗・変敗・変質について、
食品の鑑別法、食品および
食器・調理器具の衛生管理

・削除した項目は概論
に含める。
・要望：時間数が多い
ので削減してほしい。

8 施設・設備管理学 35

旅館、ホテル、レストラン
等におlナる施設・設備に
ついて、給排水衛生設備、
消火設備、空調設備

8 施設・設備管理学 35

旅館、ホテル、レストラン
等ホスピタリティ産業にお
lナる施設・設備について
（給排水衛生設備、消火設
備、空調設備）

・施設を限定せず「ホ
スピタリティ産業」と
してまとめる。
・削除した項目はこの
細目の中に含める。

350 350

1 サービス実習 390

1）フロントのサービス作
業
2）客室のサービス作業
3）レストランのサービス
作業
4）活花
5）レクリェーション指導

1 サービス実習 390

1)ホスピタリティ産業の
サービス
2)ユニバーサルサービス
（障害者、高齢者への対
応）
3)外国人旅行者への対応
4)クレーム処理
5)その他のサービス

1）フロントのサービス作
業
2）客室のサービス作業
3）レストランのサービス
作業
4）活花
5）レクリェーション指導

・項目を整理した

2 企画及び宣伝実習 110

民芸、土産物の説明の仕
方、物品販売の仕方（広
告、展示等含む）、注文の
受け方、簿記会計の手書き
の仕方、包装の仕方、観光
サービス案内の仕方、焼物
（陶器）

2 企画及び宣伝実習 110

民芸、土産物の説明の仕
方、物品販売の仕方（広
告、展示等含む）、注文の
受け方、簿記会計の手書き
の仕方、包装の仕方、観光
サービス案内の仕方、焼物
（陶器）
各種イベント及び商品の企
画、実施、プロモーション

・イベントや商品開発
に重点を置く

3 調理実習 110

調理の基本技術
1）包丁の種類と使用目
的、とぎ方
2）和・洋・中料理の各種
煮だし　汁の取り方
3）野菜の種類と取り扱い
方、下処理
4）魚介、獣島肉、卵の種
類と取扱い方、下処理
5）各種調味料の使い方
6）和・洋・中料理の基本
料理

3 調理実習
70
110

調理の基本技術、調理器具
の取り扱い、各種材料の取
り扱い、各種料理の調理法
1）包丁の種類と使用目
的、とぎ方
2）和・洋・中料理の各種
煮だし　汁の取り方
3）野菜の種類と取り扱い
方、下処理
4）魚介、獣島肉、卵の種
類と取扱い方、下処理
5）各種調味料の使い方
6）和・洋・中料理の基本
料理

・項目を整理した
・調理者の育成ではな
く、サービスする人材
に必要な内容に変更し
た。
要望：時間数を削減し
てほしい

4 食品実験 50
測定、食用微生物の実験、
食品の貯蔵実験、食品添加
物の実験

4 食品実験
35
50

測定、食用微生物の実験、
食品の貯蔵実験、食品添加
物の実験

・測定は実験の中に含
める
・要望：時間数を削減
してほしい

5 外国語会話 110

日常の挨拶、サービス用
語、観光案内、メニュー関
係用語、実用英会話

5 外国語会話
165
110

日常の挨拶、サービス用
語、観光案内、メニュー関
係用語、実用英会話外国語
会話

・英語圏以外の外国人
にも対応するため

770 770

専
攻
実
技

専攻実技合計

専
攻
学
科

専攻学科合計

専
攻
学
科

専攻学科合計

専
攻
実
技

専攻実技合計
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2 サービス理論 70

旅館、ホテル、レストラン
等におけるサービス業務に
ついて、フロント業務、客
室業務、食堂業務、販売業
務

2 サービス理論 70

旅館、ホテル、レストラン
等ホスピタリティ産業にお
けるサービス業務につい
て、フロント業務、客室業
務、食堂業務、販売業務

・サービス業務につい
て、細分化せずにまと
めた

3 観光論 70
観光概論

3 観光論 70
観光概論、観光資源、観光
関連産業、観光政策と行
政、観光地理、地域と観光

・旅行者ニーズの高度
化、観光の多様化に対
応する内容とした。

4 調理理論 35

調理概論、料理の種類、調
理の基本技街、調理器具、
調理科学,調理施設・設
備、献立作成、集団調理、
特殊調理

4 調理理論 35

調理概論、料理の種類と特
徴、調理の基本技街、調理
器具、調理科学,調理施
設・設備、献立作成、集団
調理、特殊調理、メニュー
の基本、原価管理

・調理者の育成ではな
く、サービスする人材
に必要な内容に変更し
た。
・要望：時間数が多い
ので削減してほしい。

5 販売企画論 35

飲料産業における販売促進
の領域と手段、料飲の販売
促進企画販売促進計画の分
析

5 販売企画論 35

飲料産業における販売促進
の領域と手段、料飲の販売
促進企画販売促進計画の分
析
ホスピタリティ産業におけ
るマーケティングの基本、
市場分析、ターゲット、商
品開発、価格設定、販売
チャネル、セールスプロ
モーション

・マーケティングにつ
いての知識が必要なた
め。

6 食品学 35

食品学概論、食品化学、食
用微生物の種類と利用、食
品の加工及び保存、食糧経
済、食料の流通、食物史

6 食品学 35

食品学概論、食品化学、食
用微生物の種類と利用、食
品の加工及び保存、食糧経
済、食料の流通、食物史食
文化、食品表示

・削除した項目は概論
に含める。
・要望：時間数が多い
ので削減してほしい。

7 食品衛生学 35

食品衛生学概論、食品異物
の種類と異物の識別、混入
予防、食品添加物の毒性と
安全性、食中毒について、
食品の寄生虫食品の腐敗、
変改、変質について、食品
の鑑別法、食品および食
器、調理器具の管理

7 食品衛生学 35

食品衛生学概論、食品異物
の種類と異物の識別、混入
予防、　食の安全・安心に
ついて、食品と異物・害
虫、食品添加物の毒性と安
全性、食中毒について、食
品のと寄生虫、食品の腐
敗・変敗・変質について、
食品の鑑別法、食品および
食器・調理器具の衛生管理

・削除した項目は概論
に含める。
・要望：時間数が多い
ので削減してほしい。

8 施設・設備管理学 35

旅館、ホテル、レストラン
等におlナる施設・設備に
ついて、給排水衛生設備、
消火設備、空調設備

8 施設・設備管理学 35

旅館、ホテル、レストラン
等ホスピタリティ産業にお
lナる施設・設備について
（給排水衛生設備、消火設
備、空調設備）

・施設を限定せず「ホ
スピタリティ産業」と
してまとめる。
・削除した項目はこの
細目の中に含める。

350 350

1 サービス実習 390

1）フロントのサービス作
業
2）客室のサービス作業
3）レストランのサービス
作業
4）活花
5）レクリェーション指導

1 サービス実習 390

1)ホスピタリティ産業の
サービス
2)ユニバーサルサービス
（障害者、高齢者への対
応）
3)外国人旅行者への対応
4)クレーム処理
5)その他のサービス

1）フロントのサービス作
業
2）客室のサービス作業
3）レストランのサービス
作業
4）活花
5）レクリェーション指導

・項目を整理した

2 企画及び宣伝実習 110

民芸、土産物の説明の仕
方、物品販売の仕方（広
告、展示等含む）、注文の
受け方、簿記会計の手書き
の仕方、包装の仕方、観光
サービス案内の仕方、焼物
（陶器）

2 企画及び宣伝実習 110

民芸、土産物の説明の仕
方、物品販売の仕方（広
告、展示等含む）、注文の
受け方、簿記会計の手書き
の仕方、包装の仕方、観光
サービス案内の仕方、焼物
（陶器）
各種イベント及び商品の企
画、実施、プロモーション

・イベントや商品開発
に重点を置く

3 調理実習 110

調理の基本技術
1）包丁の種類と使用目
的、とぎ方
2）和・洋・中料理の各種
煮だし　汁の取り方
3）野菜の種類と取り扱い
方、下処理
4）魚介、獣島肉、卵の種
類と取扱い方、下処理
5）各種調味料の使い方
6）和・洋・中料理の基本
料理

3 調理実習
70
110

調理の基本技術、調理器具
の取り扱い、各種材料の取
り扱い、各種料理の調理法
1）包丁の種類と使用目
的、とぎ方
2）和・洋・中料理の各種
煮だし　汁の取り方
3）野菜の種類と取り扱い
方、下処理
4）魚介、獣島肉、卵の種
類と取扱い方、下処理
5）各種調味料の使い方
6）和・洋・中料理の基本
料理

・項目を整理した
・調理者の育成ではな
く、サービスする人材
に必要な内容に変更し
た。
要望：時間数を削減し
てほしい

4 食品実験 50
測定、食用微生物の実験、
食品の貯蔵実験、食品添加
物の実験

4 食品実験
35
50

測定、食用微生物の実験、
食品の貯蔵実験、食品添加
物の実験

・測定は実験の中に含
める
・要望：時間数を削減
してほしい

5 外国語会話 110

日常の挨拶、サービス用
語、観光案内、メニュー関
係用語、実用英会話

5 外国語会話
165
110

日常の挨拶、サービス用
語、観光案内、メニュー関
係用語、実用英会話外国語
会話

・英語圏以外の外国人
にも対応するため

770 770

専
攻
実
技

専攻実技合計

専
攻
学
科

専攻学科合計

専
攻
学
科

専攻学科合計

専
攻
実
技

専攻実技合計
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訓練
時間

教科の細目
訓
練
時

教科の細目
基礎研究会における
変更・改正の理由

専門調査員会における
指摘事項

1 サービス企業概論 35

料飲サービス企業の分類と
現状、料飲関係の職場のマ
ナー、忘れ物及び遺失物の
取扱い方

1 サービス企業概論
35
50

料飲サービス企業の分類と
現状、料飲関係の職場のマ
ナー、忘れ物及び遺失物の
取扱い方

系基礎学科合計時間を
別表６の４３５時間に
合わせるために調整し
たことによる。

2 経営学概論 35
料飲産業の概要、経営環境
の変化と外食産業

2 経営学概論 35
料飲産業の概要、経営環境
の変化と外食産業

3 接客心理学 35
心理学概論、団体心理、個
人心理

3 接客心理学 35
心理学概論、団体心理、個
人心理

4 表現学 35
表現学概論、敬語の使い
方、普通ことばの使い方

4 表現学 35
表現学概論、敬語の使い
方、普通ことばの使い方

5 流通管理学 70
計数知識、材料の流通機
構、料飲産業幹部としての
課題

5 流通管理学 70
計数知識、材料の流通機
構、料飲産業幹部としての
課題

6 公衆衛生学 35

公衆衛生学概論、個人衛生
と公衆衛生、環境衛生、疾
病の予防、経口伝染、病気
の種類と予防

6 公衆衛生学 35

公衆衛生学概論、個人衛生
と公衆衛生、環境衛生、疾
病の予防、経口伝染、病気
の種類と予防

7 簿記及び会計学 35

一般簿記、会計薄の記入の
仕方伝票の記入とその処
理、レジの使い方と集計及
び仕分けの仕方

7 簿記及び会計学 35

一般簿記、会計薄の記入の
仕方伝票の記入とその処
理、レジの使い方と集計及
び仕分けの仕方

8 情報処理論 35

コンピュータの歴史、基本
構成周辺搬器、応用システ
ム、プログラムと言語、コ
ンピュータハード・ソフト
の基礎、情報理論の基礎

8 情報処理論
35
50

コンピュータの歴史、基本
構成周辺搬器、応用システ
ム、プログラムと言語、コ
ンピュータハード・ソフト
の基礎、情報理論の基礎

系基礎学科合計時間を
別表６の４３５時間に
合わせるために調整し
たことによる。

9 安全衛生工学 35

食器及び調理器具、調理機
械等の危険性と取扱の注
意、整理・整頓及び清潔の
保持、労働衛生安、全装
置、換気装置、その他の保
護具の性能とその取扱い
方、防災に関する知識、作
業場境と職業病

9 安全衛生工学 35

食器及び調理器具、調理機
械等の危険性と取扱の注
意、整理・整頓及び清潔の
保持、労働衛生安、全装
置、換気装置、その他の保
護具の性能とその取扱い
方、防災に関する知識、作
業場境と職業病

10 関係法規 35

法律概論、消防法、食品衛
生法、保健所法、調理師
法、伝染病予防法、ふぐ処
理師県条例

10 関係法規 35

法律概論、消防法、食品衛
生法、保健所法、調理師
法、伝染病予防法、ふぐ処
理師県条例

385
385
435

別表６に準拠。(＋５
０時間）

1 接客サービス実習 70

客の心理と接遇、言葉（敬
語）の使い方、接遇サービ
スの基本、サービスマ
ナー、職場のマー、接遇
サービスのテクニック

1 接客サービス実習 70

客の心理と接遇、言葉（敬
語）の使い方、接遇サービ
スの基本、サービスマ
ナー、職場のマー、接遇
サービスのテクニック

2 情報処理実習 70

ワードプロセッサー及び
パーソナルコンピュータの
操作方法
（①原理、基本及び用途、
②操作方法）

2 情報処理実習 70

ワードプロセッサー及び
パーソナルコンピュータの
操作方法
（①原理、基本及び用途、
②操作方法）

3 安全衛生作業法 70

料飲接遇サービス作業に伴
う安全衛生に関する知識に
ついて、食器及び調理器
具、調理機城等の危険性と
取扱の注意、整理・整頓及
び清潔の保持、労緻衛生
安、安全装置、換気装置、
その他の保護具の性能とそ
の取扱い方、防災に関する
知識、作業浸境と職業病

3 安全衛生作業法 70

料飲接遇サービス作業に伴
う安全衛生に関する知識に
ついて、食器及び調理器
具、調理機城等の危険性と
取扱の注意、整理・整頓及
び清潔の保持、労緻衛生
安、安全装置、換気装置、
その他の保護具の性能とそ
の取扱い方、防災に関する
知識、作業浸境と職業病

210 210

1 調理理論 35

調理概論、料理の種類、調
理の基本技術、調理器具、
調理科学、調理施設・設
備、献立作成、集団調理、
特殊調理

1 調理理論
35
70

調理概論、料理の種類、調
理の基本技術、調理器具、
調理科学、調理施設・設
備、献立作成、集団調理、
特殊調理

専攻学科合計時間を別
表６の５６０時間に合
わせるために調整した
ことによる。

2 食品学 70

食品学概論、食品化学、食
用微生物の種類と利用、食
品の加工及び保存、食糧経
済、食糧の流通、食物史

2 食品学
70
105

食品学概論、食品化学、食
用微生物の種類と利用、食
品の加工及び保存、食糧経
済、食糧の流通、食物史

専攻学科合計時間を別
表６の５６０時間に合
わせるために調整した
ことによる。

3 栄養学 35

栄養学概論、栄養素の機
能、栄養生理、母性栄養、
小児栄養、青少年の栄養、
老人の栄養、労働と栄養、
病態と栄養

3 栄養学
35
70

栄養学概論、栄養素の機
能、栄養生理、母性栄養、
小児栄養、青少年の栄養、
老人の栄養、労働と栄養、
病態と栄養

専攻学科合計時間を別
表６の５６０時間に合
わせるために調整した
ことによる。

4 調理法 70

調理の定義と目的、調理方
法開発の歴史と食文化、主
な調理法の特質、調理の種
類と材料、味付け等の特
徴、日本料理の調理法、西
洋料理の調理法、中国料理
の調理法

4 調理法
70
105

調理の定義と目的、調理方
法開発の歴史と食文化、主
な調理法の特質、調理の種
類と材料、味付け等の特
徴、日本料理の調理法、西
洋料理の調理法、中国料理
の調理法

専攻学科合計時間を別
表６の５６０時間に合
わせるために調整した
ことによる。

5 調理美学 35

調理と食品の色、食物の味
付け、料理と香り、料理の
美的な盛り方、配膳

5 調理美学 35

調理と食品の色、食物の味
付け、料理と香り、料理の
美的な盛り方、配膳

系基礎学科合計

系
基
礎
実
技

系基礎実技合計

専
攻
学
科

系
基
礎
実
技

系
基
礎
学
科

系
基
礎
学
科

系基礎実技合計

専
攻
学
科

系基礎学科合計

※赤字は、削除。青字は、追加。
緑字は事務局からの意見。

訓練科 調理技術系調理技術科(改定案）

教科の細目

訓練科 調理技術系調理技術科（元）

教科の細目

資料１

− 137 −
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6 食品衛生学 35

食品衛生学概論、食中毒、
食品と寄生虫、食品添加
物、食品の異物、食品の腐
敗、変敗、変質、食品の鑑
別、食品衛生対策

6 食品衛生学
35
70

食品衛生学概論、食中毒、
食品と寄生虫、食品添加
物、食品の異物、食品の腐
敗、変敗、変質、食品の鑑
別、食品衛生対策

専攻学科合計時間を別
表６の５６０時間に合
わせるために調整した
ことによる。

7 販売促進企画論 35

飲食産業における販売促進
の領域と手段、料飲の販売
促進企画、販売促進計画の
分析、地場産業と販売促進
計画

7 販売促進企画論
35
70

飲食産業における販売促進
の領域と手段、料飲の販売
促進企画、販売促進計画の
分析、地場産業と販売促進
計画

専攻学科合計時間を別
表６の５６０時間に合
わせるために調整した
ことによる。

8 厨房設備管理学 35

厨房設計の基本、厨房設備
の安全衛生、厨房機器の性
格と保守管理、食器の種類
と用途

8 厨房設備管理学 35

厨房設計の基本、厨房設備
の安全衛生、厨房機器の性
格と保守管理、食器の種類
と用途

350
350
560

別表６に準拠。(＋２
１０時間）

2 特別調理実習 70

年齢別、性別による献立調
理
（小児、児童、生徒、成
人、老年期、妊娠授乳
期）、基本病人食調埋（常
食、軟食、流動食のいろい
ろと応用）、病態別病人食
調理

2 特別調理実習 70

年齢別、性別による献立調
理
（小児、児童、生徒、成
人、老年期、妊娠授乳
期）、基本病人食調埋（常
食、軟食、流動食のいろい
ろと応用）、病態別病人食
調理

3 食品実験 55
測定、食用微生物の実験、
食品の貯蔵実験、食品添加
物の実験

3 食品実験 55
測定、食用微生物の実験、
食品の貯蔵実験、食品添加
物の実験

専攻学科合計専攻学科合計

専
攻
実
技

540
260

①【調理基本技術】
調理用具の種類及び使用
法、素材の調達及び準備、下
ごしらえ
②【日本料理調理一般実習】
各種煮出汁のとり方、野菜類
（葉菜類、根菜類等）の煮物、
味付け方、魚介顆の調理、卵
料理、天ぷら、煮豆（大豆、黒
豆等）、炊飯と丼物、麺類の
料理
③【西洋料理調理一般実習】
フオンのとり方、ルーの作り
方、基礎ソースの作り方、西
洋野菜の名称・扱い方及び調
理法、シャトウの切り方（じゃ
がいも、にんじん）、ポター
ジュの作り方各種、魚介類の
下処理と調理、獣鳥肉類の下
処埋と調埋、卵類の調理、
ベーカリー、テーブルセッティ
ング、テーブルマナー、サービ
スマナーとサービス用語、食
卓花の活け方、氷細エ
④【中国料理調理一般実習】
中国料理用語と調理法、中国
野菜の下処理と調理法、各種
調理法、飲茶と点心、麺類の
調理法、飯類の調理法、宴席
のテーブルセッテイング、
サービスマナー及び食事作法
⑤【日本料理調理実習（日本
料理専攻）】
幕の内弁当の調理、松花堂
弁当の調理、会席料理の献
立と調理、茶懐石料理の献立
と調理、精進料理の献立と調
理、すし各種調埋、麺類の調
理
⑥【西洋料理調理実習（西洋
料理専攻）】
各種ソースの応用、オードプ
ル各種の調理と盛り方、原価
計算、スープ各種の調理と原
価計算、魚介類各種の調理と
栄養価計算及び原体計算、
牛肉・豚肉・羊肉各種調理と
栄養価計算及び原価計算、
鶏肉各種調整と栄養価計算
及び原価計算、ベジタブルの
調理と味付け・栄養価計算・
原価計算・デザート各種の作
り方、フルコースのメニューと
調理・味付け・盛り方・原価計
算等、ブッフエスタイルのメ
ニューと調理・盛り方・テーブ
ルセッテイング・原価計算及
び客単価計算等、各種デイ
ナーのメニューと原価及び客
単価計算、サービス作業とワ
ゴンサービスの仕方
⑦【中国料理調理実習（中国
料理専攻）】
特殊材料の扱い方、下処理
及び調理法、上湯のとり方、
野菜の調理と味付け、盛り
方、原価計算等、各種大菜
（単菜）の調理、栄養価計算、
単価計算、特殊な中国料理
の調理法と味付け、盛り方、
特殊な点心の作り方、各種宴
席料理の菜単（献立）と調理、
栄養価及び原価計算、客単
価の計算等、テープルセッテ
ング、テーブルサービスの仕
方

専
攻
実
技

専攻実技合計時間を別
表６の４２０時間に合
わせるために調整した
ことによる。

1

調理実習 540

①【調理基本技術】
調理用具の種類及び使用
法、素材の調達及び準備、下
ごしらえ
②【日本料理調理一般実習】
各種煮出汁のとり方、野菜類
（葉菜類、根菜類等）の煮物、
味付け方、魚介顆の調理、卵
料理、天ぷら、煮豆（大豆、黒
豆等）、炊飯と丼物、麺類の
料理
③【西洋料理調理一般実習】
フオンのとり方、ルーの作り
方、基礎ソースの作り方、西
洋野菜の名称・扱い方及び調
理法、シャトウの切り方（じゃ
がいも、にんじん）、ポター
ジュの作り方各種、魚介類の
下処理と調理、獣鳥肉類の下
処埋と調埋、卵類の調理、
ベーカリー、テーブルセッティ
ング、テーブルマナー、サービ
スマナーとサービス用語、食
卓花の活け方、氷細エ
④【中国料理調理一般実習】
中国料理用語と調理法、中国
野菜の下処理と調理法、各種
調理法、飲茶と点心、麺類の
調理法、飯類の調理法、宴席
のテーブルセッテイング、
サービスマナー及び食事作法
⑤【日本料理調理実習（日本
料理専攻）】
幕の内弁当の調理、松花堂
弁当の調理、会席料理の献
立と調理、茶懐石料理の献立
と調理、精進料理の献立と調
理、すし各種調埋、麺類の調
理
⑥【西洋料理調理実習（西洋
料理専攻）】
各種ソースの応用、オードプ
ル各種の調理と盛り方、原価
計算、スープ各種の調理と原
価計算、魚介類各種の調理と
栄養価計算及び原体計算、
牛肉・豚肉・羊肉各種調理と
栄養価計算及び原価計算、
鶏肉各種調整と栄養価計算
及び原価計算、ベジタブルの
調理と味付け・栄養価計算・
原価計算・デザート各種の作
り方、フルコースのメニューと
調理・味付け・盛り方・原価計
算等、ブッフエスタイルのメ
ニューと調理・盛り方・テーブ
ルセッテイング・原価計算及
び客単価計算等、各種デイ
ナーのメニューと原価及び客
単価計算、サービス作業とワ
ゴンサービスの仕方
⑦【中国料理調理実習（中国
料理専攻）】
特殊材料の扱い方、下処理
及び調理法、上湯のとり方、
野菜の調理と味付け、盛り
方、原価計算等、各種大菜
（単菜）の調理、栄養価計算、
単価計算、特殊な中国料理
の調理法と味付け、盛り方、
特殊な点心の作り方、各種宴
席料理の菜単（献立）と調理、
栄養価及び原価計算、客単
価の計算等、テープルセッテ
ング、テーブルサービスの仕
方

1 調理実習
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6 食品衛生学 35

食品衛生学概論、食中毒、
食品と寄生虫、食品添加
物、食品の異物、食品の腐
敗、変敗、変質、食品の鑑
別、食品衛生対策

6 食品衛生学
35
70

食品衛生学概論、食中毒、
食品と寄生虫、食品添加
物、食品の異物、食品の腐
敗、変敗、変質、食品の鑑
別、食品衛生対策

専攻学科合計時間を別
表６の５６０時間に合
わせるために調整した
ことによる。

7 販売促進企画論 35

飲食産業における販売促進
の領域と手段、料飲の販売
促進企画、販売促進計画の
分析、地場産業と販売促進
計画

7 販売促進企画論
35
70

飲食産業における販売促進
の領域と手段、料飲の販売
促進企画、販売促進計画の
分析、地場産業と販売促進
計画

専攻学科合計時間を別
表６の５６０時間に合
わせるために調整した
ことによる。

8 厨房設備管理学 35

厨房設計の基本、厨房設備
の安全衛生、厨房機器の性
格と保守管理、食器の種類
と用途

8 厨房設備管理学 35

厨房設計の基本、厨房設備
の安全衛生、厨房機器の性
格と保守管理、食器の種類
と用途

350
350
560

別表６に準拠。(＋２
１０時間）

2 特別調理実習 70

年齢別、性別による献立調
理
（小児、児童、生徒、成
人、老年期、妊娠授乳
期）、基本病人食調埋（常
食、軟食、流動食のいろい
ろと応用）、病態別病人食
調理

2 特別調理実習 70

年齢別、性別による献立調
理
（小児、児童、生徒、成
人、老年期、妊娠授乳
期）、基本病人食調埋（常
食、軟食、流動食のいろい
ろと応用）、病態別病人食
調理

3 食品実験 55
測定、食用微生物の実験、
食品の貯蔵実験、食品添加
物の実験

3 食品実験 55
測定、食用微生物の実験、
食品の貯蔵実験、食品添加
物の実験

専攻学科合計専攻学科合計

専
攻
実
技

540
260

①【調理基本技術】
調理用具の種類及び使用
法、素材の調達及び準備、下
ごしらえ
②【日本料理調理一般実習】
各種煮出汁のとり方、野菜類
（葉菜類、根菜類等）の煮物、
味付け方、魚介顆の調理、卵
料理、天ぷら、煮豆（大豆、黒
豆等）、炊飯と丼物、麺類の
料理
③【西洋料理調理一般実習】
フオンのとり方、ルーの作り
方、基礎ソースの作り方、西
洋野菜の名称・扱い方及び調
理法、シャトウの切り方（じゃ
がいも、にんじん）、ポター
ジュの作り方各種、魚介類の
下処理と調理、獣鳥肉類の下
処埋と調埋、卵類の調理、
ベーカリー、テーブルセッティ
ング、テーブルマナー、サービ
スマナーとサービス用語、食
卓花の活け方、氷細エ
④【中国料理調理一般実習】
中国料理用語と調理法、中国
野菜の下処理と調理法、各種
調理法、飲茶と点心、麺類の
調理法、飯類の調理法、宴席
のテーブルセッテイング、
サービスマナー及び食事作法
⑤【日本料理調理実習（日本
料理専攻）】
幕の内弁当の調理、松花堂
弁当の調理、会席料理の献
立と調理、茶懐石料理の献立
と調理、精進料理の献立と調
理、すし各種調埋、麺類の調
理
⑥【西洋料理調理実習（西洋
料理専攻）】
各種ソースの応用、オードプ
ル各種の調理と盛り方、原価
計算、スープ各種の調理と原
価計算、魚介類各種の調理と
栄養価計算及び原体計算、
牛肉・豚肉・羊肉各種調理と
栄養価計算及び原価計算、
鶏肉各種調整と栄養価計算
及び原価計算、ベジタブルの
調理と味付け・栄養価計算・
原価計算・デザート各種の作
り方、フルコースのメニューと
調理・味付け・盛り方・原価計
算等、ブッフエスタイルのメ
ニューと調理・盛り方・テーブ
ルセッテイング・原価計算及
び客単価計算等、各種デイ
ナーのメニューと原価及び客
単価計算、サービス作業とワ
ゴンサービスの仕方
⑦【中国料理調理実習（中国
料理専攻）】
特殊材料の扱い方、下処理
及び調理法、上湯のとり方、
野菜の調理と味付け、盛り
方、原価計算等、各種大菜
（単菜）の調理、栄養価計算、
単価計算、特殊な中国料理
の調理法と味付け、盛り方、
特殊な点心の作り方、各種宴
席料理の菜単（献立）と調理、
栄養価及び原価計算、客単
価の計算等、テープルセッテ
ング、テーブルサービスの仕
方

専
攻
実
技

専攻実技合計時間を別
表６の４２０時間に合
わせるために調整した
ことによる。

1

調理実習 540

①【調理基本技術】
調理用具の種類及び使用
法、素材の調達及び準備、下
ごしらえ
②【日本料理調理一般実習】
各種煮出汁のとり方、野菜類
（葉菜類、根菜類等）の煮物、
味付け方、魚介顆の調理、卵
料理、天ぷら、煮豆（大豆、黒
豆等）、炊飯と丼物、麺類の
料理
③【西洋料理調理一般実習】
フオンのとり方、ルーの作り
方、基礎ソースの作り方、西
洋野菜の名称・扱い方及び調
理法、シャトウの切り方（じゃ
がいも、にんじん）、ポター
ジュの作り方各種、魚介類の
下処理と調理、獣鳥肉類の下
処埋と調埋、卵類の調理、
ベーカリー、テーブルセッティ
ング、テーブルマナー、サービ
スマナーとサービス用語、食
卓花の活け方、氷細エ
④【中国料理調理一般実習】
中国料理用語と調理法、中国
野菜の下処理と調理法、各種
調理法、飲茶と点心、麺類の
調理法、飯類の調理法、宴席
のテーブルセッテイング、
サービスマナー及び食事作法
⑤【日本料理調理実習（日本
料理専攻）】
幕の内弁当の調理、松花堂
弁当の調理、会席料理の献
立と調理、茶懐石料理の献立
と調理、精進料理の献立と調
理、すし各種調埋、麺類の調
理
⑥【西洋料理調理実習（西洋
料理専攻）】
各種ソースの応用、オードプ
ル各種の調理と盛り方、原価
計算、スープ各種の調理と原
価計算、魚介類各種の調理と
栄養価計算及び原体計算、
牛肉・豚肉・羊肉各種調理と
栄養価計算及び原価計算、
鶏肉各種調整と栄養価計算
及び原価計算、ベジタブルの
調理と味付け・栄養価計算・
原価計算・デザート各種の作
り方、フルコースのメニューと
調理・味付け・盛り方・原価計
算等、ブッフエスタイルのメ
ニューと調理・盛り方・テーブ
ルセッテイング・原価計算及
び客単価計算等、各種デイ
ナーのメニューと原価及び客
単価計算、サービス作業とワ
ゴンサービスの仕方
⑦【中国料理調理実習（中国
料理専攻）】
特殊材料の扱い方、下処理
及び調理法、上湯のとり方、
野菜の調理と味付け、盛り
方、原価計算等、各種大菜
（単菜）の調理、栄養価計算、
単価計算、特殊な中国料理
の調理法と味付け、盛り方、
特殊な点心の作り方、各種宴
席料理の菜単（献立）と調理、
栄養価及び原価計算、客単
価の計算等、テープルセッテ
ング、テーブルサービスの仕
方

1 調理実習
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4 販売促進企画実習 35

各科埋専攻別販売促進企画
の食事プラン作成、原価計
算．、販売価格、荒利益等
を考慮したメニューの作
成、販売実演

4 販売促進企画実習 35

各科埋専攻別販売促進企画
の食事プラン作成、原価計
算．、販売価格、荒利益等
を考慮したメニューの作
成、販売実演

700
700
420

別表６に準拠。(－２
８０時間）

専攻実技合計

★次の点を留意すること。
　１）系基礎学科合計において、別表６では４３５時間で、資料上での記載時間数が５０時間不足の３８５時間
      となっていること。
　２）専攻学科合計において、別表６では５６０時間で、資料上での記載時間数が２１０時間不足の３５０時間と
      なっていること。
　３）専攻実技合計において、別表６では４２０時間で、資料上での記載時間数が２８０時間超過した７００時間
      となっていること。

専攻実技合計

資料１
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